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は
じ
め
に

一
航
行
法
の
規
定

-
|
―
規
定
の
概
略

一
ー
ニ
規
定
の
位
置

二
出
帆
前
の
不
能

ニ
ー
一
確
定
的
不
能

―
-
|
-
|
―
航
行
法
第
四
二
七
条
の
適
用
範
囲

ニ
ー
一
ー
ニ
当
然
終
了

ニ
ー
一
ー
三
終
了
の
効
果

ニ
ー
ニ
長
期
的
遅
延
（
不
能
）

ニ
ー
ニ
ー
一
長
期
的
遅
延
の
意
義

ニ
ー
ニ
ー
ニ
解
除
権
の
発
生

ニ
ー
三
一
時
的
不
能

ニ
ー
三
ー
一
航
行
法
第
四
二
八
条
の
適
用
範
囲

ニ
ー
三
ー
ニ
契
約
の
存
続

ニ
ー
三
ー
＿
二
再
船
積
し
な
い
場
合
の
損
害
賠
償
責
任

航
海
中
の
不
能

―
―
-
|
―
確
定
的
不
能

三
ー
一
ー
一
航
行
法
第
四
―
一
九
条
二
項
の
適
用
範
囲

三
ー
一
ー
ニ
主
た
る
債
務
（
運
送
債
務
）
の
当
然
消
滅
・
必
要
的
積
替

三
ー
一
I
三
必
要
的
積
替
（
転
送
）
の
法
的
性
質

三
ー
一
ー
四
割
合
運
送
賃

三
ー
一
ー
五
積
替
費
用
・
危
険
の
負
担

=
-
|
-
―
一
時
的
不
能

―
―
―
ー
ニ
ー
一
荷
送
人
の
担
保
提
供
義
務

-
1
-
|
-
―
ー
ニ
航
行
法
第
四
二
九
条
一
項
の
存
在
理
由

四
到
着
時
の
不
能

四
ー
一
確
定
的
不
能

四
I
-
|
＿
契
約
の
存
続
(
-
八
八
―
一
年
商
法
第
五
五
―
二
条
の
原
則
の
維
持
）

四
ー
一
ー
ニ
航
行
法
第
四
三

0
条
が
内
蔵
す
る
欠
陥

四
ー
ニ
一
時
的
不
能

四
ー
ニ
ー
一
規
定
の
不
存
在

四
ー
ニ
ー
ニ
契
約
の
存
続

む
す
ぴ
に
か
え
て



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

六

海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
に
関
す
る
商
法
の
規
定
は
、
民
法
の
契
約
の
終
了
に
関
す
る
規
定
、
と
り
わ
け
、
請
負
契
約
の
終
了
に
関

す
る
規
定
に
比
し
て
、
詳
細
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
な
か
に
、
不
可
抗
力
あ
る
い
は
契
約
当
事
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
由
に
よ
る
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
（
告
知
）
に
関
す
る
規
定
を
発
見
し
う
る
。
当
事
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ

り
、
運
送
の
履
行
が
不
能
に
な
っ
た
場
合
（
以
下
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
履
行
不
能
、
あ
る
い
は
、
た
ん
に
不
能
と
表
現
す
る
こ
と
に
す

る
）
、
契
約
の
継
続
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
不
合
理
で
あ
る
た
め
、
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
（
わ
が
国
で
は
、
商
法
第
七
六

0
条
お
よ
び
第
七
六
一
条
な
ど
）
。

履
行
不
能
に
よ
る
海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
ま
た
は
解
除
は
、
国
民
経
済
的
に
み
て
、
大
き
な
経
済
的
不
利
益
を
生
じ
る
だ
け
で
な

く
、
運
送
契
約
の
当
事
者
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
、
運
送
中
止
の
危
険
を
当
事
者
の
い
ず
れ
が
負
担
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
い
か
に

分
担
す
べ
き
か
、
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
履
行
不
能
に
よ
る
海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
に
関
す
る
規

定
は
、
み
ぎ
に
み
た
深
刻
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
、
き
わ
め
て
重
要
な
規
定
で
あ
る
、
と
い
い
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、

そ
の
本
来
的
な
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
、
あ
ま
り
、
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
規
定

が
任
意
法
で
あ
る
た
め
、
運
送
契
約
中
の
詳
細
な
約
款
に
よ
り
変
更
・
排
除
さ
れ
、
実
際
に
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
う

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
運
送
中
止
の
危
険
が
海
上
運
送
保
険
に
よ
り
保
険
者
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
た
め
、
運
送
契
約
の
当
事
者
（
と
り

わ
け
、
荷
送
人
・
船
荷
証
券
所
持
人
）
は
、
運
送
契
約
中
の
約
款
に
不
満
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

法
律
の
規
定
の
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
す
ら
な
い
ほ
ど
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
な
お
、
法
律
の
規
定
の
妥
当

は
じ
め
に

（
八
四
九
）



性
あ
る
い
は
そ
れ
を
変
更
・
排
除
す
る
約
款
の
合
理
性
・
有
効
性
の
限
界
に
つ
い
て
、
理
論
的
検
討
を
怠
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。

こ
の
思
い
は
、
以
前
、
船
舶
利
用
契
約
に
関
す
る
研
究
の
途
中
、
履
行
不
能
に
よ
る
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
に
関
す
る
法
律
の
規
定

と
約
款
の
隔
た
り
の
大
き
さ
に
気
づ
い
た
と
き
よ
り
、
筆
者
の
な
か
に
存
在
し
つ
づ
け
て
い
た
。
さ
い
わ
い
、
最
近
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い

て
、
履
行
不
能
に
よ
る
海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
に
関
す
る
研
究
が
ふ
た
つ
連
続
し
て
発
表
さ
れ
た
。
以
下
、
主
と
し
て
、

そ
の
ふ
た
つ
の
研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
航
行
法
の
履
行
不
能
に
よ
る
海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
の
規
定
に
関
す

{
4
二
5
)

る
議
論
の
概
略
を
知
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

小
町
谷
操
―
―
-
「
海
上
物
品
運
送
契
約
の
解
除
を
論
ず
」
海
商
法
研
究
一
巻
・
大
正
一

0
年
・
ニ
八
九
頁
以
下
お
よ
び
同
「
海
商
法
要
義
・
中
巻

二
」
昭
和
一
四
年
・
六
二
八
頁
以
下
は
、
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。

(
2
)

拙
著
「
船
舶
利
用
契
約
の
実
証
的
研
究
」
平
成
二
年
・
ニ
＝
二
頁
以
下
お
よ
び
二
八
0
頁
以
下
。

(
3
)
 
M
i
c
h
e
l
e
 M
.
 C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 
L'art. 
4
2
9
 C
o
d
.
 N
a
v
.
 e
d
 i
 pr
o
b
l
e
m
i
 giuridici 
c
o
n
n
e
s
s
i
 al 
t
r
a
s
b
o
r
d
o
 in 
c
o
r
s
o
 di 
viaggio, 
Diritto 

m
a
r
i
t
t
i
m
o
,
 
1
9
8
7
,
 p
a
g
.
2
4
2
;
 G
i
o
r
g
i
a
 M
.
 Boi, G
l
i
 i
m
p
e
d
i
m
e
n
t
i
 a
l
l
'
e
s
e
c
u
z
i
o
n
e
 d
e
l
 c
o
n
t
r
a
t
t
o
 d
i
 t
r
a
s
p
o
r
t
o
 m
a
r
i
t
t
i
m
o
,
 M
i
l
a
n
o
 1
9
9
0
.
 

(
4
)

船
荷
証
券
中
に
み
ら
れ
る
契
約
の
履
行
不
能
な
ど
に
関
す
る
約
款
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

(
5
)

な
お
、
筆
者
は
、
前
掲
の
拙
著
な
ど
に
お
い
て
、
複
数
の
文
章
か
ら
な
っ
て
い
る
複
雑
な
イ
タ
リ
ア
の
法
律
の
規
定
、
約
款
の
規
定
ま
た
は
立

法
理
由
書
な
ど
の
引
用
・
参
照
箇
所
を
特
定
す
る
た
め
、
第
＊
＊
条
＊
項
第
＊
文
と
い
う
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
セ
ミ
コ
ロ
ン
で

切
れ
る
文
章
な
ど
を
、
わ
が
国
の
例
に
し
た
が
い
、
第
＊
段
と
い
う
よ
う
に
表
示
し
て
よ
い
か
、
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
す

る
）
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
複
雑
な
規
定
に
出
会
わ
な
い
た
め
、
わ
が
国
の
例
に
し
た
が
い
、
第
＊
＊
条
＊
項
第
＊
段
と
い
う
よ
う
に
表
示

す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
三
田
の
注

(
2
)
を
参
照
の
こ
と
。
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海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

用
は
、
荷
送
人
の
負
担
と
さ
れ
る

航
行
法
の
規
定

ーユ
/' 

般

航
行
法
は
、
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
一
―

1
0
条
に
お
い
て
、
海
上
物
品
運
送
契
約
の
不
可
抗
力
ま
た
は
契
約
当
事
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
履
行
不
能

(
i
m
p
e
d
i
m
e
n
t
o
・

障
害
）
に
つ
い
て
、
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
四
二
七
条
以
下
は
、

法
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
民
法
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
確
定
的
履
行
不
能
と
一
時
的
履
行
不
能
の
類
別
を
守
り
な
が
ら
、
海
上
物
品
運
送

契
約
が
実
行
さ
れ
る
段
階
に
し
た
が
い
、
規
定
を
設
け
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

航
行
法
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
に
よ
る
と
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
第
四
二
七
条
以
下
の
規
定
に
よ
り
、
偶
然
の
事
故
の
影
響

(
i
n
c
i
d
e
n
z
a
 d
e
l
 
forrtuito) 

の
当
事
者
間
に
お
け
る
分
配
の
問
題
を
、
作
業
（
運
送
）
完
了
に
関
す
る
危
険
の
す
べ
て
を
運
送
債
務
者

（
運
送
人
）
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
原
則
の
厳
格
さ
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
解
決
し
よ
う
、
と
す
る
意
図
を
有
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

み
ぎ
の
原
則
は
、
相
対
立
す
る
利
益
に
対
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見
方

(
e
q
u
i
l
i
b
r
a
t
a
v
i
s
i
o
n
e
 d
e
i
 

c
o
n
t
r
a
p
p
o
s
t
i
 i
n
t
e
r
e
s
s
i
)

に
し
た
が
い
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
第
四
二
七
条
は
、
出
帆
前
に
確
定
的
不
能
ま
た
は
長
期
的
遅
延
（
不
能
）

一1}

が
生
じ
た
場
合
の
規
定
で
あ
る
。
第
一
項
前
段
が
確

定
的
不
能
を
契
約
の
法
定
の
終
了
原
因
と
し
、
同
項
後
段
が
長
期
的
遅
延
を
解
除
権
の
発
生
原
因
と
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、

契
約
当
事
者
は
、
自
己
の
損
害
を
自
ら
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
除
が
船
積
後
に
な
さ
れ
る
場
合
、
運
送
品
の
陸
揚
費

（
第
二
項
）
。
第
四
二
八
条
は
、
出
帆
ま
た
は
航
海
の
継
続
の
一
時
的
不
能
は
契
約
の
終
了
を
も
た
ら

{2-）
 

す
も
の
で
は
な
い
、
と
し
つ
つ
、
荷
送
人
に
運
送
品
の
陸
揚
権
限
を
認
め
て
い
る

C

第
四
二
九
条
は
、
出
帆
後
の
航
海
の
中
止
に
関
す
る

-
|
―
規
定
の
概
略

（
八
五
一
）
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{3) 

規
定
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
第
二
項
は
、

す
る
航
行
法
の
規
定
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
、
と
思
わ
れ
る

対
象
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
四
三

0
条
は
、
契
約
の
最
終
段
階
で
あ
る
目
的
港
到
着
時
に
お
い
て
確
定
的
不
能
が
生
じ
た
場
合
に
運
送
人

の
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
航
行
法
は
、
出
帆
（
前
）

い
わ
ゆ
る
割
合
運
送
賃
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関

（
あ
る
い
は
、
興
味
深
い
）
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
の
主
た
る
検
討
の

か
ら
到
着
に
至
る
段
階
で
生
じ
う
る
不
能
を
、

（
八
五
二
）

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
を
理
解
し
や
す
い
も
の
に
し
た
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
航
行

法
は
、
履
行
不
能
を
も
た
ら
す
原
因
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
て
、
関
心
を
示
さ
ず
、
第
四
二
九
条
が
不
可
抗
力
に
よ
る
船
舶
の
修
繕
不

能
を
具
体
的
に
明
示
す
る
だ
け
で
あ
る
。
船
舶
の
出
帆
（
前
）
か
ら
到
着
に
至
る
ま
で
に
生
じ
る
履
行
不
能
は
、
様
々
の
原
因
（
不
可
抗

力
ま
た
は
契
約
当
事
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
）
に
起
因
す
る
。
個
々
具
体
的
な
原
因
ご
と
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、

煩
瑣
で
あ
り
、
か
え
っ
て
、
規
定
間
の
均
衡
を
失
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
を
残
す
。
航
行
法
が
履
行
不
能
の
原
因
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た

で

6
)
-
7
)

の
は
、
賢
明
だ
っ
た
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

第
四
二
七
条
（
出
帆
前
の
障
害
）
「
船
舶
の
出
帆
が
不
可
抗
力
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
た
場
合
、
契
約
は
、
終
了
す
る
。
同
様
の
事
由
に
よ
り
、
船

舶
の
出
帆
が
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
、
契
約
は
、
解
除
さ
れ
う
る
。

解
除
が
船
積
後
に
な
さ
れ
る
場
合
、
荷
送
人
は
、
陸
揚
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

第
一
項
前
段
の
「
終
了
す
る
」
は
"e
r
i
s
o
l
t
o
"

に
、
後
段
の
「
解
除
さ
れ
う
る
」
は
"
p
u
o
e
s
s
e
r
e
 risolto"

に
対
応
す
る
。
同
一
の
用
語

(risolto)

で
あ
る
が
、
意
味
を
考
慮
し
て
、
異
な
っ
た
訳
語
を
与
え
て
お
い
た
。

(
2
)
第
四
二
八
条
（
一
時
的
障
害
）
「
船
舶
の
出
帆
ま
た
は
航
海
の
継
続
が
、
一
時
的
に
、
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
、

妨
げ
ら
れ
た
場
合
、
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
で
あ
る
。

六
四



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

六
五

荷
送
人
は
、
障
害
が
続
い
て
い
る
あ
い
だ
、
再
船
積
ま
た
は
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
担
し
、
自
己
の
費
用
で
運
送
品
の
陸
揚
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
障
害
が
航
海
中
に
生
じ
た
場
合
、
荷
送
人
は
、
み
ぎ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
の
適
当
な
担
保
を
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
3
)

第
四
二
九
条
（
航
海
の
中
止
）
「
出
帆
後
、
船
長
が
不
可
抗
力
に
よ
り
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
で

あ
り
、
そ
し
て
、
荷
送
人
は
、
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
。

船
舶
が
修
繕
さ
れ
え
ず
も
し
く
は
長
期
間
を
要
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
航
海
が
他
の
不
可
抗
力
に
よ
り
中
止
さ
れ
も
し
く
は
著
し
く
遅
延
し
た

場
合
、
船
長
が
、
荷
送
人
の
た
め
、
他
の
船
舶
に
よ
る
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
を
な
す
た
め
の
最
善
を
つ
く
し
た
か
ぎ
り
、
運
送
賃
は
、
有

効
に
通
過
し
た
行
程
に
応
じ
て
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
4
)

第
四
三

0
条
（
到
着
の
障
害
）
「
着
船
が
不
可
抗
力
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
、
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
、
船
長
は
、
指
示
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
、
受
け
取
っ
た
指
示
が
実
行
不
能
の
と
き
、
他
の
近
く
の
港
に
着
岸
す
る
か
、
ま
た
は
、
出
帆
港
に
帰
る
か
し
て
、

船
舶
お
よ
ぴ
運
送
品
の
利
益
に
と
り
最
善
の
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
5
)

そ
れ
に
対
し
て
、
一
八
八
二
年
イ
タ
リ
ア
商
法
典
（
以
下
、
一
八
八
二
年
商
法
）
の
海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
は
、
い

さ
さ
か
、
（
少
な
く
と
も
）
形
式
的
に
は
、
ま
と
ま
り
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
二
年
商
法
は
、
ま
ず
、
傭
船
契
約
に
関
す

る
第
四
節
第
一
款
に
お
い
て
、
若
干
の
規
定
を
お
い
て
い
た
。
第
五
五
一
条
は
、
出
帆
前
に
生
じ
た
官
憲
の
行
為
に
よ
る
不
能
（
障
害
）
に
つ
き
、

第
五
五
二
条
は
、
出
帆
時
の
偶
然
の
事
故
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
り
生
じ
た
一
時
的
不
能
に
つ
き
、
そ
し
て
、
第
五
五
三
条
は
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

ま
た
は
偶
然
の
事
故
・
不
可
抗
力
に
よ
り
生
じ
た
目
的
港
に
お
け
る
不
能
に
つ
き
、
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
第
四
節
第
一
二
款
に
お
い
て
、

い
く
つ
か
の
規
定
を
お
い
て
い
た
。
第
五
七

0
条
は
、
航
海
中
に
お
け
る
偶
然
の
事
故
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
る
船
舶
の
修
繕
に
つ
き
、
第
五
七

一
条
は
、
出
帆
前
に
存
在
し
た
不
堪
航
に
つ
き
、
第
五
七
二
条
お
よ
ぴ
第
五
七
三
条
は
、
目
的
港
に
お
け
る
商
取
引
の
禁
止
に
つ
き
、
規
定
し
て

ヽ
こ
。

し

t

(
6
)

前
注

(5)
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
一
八
八
二
年
商
法
は
、
履
行
不
能
に
つ
き
、
包
括
的
に
規
定
せ
ず
、
む
し
ろ
、
個
別
的
・
具
体
的
原
因

ご
と
に
、
規
定
を
設
け
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

(
7
)

履
行
不
能
の
原
因
と
し
て
、
な
ぜ
、
「
不
可
抗
力
」
と
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
航
行
法
の
基
本
的
姿
勢
が
、
個
別
的
・
具
体
的
原
因
ご
と
に
、
規
定
を
設
け
る
こ
と
な
く
、

「
不
可
抗
力
」
と
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
一
般
を
念
頭
に
、
包
括
的
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
自
明

（
八
五
三
）



契
約
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

規
定
の
位
置

一
八
八
二
年
商
法
に
い
う
傭
船

（
八
五
四
）

航
行
法
に
お
い
て
は
、
海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
が
ひ
と
ま
と
め
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
形
式
的
優
越

性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
規
定
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
も
適
切
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
二
七
条
か
ら
第

四
三

0
条
は
、
物
品
運
送
の
総
論
部
分
に
お
か
れ
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
航
行
法
は
、
船
舶
利
用
契
約
の
下
位
類
型
と
し
て
、
船
舶

賃
貸
借
契
約
、
傭
船
契
約
（
航
海
傭
船
契
約
お
よ
び
定
期
傭
船
契
約
）
お
よ
び
運
送
契
約
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
運
送
契
約
は
、

全
部
運
送
契
約
、

一
部
運
送
契
約
お
よ
び
箇
品
運
送
契
約
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
は
、
運
送

契
約
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
、
他
の
契
約
類
型
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
実
務
界
に
い
う
航
海
傭
船
契
約
が
航
行
法
に
い
う
全
部
運
送
契

約
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
、
学
説
・
判
例
の
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
務
界
に
い
う
定
期
傭
船

契
約
が
航
行
法
に
い
う
全
部
運
送
契
約
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
、
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
通
説
・
判
例
は
、

否
定
的
見
解
を
採
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
、
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
一
―

1
0条
は
、
実
務
界
に
い
う
定
期
傭
船

一
方
、
先
に
み
た
一
八
八
二
年
商
法
の
規
定
は
、
傭
船
契
約
に
関
す
る
節
の
な
か
に
お
か
れ
て
い
た
。

契
約
の
概
念
は
、
現
行
の
航
行
法
に
い
う
運
送
契
約
、
同
じ
く
航
海
傭
船
契
約
、
そ
し
て
、
同
じ
く
定
期
傭
船
契
約
を
も
含
む
、
き
わ
め

て
、
広
汎
な
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
み
た
一
八
八
二
年
商
法
の
規
定
は
、
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
だ
け
で
は
な
く
、
（
実

務
界
に
い
う
）
定
期
傭
船
契
約
に
つ
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
定
期
傭
船
契
約
に
船
舶
賃
貸
借
契
約
と
し

-
|
- で

あ
る
。

関
法

六
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

六
七

て
の
性
質
を
認
め
る
立
場
か
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
た
と
え
、
定
期
傭
船
契
約
の
法
的
性
質
を
運
送
契
約
、
と
考
え
る
に
し
て
も
、

定
期
傭
船
契
約
と
箇
品
運
送
契
約
に
つ
き
、
ま
っ
た
く
同
一
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
、
と
結
論
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
ろ
う
。

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
な
ど
の
規
定
は
、
ま
と
ま
り
を
欠
く
う
え
、
適
用
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
た
め
、
妥
当
な
立
法
、

と
評
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
は
、
少
な
く
と
も
定
期
傭
船
契

約
を
そ
の
適
用
か
ら
除
外
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

て
い
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
な
ど
の
規
定
に
み
ら
れ
た
散
漫
さ
を
回
避
し
え

(
l
)

航
行
法
第
一
部
第
三
編
第
一
章
（
第
三
七
六
条
か
ら
第
四
六
八
条
）
「
船
舶
利
用
契
約
」
は
、
船
舶
賃
貸
借
契
約
、
傭
船
契
約
お
よ
び
運
送
契

約
に
つ
い
て
規
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
曳
船
契
約
な
ど
も
船
舶
利
用
契
約
の
範
疇
に
入
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

(
2
)

通
説
。

(3)

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
定
期
傭
船
契
約
お
よ
ぴ
航
海
傭
船
契
約
の
法
的
性
質
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
・
ニ
四
六
頁
以
下
お
よ
び

三
0
0
頁
以
下
な
ど
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
定
期
傭
船
契
約
お
よ
ぴ
航
海
傭
船
契
約
に
「
実
務
界
に
い
う
」
と
の
修
飾
語
を
用
い
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、
同
著
・
一
五
六
頁
以
下
。

(
4
)
 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit .. 
p
a
g
.
2
 e
 seg. 

(5)

そ
れ
で
も
な
お
、
実
務
界
に
い
う
航
海
傭
船
契
約
が
運
送
契
約
で
あ
る
、
と
す
る
と
、
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
一
―

1
0
条
は
、
そ
れ
に
適

用
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
箇
品
運
送
契
約
を
同
一
の
規
定
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
か
、
疑
問
の
余
地
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
の

こ
と
は
、
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
の
適
用
範
囲
の
問
題
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

（
八
五
五
）



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

確
定
的
不
能

出
帆
前
の
確
定
的
不
能
は
、
航
行
法
第
四
二
七
条
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
規
定
は
、

B
r
u
n
e
t
t
i

に
よ
り
、

二
年
商
法
第
五
五
一
条
に
比
べ
、
格
段
の
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
、
い
う
評
価
を
え
て
い
る
。
し
か
し
、
航
行
法
第
四
二
七
条
が
完
壁
な

規
定
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
同
条
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

一
ー
一
の
注

(
1
)

に
あ
り
。

(
2
)

「
船
舶
の
出
帆
前
に
、
目
的
地
へ
の
航
海
が
官
憲
の
行
為
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
た
場
合
、
契
約
は
、
解
消
さ
れ
、
そ
し
て
、
当
事
者
の
い
ず
れ
も
、

損
害
を
賠
償
す
る
責
を
負
わ
な
い
。

荷
送
人
は
、
船
積
お
よ
び
陸
揚
の
費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
う
。
」

A
n
t
o
n
i
o
 Brunetti, M
a
n
u
a
l
e
 de! 
diritto 
della 
n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
e
 m
a
r
i
t
t
i
m
a
 e
 interna, 
P
a
d
o
v
a
 1
9
4
7
.
 p
a
g
.
2
2
0
.
 

ニ
ー
一
ー
一

航
行
法
第
四
二
七
条
一
項
前
段
は
、
船
舶
の
出
帆
の
確
定
的
不
能
の
発
生
原
因
と
し
て
、
不
可
抗
カ
一
般
を
採
用
し
て
い
る
。
官
憲
の

行
為

(
f
a
t
t
o
d
'
u
n
a
 P
o
t
e
n
z
a
)
」
の
み
を
明
示
的
に
採
用
し
て
い
た
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
に
比
べ
る
と
、
そ
の
適
用
範
囲
が
拡

大
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
官
憲
の
行
為
に
よ
り
船
舶
の
出
帆
が
確
定
的
に
阻
害
さ
れ
た
場
合
の
み
に
つ
い
て
規
定
し
、
他

の
不
可
抗
力
の
事
由
に
よ
り
出
帆
が
確
定
的
に
阻
害
さ
れ
た
場
合
を
空
白
の
ま
ま
に
し
て
お
く
合
理
的
な
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
発
見
不

能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
航
行
法
第
四
二
七
条
の
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
に
対
す
る
優
越
性
は
、
明
白
で
あ
る
、
と
い
い
う

3
 

ニ
ー

関
法

航
行
法
第
四
二
七
条
の
適
用
範
囲

出
帆
前
の
不
能

六
八
（
八
五
六

一
八
八



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

六
九

八
五
七

そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
「
不
可
抗
力
」
は
、
広
い
意
味
の
も
の
で
あ
り
、
船
舶
に
つ
い
て

ど
）
だ
け
で
な
く
、
運
送
品
に
つ
い
て
（
た
と
え
ば
、
通
商
停
止
な
ど
）
も
、
発
生
し
う
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
若
干
議
論
が

存
在
し
て
い
る
の
は
、
当
事
者
の
破
産
、
と
り
わ
け
、
運
送
人
の
破
産
で
あ
る
。
積
極
的
に
解
す
る
立
場
も
存
在
し
て
い
る
が
、
た
と
え

ば
、
運
送
人
の
破
産
の
原
因
が
そ
の
放
漫
経
営
に
あ
る
場
合
ま
で
、
不
可
抗
力
、
と
い
い
う
る
か
は
、
た
し
か
に
、
否
定
説
の
い
う
よ
う

に
、
疑
問
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
こ
こ
で
も
っ
と
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
航
行
法
の
立
法
者
が
、
な
ぜ
、
不
可
抗
力
、
と
い
う
用
語
を
用
い
た
の
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
上
物
品
運
送
の
確
定
的
不
能
お
よ
び
長
期
的
遅
延
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
に
お
い
て
は
、
「
運

送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
航
行
法
の
立
法
者
が
、
な
ぜ
、

一
般
法
で
あ
る
イ
タ

リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
に
合
わ
せ
な
か
っ
た
の
か
、
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
現
行
の
イ
タ
リ
ア
民
法
典

の
な
か
に
は
、
不
可
抗
力
な
る
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
、
発
見
さ
れ
え
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
用
語
を
、
な
ぜ
、
航
行
法
の
立
法
者
が
選
択

し
た
の
か
、
理
解
し
え
な
い
、
と
す
る
見
解
も
存
在
し
て
い
る
。

る。
(
l
)
 
A
d
n
a
n
o
 F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 I
 

c
o
n
t
r
a
t
t
1
 
navali, 
2
 ed., 
N
a
p
o
l
i
 
1
9
5
9
,
 p
a
g
.
1
1
0
.
 

(
2
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

(
3
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
 

6
1
 ;
 An
d
r
e
a
 T
o
r
r
e
n
t
e
,
 L
'
i
m
p
r
e
s
a
 e
 il 
l
a
v
o
r
o
 n
e
l
l
a
 
n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
eー
I

contratti 
di 
utilizzazione della 
n
a
v
e
 o
 d
e
 ,
 

=
 

l
'
a
e
r
o
m
o
b
i
l
e
,
 M
i
l
a
n
o
 1
9
6
4
,
 p
a
g
.
1
5
2
.
 

(
4
)

民
法
第
第
一
六
八
六
条
（
運
送
の
実
行
の
障
害
ま
た
は
遅
延
）
「
運
送
の
開
始
ま
た
は
継
続
が
、
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事

由
に
よ
り
、
妨
げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
、
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
、
運
送
人
は
、
直
ち
に
、
荷
送
人

(mittente)

に
指
示
を
求
め
、
自
已
に
引

た
と
え
ば
、
不
堪
航
、
徴
用
、
難
破
な



し
、
そ
れ
以
上
は
論
じ
な
い
）

き
渡
さ
れ
た
運
送
品
の
保
管
を
手
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
情
が
荷
送
人
に
対
す
る
指
示
の
請
求
を
不
能
に
す
る
か
、
ま
た
は
、
指
示
が
実
行
不
能
で
あ
る
場
合
、
運
送
人
は
、
築
一
五
一
四
条
の
規
定

に
し
た
が
い
、
運
送
品
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
、
急
速
な
損
敗
に
か
か
り
や
す
い
場
合
、
第
一
五
一
五
条
の
規
定
に
し
た
が
い
、
運

送
品
を
売
却
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
運
送
人
は
、
速
や
か
に
、
荷
送
人
に
、
供
託
ま
た
は
売
却
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
送
人
は
、
費
用
償
還
請
求
権
を
有
す
る
。
運
送
が
開
始
さ
れ
て
い
た
場
合
、
運
送
人
は
、
果
た
し
た
行
程
に
応
じ
て
、
運
賃

(
p
r
e
N
N
o
)

支

払
請
求
権
を
も
有
す
る
が
、
運
送
の
中
止
が
偶
然
の
出
来
事

(
c
a
s
o
f
o
r
t
u
i
t
o
)

か
ら
生
じ
た
運
送
品
の
全
部
滅
失
に
よ
る
と
き
は
、
こ
の
か
ぎ

り
で
は
な
い
。
」

(
5
)
 
T
o
r
r
e
n
t
e
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
5
1
.
 
た
し
か
に
、
た
と
え
ば
、
債
務
不
履
行
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア
民
法
第
―
ニ
―
八
条
や
債
務
の
消
滅
原
因
に
関
す

る
イ
タ
リ
ア
民
法
第
―
二
五
六
条
な
ど
で
は
、
「
債
務
者
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ

ア
民
法
第
一
六
八
六
条
と
一
致
し
て
い
る
。

ニ
ー
一
ー
ニ

航
行
法
第
四
二
七
条
一
項
前
段
は
、
出
帆
前
の
確
定
的
不
能
の
発
生
に
よ
り
、
「
契
約
は
、
終
了
す
る
」
と
い
う
の
み
で
あ
り
、
契
約

の
解
消
方
法
に
つ
い
て
、
な
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
契
約
は
、
当
然
に

(
d
i
d
i
r
i
t
t
o
)
、
終
了
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

司
法
当
局
の
何
ら
か
に
介
入
が
あ
っ
た
の
ち
、
解
消
さ
れ
る
の
か
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
従
来
の
学
説
は
、
あ
ま
り

多
く
を
論
じ
て
い
な
い
。
出
帆
前
の
確
定
的
不
能
の
発
生
に
よ
り
、
「
契
約
は
、
当
然
に
、
終
了
す
る
」
と
明
言
す
る
も
の
が
あ
る
（
し
か

一
方
、
た
だ
、
「
契
約
は
、
終
了
す
る
」
と
し
か
い
わ
な
い
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。

立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
も
、
か
な
ら
ず
し
も
、
決
定
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
事
故
が
船
舶
の
出
帆
前
に
発

生
し
た
場
合
、
旧
法
典
（
第
五
五
一
条
お
よ
び
第
五
五
二
条
）
に
合
わ
せ
て
、
確
定
的
不
能
の
と
き
に
は
、
契
約
は
、
終
了
す
る
、
と
規

関
法

当
然
終
了

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

三
七
0

（
八
五
八
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

定
し
た
。
」
と
い
う
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

B
o
i

は
、
こ
の
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
か
ら
、
航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
が

「
当
然
終
了
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
論
可
能
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
お
よ
び
第
五
五
二
条
．

に
言
及
し
て
い
る
が
、
同
法
の
も
と
、
当
然
終
了
説
が
多
数
説
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
契
約
終
了
の
た
め
の
特
別
の
要
件
が
課
せ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
が
「
当
然
終
了
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
箪
者
は
、

航
行
法
第
四
二
七
条
一
項
前
段
の
解
釈
と
し
て
、
当
然
終
了
を
否
定
す
る
学
説
を
知
ら
な
い
。
ま
た
、

B
o
i
も
、
そ
の
支
持
者
の
名
前
を

具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
終
了
説
を
支
持
し
う
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

A
n
t
o
n
i
o
 L
e
f
e
b
v
r
e
 D
"
O
v
i
d
i
o
 |
 G
a
b
r
i
e
l
e
 P
e
s
c
a
t
o
r
eー

L
e
o
p
o
l
d
o
Tullio. 
M
a
n
u
a
l
e
 di 
diritto 
della 
n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
e
.
 7
 e
d
・
・
M
i
l
a
n
o
 1
9
9
1
.
 

p
a
g
.
6
1
0
;
 Brunetti. 0
 p. 
cit.. 
p
a
g
.
2
2
1
.
 

(
2
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
.
 0
 p. 
cit., 
loco cit. 

(
3
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
loco cit. 

(
4
)

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
も
、
「
契
約
は
、
解
消
さ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
簡
略
な
表
現
を
し
て
い
た
。
当
時
、
当
然
終
了
を
認
め
ず
、

司
法
当
局
の
事
前
の
介
入
を
必
要
と
す
る
説
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
条
が
問
題
と
し
て
い
る
「
官
憲
の
行
為
」
に
よ
る
不
能
は
、
短
期
間

内
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
同
条
の
適
用
要
件
の
存
否
を
そ
の
都
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
た
よ
う
で
あ
る

(
B
o
i疇

op.
cit., 
p
a
g
.
9
が
引
用
し
て
い
る
G
i
o
r
g
i
o
Berlingieri)
。

ニ
ー
一
ー
三

ー

終
了
の
効
果

出
帆
前
の
確
定
的
不
能
に
よ
り
契
約
が
当
然
終
了
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
、
航
行
法
第
四
二
七
条
二
項
が
規
定
を
お
い
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
規
定
は
、

つ
ぎ
の
ニ
ー
ニ
で
み
る
長
期
的
遅
延
に
よ
る
解
除
の
場
合
に
も
、
適
用
さ
れ
る
。

三
七
一

（
八
五
九
）



て
、
荷
送
人
に
指
示
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ら
な
い

か
ら
、
損
害
賠
償
は
、
な
さ
れ
な
い

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

三
七
二

第
二
項
は
、
船
積
後
に
終
了
し
た
場
合
の
荷
送
人
の
陸
揚
費
用
負
担
義
務
に
つ
い
て
、
明
示
的
に
、
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
立
法

理
由
第
二
五
五
番
に
よ
る
と
、
そ
の
規
定
は
、
む
し
ろ
、
当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
契
約
終
了
に
伴
い
、
各
自
が
こ
う
む
っ
た
損
害
を
負

担
す
べ
き
、
と
す
る
原
則
に
対
す
る
航
行
法
の
立
法
者
の
妥
協
を
表
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
航
行
法
第
四
二
七
条

一
項
の
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
当
事
者
双
方
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
（
不
可
抗
力
）
に
基
づ
く
契
約
の
履
行
不
能
で
あ
る

に
不
可
抗
力
が
発
生
し
た
場
合
、
荷
送
人
は
、
債
権
者
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
運
送
人
に
対
し
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

（
イ
タ
リ
ア
民
法
第
―
二

0
七
条
一
項
）
。

航
行
法
第
四
二
七
条
一
項
前
段
に
よ
り
契
約
が
当
然
終
了
し
た
場
合
、
当
事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
契
約
上
の
主
た
る
債
務
の
履
行
を
免

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人
は
、
運
送
債
務
を
免
れ
、
荷
送
人
は
、
運
送
賃
支
払
義
務
を
免
れ
る
。
も
し
、
す
で
に
運
送
賃
の
支
払
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
、
運
送
人
は
、
そ
れ
を
荷
送
人
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
当
然
終
了
に
よ
り
、
運
送
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
債
務
か
ら
、
免
れ
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
航
行
法
第
四
二
七
条
以
下
の
規

定
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
規
定
を
、
全
面
的
に
、
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
、

運
送
人
は
、
不
可
抗
力
に
よ
り
確
定
的
不
能
が
生
じ
た
場
合
、
す
で
に
運
送
品
を
受
け
取
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
保
管
の
手
配
を
し
、
そ
し

荷
送
人
に
対
す
る
指
示
請
求
不
能
ま
た
は
受
け
取
っ
た
指
示
の
実
行
不
能
の
場
合
に
お
け
る
、
供
託
・
競
売
お
よ
び
そ
の
通
知
義
務
で
あ

る。

関
法

（
イ
タ
リ
ア
民
法
第
―
ニ
―
八
条
一
項
）
。
た
だ
し
、
船
積
の
た
め
の
碇
泊
期
間
を
徒
過
し
た
の
ち

（
同
条
一
項
）
。
さ
ら
に
、
同
条
二
項
の
適
用
も
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

八
六

0
)



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

段
）
に
よ
り
、
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
期
的
遅
延
は
、

ニ
ー
ニ

不
可
抗
力
に
よ
る
船
舶
の
出
帆
の
著
し
い
遅
延
（
長
期
的
遅
延
）

で
も
あ
る
。

長
期
的
遅
延
（
不
能
）

ニ
ー
ニ
ー
一

長
期
的
遅
延
の
意
義

長
期
的
遅
延
は
、
確
定
的
不
能
と
は
異
な
り
、
理
論
的
に
は
、
む
し
ろ
、

三
七
三

（
八
六
一
）

一
時
的
遅
延
の
下
位
類
型
に
あ
た
る
。
航
行
法
第
四
二
七
条

(
1
)

当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
契
約
終
了
に
伴
い
、
各
自
が
こ
う
む
っ
た
損
害
を
負
担
す
べ
き
旨
は
、
航
行
法
第
四
二
七
条
二
項
に
、
少
な
く
と
も
、

明
示
的
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
条
が
そ
の
旨
を
含
む
こ
と
は
、
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
の
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
説
の

確
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、

B
r
u
n
e
t
t
i
,
0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit.) 

(
2
)
 
Boi. 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
4
.
 

(
3
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
 
111. 荷
送
人
は
、
船
積
の
遅
滞
が
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
同
様
に
、
不
可
抗
力
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
立

証
で
き
れ
ば
、
損
害
賠
償
の
責
を
免
れ
う
る
。

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
に
よ
る
と
、
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
に
お
い
て
、
当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
契
約
終
了
に
伴
い
、
各
自
が
こ
う
む
っ

た
損
害
を
負
担
す
べ
き
、
と
す
る
原
則
に
対
す
る
航
行
法
の
立
法
者
の
妥
協
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
荷
送
人
に
よ
り
運
送
品
の
陸
揚
費

用
が
負
担
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
ほ
か
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
に
規
定
の
権
利
・
義
務
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
義
務
の
不
履
行
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
権
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
意
味
す
る
、
と
い
う
。

は
、
確
定
的
不
能
の
場
合
と
同
様
、
航
行
法
第
四
二
七
条
一
項
（
後

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
以
下
に
お
い
て
は
、
規
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
長
期
的
遅
延
と
確
定
的
不
能
を
同
一
の
条
文
に
よ
り
規
定
す
る
方
法
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
採
用
す
る
と
こ
ろ



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

三
七
四

一
項
後
段
は
、
長
期
的
遅
延
の
定
義
づ
け
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
作
業
は
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
航
行
法
が
歴
日
幾
日
を

こ
え
れ
ば
長
期
的
遅
延
と
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
基
準
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
賢
明
で
あ
る
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
船
舶
が
出
帆
の
準
備
に
要
す
る
期
間
は
、
各
契
約
の
具
体
的
事
情
に
よ
り
、
大
い
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
長
期
的
遅
延
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
に
い
う
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
遅
延
の
終
了
後
、
運
送
の
給
付
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
、
運
送
債
権
者
（
荷
送
人
・
荷
受
人
）
に
と
り
、
待
つ
に
足

り
る
だ
け
の
有
用
性
を
欠
く
よ
う
な
場
合
、
そ
し
て
、
引
き
受
け
ら
れ
た
運
送
の
性
質
を
考
慮
に
入
れ
て
、
運
送
人
の
運
送
の
た
め
の
組

織
が
合
理
的
に
拘
束
さ
れ
う
る
期
間
を
こ
え
て
、
遅
延
が
な
が
び
く
場
合
、
長
期
的
遅
延
に
な
る
、
と
す
る
の
が
一
般
的
傾
向
の
よ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
期
的
遅
延
に
あ
た
る
か
否
か
の
判
断
に
は
、
単
に
、
遅
延
期
間
の
長
さ
だ
け
で
な
く
、
契
約
実
行
に
対
す
る
契
約

(
2
ー(
3
)

当
事
者
の
利
益
の
評
価
も
関
連
し
て
く
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

M
a
r
i
o
 Iannuzzi• 

D
e
l
 t
r
a
s
p
o
r
t
o
,
 
2
 e
d
 ,
 
,
 in 

C
o
m
m
e
n
t
a
r
i
o
 del c
o
d
i
c
e
 civile, 
a
 c
u
r
a
 di 
A
n
t
o
n
i
o
 Scialoja e
 G
i
u
s
e
p
p
e
 B
r
a
n
c
a
,
 B
o
l
o
g
 ,
 

n
a
 ,
 
R
o
m
a
,
 1
9
7
0
,
 p
a
g
.
1
4
5
 e
 seg. 

(
2
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
2

は
、
契
約
実
行
に
関
す
る
債
権
者
の
利
益
の
評
価
も
基
準
に
な
る
旨
を
主
張
す
る
が
、
本
文
で
み
た
長
期
的
遅
延
に
関

す
る
I
a
n
n
u
z
z
i

の
主
張
を
受
け
入
れ
る
か
ぎ
り

(Boi
も
同
様
の
分
析
を
な
し
て
い
る
）
、
債
務
者
た
る
運
送
人
の
利
益
の
評
価
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)

破
棄
院
一
九
五
三
年
六
月
一
七
日
判
決
・
一
七
九
四
番

(
L
e
f
e
b
v
r
e
D
'
O
v
i
d
i
o
 ,
 
P
e
s
c
a
t
o
r
e
 ,
 
Tullio, op. cit., 
loco cit. 
e
 seg., 
n
o
t
a
 9
1
)

は、

船
舶
の
出
帆
前
の
船
長
の
死
亡
を
、
確
定
的
不
能
で
は
な
く
、
長
期
的
遅
延
に
あ
た
る
、
と
し
た
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

関
法

八
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

め
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

八
六

一
方
、
荷
送
人
は
、
自
ら
が

ニ
ー
ニ
ー
ニ

解
除
権
の
発
生

航
行
法
四
二
七
条
一
項
後
段
は
、
船
舶
の
出
帆
の
長
期
的
遅
延
が
発
生
し
た
場
合
、
「
契
約
は
、
解
除
さ
れ
う
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
段
が
船
舶
の
出
帆
の
確
定
的
不
能
を
契
約
の
当
然
終
了
事
由
と
し
て
い
る
の
と
異
な
り
、
後
段
は
、
長
期
的
遅
延
を
、
解

除
権
の
発
生
原
因
と
し
て
い
る
。
航
行
法
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
か
ら
明
き
ら
か
な
よ
う
に
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
形
式
的
に
は
確

定
的
不
能
を
構
成
し
な
い
け
れ
ど
も
、

ま
ず
、
問
題
と
な
る
の
は
、
当
事
者
双
方
に
解
除
権
が
認
め
ら
れ
う
る
か
で
あ
る
。
後
段
の
形
式
か
ら
す
れ
ば
、
疑
い
も
な
く
、
肯
定

的
な
回
答
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
「
当
事
者
の
一
方
の
請
求
に
よ
り
、
契
約
は
、
解
除
さ
れ
う
る
」
と
か
、
「
当
事
者
双
方

は
、
契
約
解
除
権
を
有
す
る
」
と
明
言
す
る
立
場
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
の
理
由
を
示
さ
ず
、
「
契
約
解
除
は
荷
送
人

の
権
限
に
属
す
る
」
と
す
る
有
力
説
が
存
在
し
て
い
る
。

航
行
法
第
四
二
七
条
（
以
下
）

い
わ
ゆ
る
長
期
的
遅
延
に
な
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
場
合
に
つ
き
、
契
約
の
解
除
可
能
性
、
と
い
う
新

の
規
定
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
を
全
面
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
者
の
規
定
が

海
上
物
品
運
送
に
も
適
用
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
長
期
的
遅
延
が
発
生
し
た
場
合
、
運
送
人
は
、
「
直
ち
に
、
荷
送
人
に
指
示
を
求

（
同
条
一
項
）
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人
は
、
「
直
ち
に
」
契
約
を
解
除
し
え
な
い
。

そ
れ
を
欲
す
れ
ば
、
「
直
ち
に
」
契
約
を
解
除
し
う
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
後
者
の
説
の
い
う
よ
う
に
、
契
約
解
除
は
荷
送
人
の

権
限
に
属
す
る
、
と
い
い
う
る
。
し
か
し
、
同
条
二
項
に
よ
る
と
、
運
送
人
が
荷
送
人
に
指
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
荷
送

人
が
運
送
人
に
対
し
て
な
し
た
指
示
が
実
行
不
能
の
場
合
、
運
送
人
は
、
運
送
品
の
供
託
・
売
却
権
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
運
送
の
継
続

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人
は
、
長
期
的
遅
延
が
発
生
し
た
場
合
、
「
直
ち
に
」
契
約
を
解
除
し
え
な
い
に
し

三
七
五

し
い
中
間
的
な
解
決
方
法
を
、
創
設
し
た
の
で
あ
る
。



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

一
般
論
と
し
て
い
う
と
、
解
除

て
も
、
条
件
（
指
示
請
求
の
不
能
ま
た
は
受
け
取
っ
た
指
示
の
実
行
不
能
）
次
第
で
、
契
約
を
解
除
し
う
る
。
航
行
法
第
四
二
七
条
一
項

後
段
の
「
契
約
は
、
解
除
さ
れ
う
る
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
と
し
て
、
「
契
約
解
除
は
荷
送
人
の
権
限
に
属
す
る
」
と
い
う
説
明
が
、
「
荷

送
人
に
の
み
解
除
権
を
与
え
、
運
送
人
に
は
認
め
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
同
意
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
後
段
の
長
期
的
遅
延
が
発
生
し
た
場
合
、
解
除
権
の
行
使
は
、
司
法
当
局
の
判
断
に
服
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
当
事
者
に
よ
り
、
独
自
に
、
行
使
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

B
o
i

は
、
解
除
権
の
行
使
は
司
法
当

局
の
判
断
に
服
す
べ
き
、
と
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
解
除
権
は
、
遅
延
の
継
続
期
間
の
評
価
に
か
か
る
が
、
そ
の
評
価

を
当
事
者
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
疑
問
で
あ
り
、
客
観
性
を
理
由
と
す
る
か
ぎ
り
、
司
法
当
局
の
判
断
に
委
ね
た
方
が
望
ま
し
い
、

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
対
す
る
反
論
は
、
ま
だ
、
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

権
の
行
使
に
な
に
も
条
件
を
付
し
て
い
な
い
後
段
の
規
定
を
、
素
直
に
読
め
ば
、
解
除
権
の
行
使
は
司
法
当
局
の
判
断
に
服
す
べ
き
、
と

い
う
結
論
に
た
ど
り
着
き
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
1
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
1
0
.
 

(
2
)
 
B
r
u
n
e
t
t
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
2
1
.
 

(
3
)
 
L
e
f
e
b
v
r
e
 D
'
O
v
i
d
i
o
-
P
e
s
c
a
t
o
r
eー

T
u
l
l
i
o
,
o
p
.
 cit.. 
p
a
g
.
6
1
0
.
 

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
こ
の
説
は
、
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
一
条
に
つ
き
当
然
終
了
を
否
定
し
て
い
た
論
者
が
現
存
す
れ
ば
、
そ
の
支
持
を

え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

(
5
)

航
行
法
の
立
法
者
が
、
確
定
的
不
能
の
場
合
と
長
期
的
遅
延
の
場
合
を
分
け
て
規
定
し
、
そ
し
て
、
「
長
期
的
遅
延
に
な
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
場

合
に
つ
き
、
契
約
の
解
除
可
能
性
、
と
い
う
新
し
い
中
間
的
な
解
決
法
」
を
創
設
し
た
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、

解
除
権
の
行
使
を
司
法
当
局
の
判
断
に
か
か
ら
せ
る
べ
き
、
と
す
る
主
張
の
論
拠
と
な
す

(Boi,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
3
)

の
は
、
い
さ
さ
か
、
論
理

関
法

一
七
六

八
六
四
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

ニ
ー
三

一
時
的
不
能

八
六
五

出
帆
前
の
一
時
的
不
能
は
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
と
同
じ
く
、
航
行
法
第
四
二
八
条
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
規
定

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
に
比
べ
、
格
段
の
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い

る
が
、

B
o
i

に
よ
る
と
、
た
と
え
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
補
充
を
う
け
る
と
し
て
も
、
余
す
と
こ
ろ
の
な
い
満
足
の
ゆ
く
規

定
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（

l
)

―
|
一
の
注

(
2
)
に
あ
り
。

(
2
)

「
船
舶
の
出
帆
ま
た
は
航
海
の
継
続
が
、
一
時
的
に
、
偶
然
の
事
故

(
c
a
s
o
fortuito)

ま
た
は
不
可
抗
力

(forza
m
a
g
g
i
o
r
e
)

に
よ
り
、
妨

げ
ら
れ
た
場
合
、
契
約
は
、
存
続
し
、
そ
し
て
、
運
送
賃
の
増
額
は
な
さ
れ
ず
、
遅
延
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
も
な
さ
れ
な
い
。

荷
送
人
は
、
一
時
的
障
害
が
続
い
て
い
る
あ
い
だ
、
運
送
品
を
再
船
積
す
る
ま
た
は
船
長
に
補
償
す
る
義
務
を
負
担
し
て
、
自
己
の
費
用
で
運

送
品
を
陸
揚
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
み
ぎ
の
義
務
の
履
行
の
た
め
の
担
保
を
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
3
)
 
Brunetti, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
2
0
.
 

(
4
)
 
Boi, op. cit., 
p
a
g
.
9
2
.
 

ニ
ー
三
ー
一

航
行
法
第
四
二
八
条
の
適
用
範
囲

航
行
法
第
四
二
八
条
一
項
は
、
船
舶
の
出
帆
の
一
時
的
不
能
の
発
生
原
因
と
し
て
、
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
を

あ
げ
て
い
る
。
航
行
法
第
四
二
七
条
、
第
四
二
九
条
お
よ
び
第
四
一
―

1
0条
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
運
送
契
約
の
不
能
の
発
生
原
因
と
し
て
、
不

は、

B
r
u
n
e
t
t
i

に
よ
る
と
、

の
飛
躍
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

三
七
七



な
わ
ち
、
航
行
法
の
立
法
者
が
、
な
ぜ
、

条
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
航
行
法
第
四
二
八
条
は
、
二
重
の
意
味
で
の
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

規
定
に
お
い
て
は
、
「
偶
然
の
事
故
」
と
「
不
可
抗
力
」
と
の
概
念
上
の
異
同
を
問
う
、
と
い
っ
た
、
労
多
く
し
て
、
ほ
と
ん
ど
実
益
の

伴
わ
な
い
議
論
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
が
広
い
意
味
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、
「
偶
然
の
事
故
」
と
「
不
可
抗
力
」
の
双
方
を
含
む
、
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
航
行
法
第
四
二
八
条
に
お
い
て
は
、

八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
に
お
い
て
は
不
可
避
で
あ
っ
た
議
論
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
航
行
法
の
立
法

者
が
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
を
採
用
し
た
の
は
、
正
し
い
選
択
、
と
い
い
う
る
。

つ
ぎ
に
、
航
行
法
第
四
二
八
条
は
、
第
四
二
七
条
、
第
四
二
九
条
お
よ
び
第
四
三

0
条
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
批
判
か
ら
免
れ
う
る
。
す

一
般
法
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
に
合
わ
せ
な

か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
な
ぜ
、
航
行
法
の
立
法
者
が
不
可
抗
力
な
る
用
語
を
選
択
し
た
の
か
、
理
解
し
え
な
い
、
と
い
っ
た
批
判
か

ら
免
れ
う
る
。

航
行
法
第
四
二
八
条
が
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
四
二
七
条
、
第
四
二

九
条
お
よ
び
第
四
一
―

1
0
条
と
の
統
一
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
批
判
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
批
判
は
、

と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
は
、

い
る
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
第
四
二
八
条
は
、

関
法

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

可
抗
力
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
第
四
二
八
条
の
特
異
さ
が
際
立
っ
て
み
え
る
。

三
七
八

一
八

し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
（
二

I
-
|
-
）
、
現
行
の
イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
な
か
に
は
、
不
可
抗
力
な
る
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
、

使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
法
一
六
八
六
条
に
お
い
て
は
、
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
、
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
の
束
縛
か
ら
解
き
離
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六

一
時
的
不
能
を
偶
然
の
事
故
ま
た
は
不
可
抗
力
に
か
か
ら
せ
て
い
た
。
こ
の

八
六
六
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

む
し
ろ
、
的
外
れ
で
あ
り
、
第
四
二
七
条
な
ど
が
「
不
可
抗
力
」
で
は
な
く
「
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
」
を
採
用

な
お
、
第
四
二
八
条
の
規
律
対
象
と
す
る
一
時
的
不
能
は
、
本
来
的
意
味
に
お
け
る
一
時
的
不
能
か
ら
、
ニ
ー
ニ
に
お
い
て
み
た
長
期

的
遅
延
を
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
四
二
七
条
と
対
比
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
、
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
い
う
一
時

的
不
能
は
、
長
期
的
遅
延
と
異
な
り
、
そ
の
本
質
を
変
え
て
し
ま
う
程
度
ま
で
決
定
的
に
契
約
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

T
o
r
r
e
n
t
e
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. IT[~ 

日
・

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
2
3
.
 

ニ
ー
三
ー
ニ

契
約
の
存
続

航
行
法
第
四
二
八
条
一
項
は
、
出
帆
前
に
一
時
的
不
能
が
発
生
し
て
も
、
「
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
」
と
し
て
い
る
。
出
帆
前
の
一
時

的
不
能
の
発
生
を
契
約
の
終
了
（
当
然
終
了
・
解
除
権
の
発
生
）
原
因
と
し
な
か
っ
た
の
は
、

八
六
七
）

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
一
項
と
変

わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
後
者
の
規
定
は
、
運
送
賃
の
増
額
お
よ
び
遅
延
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
確
認
し
て
い

る
。
航
行
法
第
四
二
八
条
一
項
が
そ
の
旨
の
文
言
を
お
か
な
か
っ
た
の
は
、
契
約
が
有
効
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
契
約
内
容
に
変
化
が
生
じ

る
べ
き
も
な
く
、
運
送
賃
の
増
額
も
、
ま
た
、
減
額
も
あ
り
え
な
い
た
め
、
規
定
す
る
に
及
ば
な
い
、
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

契
約
締
結
時
に
確
定
額
の
運
送
賃
の
合
意
が
あ
る
場
合
、
本
文
に
な
に
も
付
加
す
る
必
要
は
な
い
。
運
送
賃
が
船
舶
の
出
帆
の
日
の
相
場
で
決

定
さ
れ
る
旨
の
合
意
が
あ
る
場
合

(
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit.)
、
若
干
、
説
明
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
は
、
運
送
賃
の
増

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
七
九



減
の
基
準
と
な
る
べ
き
額
が
契
約
締
結
時
に
は
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
運
送
賃
の
増
額
ま
た
は
減
額
の
問
題
は
生
じ
え
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
契

約
当
事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
運
送
賃
相
場
の
変
動
の
危
険
を
承
知
の
う
え
、
出
帆
日
の
相
場
で
運
送
賃
を
決
定
す
る
合
意
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ニー三ー―――

三
八
〇

一
時
的
不
能
の
継
続
中
、
運
送
品
の
陸
揚
権
限
を
認
め
て
い
る
一
方
、
も
し
、
荷
送

人
が
一
度
陸
揚
し
た
運
送
品
を
再
度
船
積
し
な
い
場
合
、
運
送
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
課
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
項
は
、
そ
の

(
1
)

（

2
)
 

場
合
に
荷
送
人
が
運
送
人
に
支
払
う
べ
き
損
害
賠
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
な
に
も
規
定
し
て
い
な
い
。

も
し
、
再
船
積
し
な
い
場
合
を
出
帆
前
の
任
意
解
除
と
類
似
す
る
、
と
考
え
れ
ば
、
第
四
三
二
条
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
同
条
一
項
に
よ
る
と
、
荷
送
人
は
、
運
送
賃
の
半
額
、
荷
役
費
用
（
そ
れ
が
運
送
賃
に
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
）
お
よ
び
停
泊

料
（
あ
れ
ば
）
を
支
払
い
、
契
約
を
解
除
し
う
る
。
そ
し
て
、
同
条
二
項
に
よ
る
と
、
荷
送
人
は
、
運
送
人
が
損
害
を
こ
う
む
ら
な
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
は
、
少
額
の
損
害
し
か
こ
う
む
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
、
第
一
項
に
規
定
の
義
務
を
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
免
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
第
四
三
二
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
船
積
し
な
い
場
合
の
損
害
賠
償
額
は
、
運
送
賃
の
半

額
（
お
よ
び
、
あ
れ
ば
、
停
泊
料
と
の
合
計
額
）
以
下
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

た
し
か
に
、
再
船
積
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
出
帆
前
の
任
意
解
除
に
類
似
し
た
状
況
、
と
い
い
う
る
。
し
か
し
、
、
再
船
積
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
運
送
人
が
こ
う
む
っ
た
損
害
が
運
送
賃
の
半
額
（
お
よ
び
、
あ
れ
ば
、
停
泊
料
と
の
合
計
額
）
を
こ
え
る
場
合
、
そ

の
額
に
荷
送
人
が
支
払
う
べ
き
損
害
賠
償
額
を
限
定
し
て
し
ま
う
こ
こ
と
が
正
し
い
か
、
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
。
航
行
法
の
立
法
者
が
、

荷
送
人
の
負
担
で
あ
り
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
か
ら
排
除
さ
れ
る
）
。

航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
前
段
は
、
荷
送
人
に
、

再
船
積
し
な
い
場
合
の
損
害
賠
償
責
任

関
法
第
四
二
巻
第
三
•
四
号

陸
揚
費
用
は
、
航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
に
よ
る
と
、

八
六
八
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
方
法
に
つ
き
規
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
第
四
三
二
条
に
言
及
し

{
4
)
｛

5
)
 

な
か
っ
た
の
は
、
運
送
人
が
実
際
に
こ
う
む
っ
た
損
害
額
を
基
準
に
し
て
損
害
賠
賠
償
額
を
決
定
す
べ
き
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
か
つ
て
、
詳
し
く
論
じ
た
も
の
は
な
く
、

B
o
i

が
は
じ
め
て
詳
し
く
論
じ
た
ら
し
い

(
D
i
r
r
i
t
t
o
m
a
r
i
t
t
i
m
o
,
.
 1
9
9
1
,
 

p
a
g
.
2
8
8
 e
 s
e
g
g
.
 
に
あ
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
D
.
G
.
に
よ
る
B
o
i

の
著
書
の
紹
介
、
と
り
わ
け
、

p
a
g
.
2
8
9
を
参
照
の
こ
と
）
。
た
し
か
に
、
第
四
二
八
条

が
、
一
時
的
不
能
に
つ
き
、
出
帆
前
の
も
の
と
航
海
中
の
も
の
を
、
分
け
ず
に
、
規
定
し
て
い
る
た
め
か
、
従
来
、
同
条
二
項
に
い
う
損
害
賠
償

額
に
つ
き
、
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
第
二
項
に
い
う
損
害
賠
償
額
に
つ
き
、
出
帆

前
の
も
の
と
航
海
中
の
も
の
を
、
明
確
に
、
分
け
て
論
じ
た
も
の
を
み
か
け
な
い
。

(
2
)

航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
に
基
づ
き
荷
送
人
が
運
送
人
に
支
払
う
べ
き
金
額
の
性
質
に
つ
き
、
議
論
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

L
e
f
e
b
v
r
e
D
'
O
v
i
-

d
i
o
-
P
e
s
c
a
t
o
r
e
-
T
u
l
l
i
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
1
1

は
、
声
t
か
史
積
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
荷
送
人
が
運
送
人
に
支
払
う
べ
き
も
の
は
運
送
賃
で
あ
る
、
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
運
送
人
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
約
定
の
運
送
賃
以
上
に
請
求
し
え
な
い
か
ら
、
航
行
法
第
四
二
八
条
が
、
再
船
積
が
な
さ

れ
な
い
場
合
、
損
害
賠
償
に
つ
き
論
じ
て
い
る
の
は
、
不
正
確
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
規
定
の
文
言
に
し
た
が
い
、
損
害
賠
償

金
、
と
し
て
お
こ
う
。

(
3
)

航
行
法
第
四
一
二
四
条
は
、
運
送
品
の
一
部
し
か
船
積
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
荷
送
人
に
、
原
則
と
し
て
、
運
送
賃
の
全
額
支
払
義
務
を
課
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
を
再
船
積
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
類
推
適
用
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
、
ふ
た
つ
の
規
定
が
予
定
し
て
い
る
状
況
が

異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

(Boi,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
9
4
 e
 seg.) 

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
9
5
.
 

(
5
)

そ
の
他
、
航
行
法
第
四
二
八
条
が
明
示
的
に
規
定
し
て
い
な
い
事
項
で
問
題
と
な
り
そ
う
な
も
の
を
指
摘
し
て
お
く

(Boi,
o
p
.
 cit., 
p
a
g
.
9
6
 

e
 seg. 
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
）
。
ま
ず
、
荷
送
人
は
、
不
能
の
継
続
中
で
あ
れ
ば
、
つ
ね
に
、
陸
揚
権
限
を
行
使
し
う
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
陸
揚
を
欲
す
る
荷
送
人
の
運
送
品
が
、
他
の
荷
送
人
の
運
送
品
の
し
た
に
積
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
他
の
荷
送
人
の
同
意
な
し
に
、
陸
揚
可

能
か
で
あ
る
。
規
定
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
荷
送
人
は
、
費
用
さ
え
負
担
す
れ
ば
、
陸
揚
権
限
を
行
使
し
う
る
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
L
C
L
貨
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
コ
ン
テ
ナ
ー
内
の
他
の
貨
物
の
荷
送
人
の
同
意
を
要
す
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
陸
揚
さ

れ
た
運
送
品
の
保
管
を
だ
れ
が
な
す
べ
き
か
で
あ
る
。
運
送
人
の
責
任
は
、
運
送
品
が
運
送
の
た
め
運
送
人
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
は
じ

三
八
一

八
六
九



ま
っ
て
い
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
陸
揚
さ
れ
た
運
送
品
の
保
管
は
、
運
送
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、

荷
送
人
が
運
送
品
を
自
己
の
倉
庫
の
も
と
に
寄
託
し
た
場
合
な
ど
は
、
運
送
人
は
、
ま
っ
た
く
、
保
管
責
任
を
負
わ
な
い
。
さ
い
ご
に
、
再
船
積

さ
れ
る
運
送
品
は
、
陸
揚
さ
れ
た
運
送
品
と
同
一
の
品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
運
送
品
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
取
替

は
、
認
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
陸
揚
さ
れ
た
運
送
品
に
つ
き
、
す
で
に
、
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
運
送
品
の
取
替
は
、

許
さ
れ
な
い
。
考
え
う
る
例
外
は
、
運
送
品
が
代
替
可
能
で
あ
り
、
再
船
積
の
時
点
で
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
ろ
う
。

海
の
中
止
）
に
つ
い
て
定
め
た
航
行
法
第
四
二
九
条
の
解
釈
に
入
る
ま
え
に
、
そ
の
解
釈
作
業
を
よ
り
実
り
多
い
も
の
と
す
る
た
め
、
そ

の
歴
史
的
譜
系
を
省
察
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

る
国
の
海
商
法
の
歴
史
的
譜
系
に
つ
い
て
省
察
す
る
場
合
、

第
三
部
第
三
編
第
―
一
条
は
、

「
船
長
が
航
海
中
に
船
舶
を
修
繕
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
荷
送
人
は
、
（
修
繕
を
）
待
っ
か
、
ま
た
は
、
全
運
送
賃

を
支
払
を
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
船
舶
が
修
繕
さ
れ
え
な
か
っ
た
と
き
、
船
長
は
、
直
ち
に
、
他
の
船
舶
を
傭
船
す
る
義
務
を

負
う
。
そ
し
て
、
他
の
船
舶
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
、
な
さ
れ
た
航
海
に
応
じ
て
運
送
賃
の
支
払
を
う
け
る
。
」

こ
の
規
定
に
つ
き
、
海
事
勅
令
の
注
釈
者
と
し
て
知
ら
れ
る

V
a
l
i
n
は
、
そ
の
立
法
形
式
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
長
の
他
船
の
傭
船
義

務
を
否
定
し
、
船
長
が
転
送
を
欲
し
た
場
合
に
の
み
、
他
の
船
舶
を
傭
船
し
う
る
、
と
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、

V
a
l
i
n
の
解
釈
が
海
事

勅
令
第
三
部
第
三
編
第
一
―
条
の
解
釈
と
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
か
、
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

田
規
定
の
歴
史
的
譜
系

関
法

海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
も
っ
と
も
議
論
の
多
い
航
海
中
の
不
能
（
航

航
海
中
の
不
能

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

い
わ
ゆ
る
大
陸
法
系
、
と
り
わ
け
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

三
八
二

（
八
七

0
)

フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
強
く
う
け
た
、
と
い
わ

-
l
-

ル
イ
一
四
世
の
海
事
勅
令
に
ま
で
遡
っ
て
お
け
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

さ
ら
に
、

一
八

0
七
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
第
二
九
六
条
は
、
ほ
ぽ
忠
実
に
、
海
事
勅
令
第
一
ー
一
部
第
三
編
第
一
一
条
を
再
現
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
商
法
第
二
九
六
条
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
船
の
修
繕
不
能
の
場
合
に
お
け
る
他
船
の
傭
船
は
、
船
長
の
真
実
・
固
有
の
義
務
、
と
解
す

る
の
が
一
般
的
傾
向
の
よ
う
で
あ
る
。

-5) 

イ
タ
リ
ア
王
国
統
一
以
後
の
立
法
で
あ
る
一
八
六
五
年
商
法
第
四

0
三
条
は
、

に
、
明
確
な
独
自
性
を
表
明
し
て
い
る
、
と
い
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、

な
か
っ
た
場
合
、
運
送
賃
は
、
な
さ
れ
た
航
海
に
応
じ
て
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お

い
て
は
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
は
、
船
長
に
よ
る
他
の
船
舶
の
発
見
の
た
め
の
努
力
と
切
り
離
さ
れ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
船
舶
の
修

繕
不
能
に
よ
り
航
海
が
中
止
さ
れ
た
場
合
、
船
長
が
他
の
船
舶
の
発
見
の
た
め
の
努
力
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
割
合
運
送
賃
の
支

払
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
同
条
三
項
前
段
は
、
長
い
立
法
の
伝
統
に
し
た
が
い
、
「
船
長
は
、
も
し
可
能

で
あ
れ
ば
、
運
送
品
を
目
的
港
ま
で
転
送
す
る
た
め
、
他
船
を
傭
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
船
長
に
、
他
船
の
傭

船
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
同
条
三
項
は
、
あ
く
ま
で
も
、
船
長
の
他
船
の
傭
船
義
務
を
、
独
立
の
も
の
と

し
て
、
規
定
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
形
式
的
に
は
、
第
二
項
の
割
合
運
送
賃
請
求
権
は
、
第
三
項
の
他
船
の
傭
船
義
務
の
履
行
を
成

立
要
件
と
し
て
い
な
い
。

は
、
イ
タ
リ
ア
立
法
者
の
独
自
の
発
想
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

義
務
を
履
行
し
た
場
合
の
「
新
し
い
傭
船
は
、
荷
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
、
と
解
さ
れ
る
。
」
と
い
う
付
加
で
あ
る
。
こ
の
付
加

(8) 

フ
ラ
ン
ス
学
説
の
影
響
の
も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
船
長
が
締
結
し
た
転
送
の
た
め
の
傭
船
契
約
は
、
荷
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
運
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の

そ
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
商
法
の
伝
統
に
影
響
を
う
け
つ
つ
も
、
同
時

一
八
六
五
年
商
法
第
四
0
三
条
二
項
は
、
「
船
舶
が
修
繕
さ
れ
え

一
八
六
五
年
商
法
第
第
四

0
三
条
三
項
後
段
は
、
注
目
す
べ
き
文
言
を
付
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
長
が
他
船
の
傭
船

三八―――

（
八
七
一
）



検
討
す
る
機
会
が
あ
る
。

「
船
長
が
、
航
海
中
に
、
偶
然
の
事
故
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
り
、
船
舶
を
修
繕
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
傭
船
者
は
、

待
っ
か
ま
た
は
全
額
の
傭
船
料

(
n
o
l
o
)

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
が
修
繕
さ
れ
え
な
か
っ
た
場
合
、
傭
船
料
は
、
な
さ
れ
た
航
海
に
応
じ
て
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
送
品
を
目
的
港
に
転
送
す
る
た
め
、
船
長
が
他
の
船
舶
を
傭
船
し
た
場
合
、
新
し
い
傭
船
は
、
荷
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
、

と
解
さ
れ
る
。
」

本
条
と
一
八
六
五
年
商
法
第
四

0
三
条
と
の
も
っ
と
も
大
き
な
差
異
（
少
な
く
と
も
、
形
式
的
な
）
は
、
後
者
の
第
三
項
前
段
に
お
け

る
船
長
の
他
の
船
舶
の
傭
船
義
務
が
、
前
者
で
は
、
（
少
な
く
と
も
、
形
式
的
に
は
）
規
定
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
点
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
l
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto. op. cit., 
p
a
g
.
2
4
 7・ 

(
2
)

便
宜
上
、
三
段
（
三
つ
の
文
）
に
分
け
て
訳
し
た
が
、
原
文
は

5

と
こ
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
段
（
文
）

と
第
二
段
の
あ
い
だ
に
い
が
、
第
二
段
と
第
三
段
の
あ
い
だ
に
ふ
が
あ
る
、
と
す
る
者
と
、
そ
の
逆
に
す
る
者
が
あ
る
。
華
者
に
は
、
い
ず
れ
が

正
し
い
の
か
調
べ
る
術
が
な
い
の
で
、
三
段
に
分
け
て
訳
し
た
。

(
3
)
 
M
.
 R
e
n
e
-
J
o
s
u
e
 
V
a
l
i
n
.
 
N
o
u
v
e
a
u
 C
o
m
m
e
n
t
a
i
r
e
 s
u
r
 
l
'
O
r
d
o
n
n
a
c
e
 
d
e
 la 
M
a
r
i
n
e
 d
u
 m
o
i
s
 d
'
a
o
O
t
 
1
6
8
1
,
 
n
o
u
v
e
l
l
e
 
edition, 
T.I. 
L
a
 

R
o
c
h
e
l
l
e
,
 
1
 76
6
,
 p
.
6
5
2
.
 

(
4
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 
op. 
cit・
」

p
a
g
.
2
4
8
,
n
.
1
1

に
よ
る
と
、

V
a
l
i
n

の
解
釈
は
、
偽
ロ
ー
ド
海
法
、
オ
レ
ロ
ン
海
法
そ
し
て
ウ
ィ
ス
ビ
ー
海
法
の

そ
し
て
、

一
八
六
五
年
商
法
第
四

0
1
―
一
条
は
、

関
法

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

三
八
四

（八七―-）

な
の
か
、
と
い
う
き
わ
め
て
重
大
な
議
論
に
立
法
上
の
解
決
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
意
味
で
、
注
目
に
値
す
る
。

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
（
三
ー
一
ー
四
囚
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

九
一
三
年
草
案
第
二
七
四
条
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
。

(b) 

規
定
と
い
っ
た
、
海
事
勅
令
の
規
定
と
は
異
な
っ
た
形
式
の
立
法
に
、
大
き
く
、
影
響
を
う
け
て
い
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
海
事
勅
令

以
前
の
海
法
に
つ
い
て
立
ち
入
る
こ
と
は
、
適
切
で
は
な
い
。

(
5
)

イ
タ
リ
ア
商
法
の
規
定
に
つ
き
、
歴
史
的
研
究
を
す
る
場
合
、
一
七
八
六
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
船
法
典
、
一
八
四
二
年
の
い
わ
ゆ
る
ア
ル
ベ
ル

ト

(
C
a
r
l
o
A
l
b
e
r
t
o
)

商
法
典
な
ど
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
加
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
に
は
、
そ
の
余
裕
は
な
い
。

(
6
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
4
9
.
 
一
八
六
五
年
商
法
第
四
0
三
条
の
原
文
を
直
接
み
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

C
o
m
e
n
a
l
e
Pinto, 0
 p. 

cit., 
loco cit. 
e
 seg. 
に
よ
っ
た
。

(
7
)

第
三
項
の
傭
船
義
務
を
（
可
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
履
行
し
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
割
合
運
送
賃

は
、
実
際
に
は
、
他
船
の
傭
船
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(8) 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
5
0
,
 n
.
1
5

に
よ
る
と
、
こ
の
点
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
学
説
も
、
当
時
、
不
確
か
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、

当
時
、
近
隣
の
国
の
立
法
に
同
様
の
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、
寡
聞
に
し
て
、
知
ら
な
い
。

商
法
典
改
正
草
案

一
八
八
二
年
商
法
か
ら
航
行
法
へ
の
移
行
は
、
長
い
改
正
作
業
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
改
正
作
業

中
に
公
表
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
草
案
に
お
い
て
、
「
航
海
の
中
止
」
が
い
か
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
航
行
法
の
「
航
海

の
中
止
」
に
関
す
る
規
定
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
う
え
で
、
か
な
ら
ず
し
も
、
無
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
有
益
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

「
船
舶
が
、
出
帆
後
、
偶
然
の
事
故
ま
た
は
不
可
抗
力
に
よ
り
、
停
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
、
ま
た
は
、
修
繕
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
傭
船
者
は
、
遅
延
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
傭
船
料
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
。

船
舶
が
修
繕
さ
れ
え
ず
、
ま
た
は
、
合
理
的
期
間
内
に
航
海
を
継
続
せ
ず
、
そ
し
て
、
傭
船
者
が
、
自
己
の
費
用
で
運
送
品
を
転
送
さ

せ
る
手
配
を
し
た
場
合
、
傭
船
料
は
、
支
払
わ
れ
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
傭
船
者
が
合
意
さ
れ
た
傭
船
料
よ
り
安
い
傭
船
料
で
運
送

品
を
目
的
港
ま
で
転
送
さ
せ
う
る
可
能
性
を
有
し
た
と
き
、
費
用
の
差
額
は
、
船
舶
提
供
者
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
八
五

（八七――-）



過
し
た
行
程
に
応
じ
て
、
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、

一
九
四

0
年
草
案
第
二
五
四
条
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
。

リ
ア
商
法
の
特
徴
あ
る
伝
統
を
守
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

す
る
。
」

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

一
八
六
五
年
商
法
第
四

011
一
条
以
来
の
イ
タ

（
八
七
四
）

運
送
品
が
売
却
さ
れ
荷
受
人
の
利
益
が
あ
る
場
合
、
同
じ
規
定
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
利
益
は
全
傭
船
料
の
範
囲
で
船
舶
提
供
者
に
帰
属

第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
項
前
段
が
、
原
則
と
し
て
、
運
送
人
の
割
合
運
送
賃
請
求
権
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
も
し
、

割
合
運
送
賃
請
求
権
を
否
定
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
間
違
い
で
あ
れ
ば
、
割
合
運
送
賃
の
算
出
方
法
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
距
離
主
義
の

伝
統
を
放
棄
し
て
い
る
）
。
し
か
し
、
同
後
段
は
、
例
外
的
に
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
を
認
め
て
い
る
、
と
い
い
う
る
。
そ
し
て
、
そ
の

割
合
運
送
賃
の
算
出
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
積
荷
主
義
に
基
づ
く
も
の
、
と
い
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
航
海
中
止
後
に
締
結
さ
れ
た
（
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
）
転
送
の
た
め
の
運
送
契
約
の
運
送
賃
が
、
最
初
に
荷
送
人
と
運
送
人
の
あ
い
だ
で
締
結
さ
れ
た
運
送
契
約
の
運
送
賃
よ
り

少
額
で
済
む
場
合
、
後
者
か
ら
前
者
を
控
除
し
た
差
額
が
最
初
の
運
送
人
に
帰
属
す
る
。
逆
に
、
転
送
の
た
め
の
運
送
賃
が
最
初
の
運
送

賃
と
同
額
か
そ
れ
を
こ
え
る
場
合
、
最
初
の
運
送
人
は
、
運
送
賃
を
ま
っ
た
く
取
得
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
一
年
草
案
第
二
七
四
条
は
、

関
法

い
わ
ゆ
る
距
離
主
義
の
伝
統
を
放
棄
す
る
一
方
で
、

一
九
三
一
年
草
案
第
二
七
四
条
に
お
い
て
も
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
は
、
運

送
人
が
他
の
船
舶
を
発
見
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
し
う
る
、
と
い
う
立
法
形
式
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
出
帆
後
、
船
長
が
不
可
抗
力
に
よ
り
修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
荷
送
人
は
、
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
運
送
賃

(nolo・ 
傭
船
料
）
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
。
船
舶
が
修
繕
さ
れ
え
ず
、
ま
た
は
、
長
期
間
を
要
す
る
場
合
、
運
送
賃
は
、
有
効
に
通

船
長
は
、
運
送
品
を
目
的
港
ま
で
移
送
す
る
た
め
、
荷
送
人
の
た
め
に
、
他
の
船
舶
を
傭
船
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

八
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

み
ぎ
に
み
た
よ
う
な
重
大
な
差
異
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

を
認
め
て
い
る
。
割
合
運
送
賃
の
算
出
方
法
は
、

応
じ
て
」
と
い
う
表
現
が
、

草
案
第
二
五
四
条
第
一
項
後
段
は
、

三
八
七

一
九
四

0
年
草
案
第
二
五
四
条
は
、

一
九
四

0
年
草
案
第
二
五
四
条
は
、
現
行
の
航
行
第
四
二
九
条
に
、
相
当
に
、
近
い
形
式
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
、

い
わ
ゆ
る
積
荷
主
義
に
属
す
る
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
が
、

（
八
七
五
）

一
九
四

0
年

一
九
三
一
年
草
案
第
二
七
四
条
と
異
な
り
、
再
び
、
原
則
と
し
て
、
運
送
人
の
割
合
運
送
賃
請
求
権

一
九
三
一
年
草
案
第
二

七
四
条
の
そ
れ
（
最
初
の
運
送
契
約
の
運
送
賃
と
転
送
契
約
の
運
送
賃
の
差
額
に
よ
る
）
と
異
な
り
、
割
合
運
送
賃
の
算
出
方
法
に
つ
い

て
は
、
「
有
効
に
通
過
し
た
行
程
に
応
じ
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
抽
象
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
「
有
効
に
通
過
し
た
行
程
に

い
わ
ゆ
る
距
離
主
義
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
問
は
な
い
。
し
か
し
、
「
有
効
に
通
過

し
た
行
程
に
応
じ
て
」
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
「
最
初
の
運
送
契
約
の
運
送
賃
と
転
送
契
約
の
運
送
賃
の
差
額
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
う

る
も
の
、
と
は
か
ぎ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
一
年
草
案
第
二
七
四
条
と

の
重
要
な
共
通
点
を
も
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
は
、
運
送
人
が
他
の
船
舶
を
発
見
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
し
う
る
、
と
い
う
立
法
形
式
を
守
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

(
1
)

も
し
、
第
二
項
前
段
が
、
原
則
と
し
て
、
運
送
人
の
割
合
運
送
賃
請
求
権
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
運
送
契
約
の
請
負
契
約

と
し
て
の
性
質
に
合
致
す
る
も
の
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う

(
C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
5
7
)
。

(
2
)

第
三
項
も
、
運
送
品
の
売
却
に
よ
り
荷
受
人
に
利
益
が
あ
っ
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
運
送
人
に
運
送
賃
請
求
権
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第

二
項
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
積
荷
主
義
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

「
有
効
に
通
過
し
た
行
程
に
応
じ
て
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
の
解
釈
の
場
で
み
る
こ
と
に
な
る
。

(
4
)
そ
の
他
、
一
九
四
0
年
草
案
第
二
五
四
条
と
一
九
三
一
年
草
案
第
二
七
四
条
と
の
重
要
な
差
異
お
よ
び
共
通
点
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
、
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。



―
―
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|
-

三
ー
一
ー
一

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
適
用
範
囲

三
八
八

航
海
中
に
生
じ
た
確
定
的
な
履
行
不
能
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
よ
り
、
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
項
は
、
ふ

た
つ
の
確
定
的
不
能
の
発
生
原
因
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
、
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

船
舶
の
修
繕
不
能
・
修
繕
の
長
期
化
お
よ
び
他
の
不
可
抗
力
（
に
よ
る
中
止
•
著
し
い
遅
延
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
立

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
（
船
舶
の
修
繕
不
能
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い

た
）
の
そ
れ
よ
り
、
広
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
航
海
の
障
害
ま
た
は
遅
延

に
つ
い
て
の
み
、
明
示
的
に
、
言
及
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
他
の
原
因
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
適
用
範
囲
は
、
か
な
り
広
汎
に
な
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
、
船
舶
の
修
繕
不
能
・
修
繕
の
長
期
化
の
場
合
と
、
船
舶
を
お
そ
っ
た
他
の
不
可
抗
力

（
に
よ
る
中
止
•
著
し
い
遅
延
）
の
場
合
に
、
制
限
し
、
そ
し
て
、
履
行
不
能
が
運
送
品
に
（
の
み
、
ま
た
は
、
に
も
）
関
連
し
た
場
合

す

3
)

は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
が
適
用
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
も
し
、
ニ
ー
了
—
一
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
航
行
法
第
四
二
七
条

{
4
)
 

一
項
に
い
う
「
不
可
抗
力
」
を
、
船
舶
に
も
運
送
品
に
も
生
じ
う
る
、
広
い
意
味
を
有
す
る
、
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
二
項
に
い
う

(
5
)
 

「
（
他
の
）
不
可
抗
力
」
も
、
同
様
、
広
い
意
味
を
有
す
る
、
と
解
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
に
よ
り
、
あ
ら
た
に
、
同
項
の
適
用
範
囲
を
限
定
的
に
解
す
る
学
説
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
学
説
は
、
同
項
の
適
用
範
囲
を
、
（
と
り
わ
け
、
）
陸
上
物
品
運
送
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
と
比
較
し
な
が
ら
、
確

定
し
よ
う
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
の
見
解
よ
り
、
さ
ら
に
限
定
的
に
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
か

法
形
式
か
ら
す
れ
ば
、
同
項
の
適
用
範
囲
は
、

確
定
的
不
能

関
法

八
七
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

「
と
り
わ
け
、

つ
ぎ
の
こ
と
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
適
用
範
囲
は
、
民
法
第
一
六

八
六
条
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
第
四
二
九
条
二
項
の
文
言
に
の
み
依
拠
し
て
い
る
解
釈
者
は
、

す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
不
可
抗
力
か
ら
生
じ
る
航
海
継
続
の
不
能
の
す
べ
て
ケ
ー
ス
に
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
主

張
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
項
は
、
必
要
的
積
替
の
適
用
範
囲
を
、
航
海
中
に
生
じ
た
後
発
的
な
船
舶
の
不
堪
航
に
限
定

と
。
実
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
が
同
条
一
項
と
整
合
し
な
い
の
で
、
ま
っ
た
く
同
意
さ
れ
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
第
二
項
が
い
っ
て
い
る
航
海
の
中
止
ま
た
は
長
期
的
遅
延
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
修
繕
の
必
要
性
に
か
か
る
も
の
だ
け
で
あ

る。」こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
「
航
海
が
他
の
不
可
抗
力
に
よ
り
中
止
さ
れ
も
し
く
は
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
」

と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
船
舶
が
修
繕
の
た
め
立
ち
寄
っ
た
港
で
徴
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
航
海
の
継
続
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
場
合
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
運
送
人
が
不
可
抗
力
に
よ
り
航
海
を
継
続
し
え
な
く
な
っ
て
も
、
船
舶
の
不
堪
航
が
生

(8) 

じ
て
い
な
い
場
合
、
航
行
法
第
一
条
に
よ
り
、
民
法
第
一
六
八
六
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

み
ぎ
に
み
た
限
定
適
用
説
、
と
で
も
い
う
べ
き
き
少
数
説
に
対
し
て
、
通
説
（
拡
大
適
用
説
）

の
側
か
ら
、

B
o
i
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
、

詳
細
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
通
説
の
側
か
ら
の
反
論
も
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
立
法
形
式
に
、
疑
問
の
余
地
が

あ
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
項
が
船
舶
の
修
繕
不
能
・
修
繕
の
長
期
化
と
他
の
不
可
抗
力
に
よ
る
航
海
の
中
止
•
著

し
い
遅
延
を
分
け
て
規
定
し
た
理
由
の
不
明
確
さ
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
同
項
が
「
他
の
不
可
抗
力
に
よ
る
航
海
の
中
止
•
著
し
い

遅
延
」
に
対
し
て
一
般
的
な
言
及
を
す
る
ま
え
に
、
「
船
舶
の
修
繕
不
能
・
修
繕
の
長
期
化
」
と
い
う
典
型
的
な
場
合
に
言
及
し
た
の
は
、

ら
、
少
し
長
く
な
る
が
、
そ
の
結
論
の
部
分
を
直
接
引
用
し
て
み
よ
う
。

三
八
九

（
八
七
七
）

一
般
的
に
、
適
用
を
拡
大
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
、



2 1 

単
な
る
歴
史
的
な
遺
産
に
す
ぎ
ず
、
真
に
必
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
、

三
九
〇

（
八
七
八
）

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
第
四
二
九
条
の
規
定
を
、
運
送
契
約
の
実
行
中
に
生
じ
う
る
運
送
人
と
は
無
縁
の
不
能
の
す
べ
て
に
、
適
用
す
る
た
め
に
は
、
不
可

{10) 

抗
力
の
場
合
、
ま
た
は
、
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
対
す
る
言
及
で
足
り
た
で
あ
ろ
う
。
」

こ
れ
だ
け
で
は
、
限
定
適
用
説
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
「
第
四
二
九
条
の
規
定
を
、
運
送
契
約
の
実
行
中
に
生

じ
う
る
運
送
人
と
は
無
縁
の
不
能
の
す
べ
て
に
、
適
用
す
る
た
め
に
は
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
の
立
論
で
し
か
な
い
、
と
い
う
再
反
論

(11) 

が
な
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
B
o
i
自
身
が
よ
く
心
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
つ
づ
け
て
い
る
。

「
そ
の
よ
う
な
解
釈
（
限
定
適
用
説
・
筆
者
補
足
）
に
対
し
て
は
、
ま
さ
し
く
、
ま
ず
、
そ
の
適
用
を
修
繕
の
場
合
か
ら
不
可
抗
力
に

よ
る
他
の
す
べ
て
の
障
害
に
拡
大
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
を
、
明
確
に
、
画
し
て
い
る
第
四
二
九
条
二
項
の
文
言
自
体
が
反
し
て
い
る
。

第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
説
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
う
ま
く
説
明
し
え
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
偶
然

の
事
故
の
場
合
の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
規
定
を
創
造
し
よ
う
、
と
す
る
立
法
者
の
意
図
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
さ
ら
に
、
立
法
理

由
書
中
に
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
）

の
に
、
な
ぜ
、
船
舶
の
不
堪
航
状
態
に
よ
る
修
繕
の
必
要
の
場
合
だ
け
が
、
航
行
法
中
に
、
明
示

的
規
定
を
発
見
し
、
そ
し
て
、
航
海
中
に
生
じ
た
そ
の
他
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
出
来
事
は
、
明
示
的
規
定
を
発
見
す
べ
き
で

{12) 

は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
。
」

た
し
か
に
B
o
i

の
い
う
よ
う
に
、
限
定
適
用
説
は
、
規
定
の
文
言
に
反
す
る
し
、
さ
ら
に
、
限
定
適
用
が
も
た
ら
す
実
益
を
明
確
に
し

(13) 

え
て
い
な
い
。
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
適
用
範
囲
は
、
通
説
の
い
う
と
お
り
、
広
く
、
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

-
I
一
の
注

(
3
)

に
あ
り
。

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
1
6
.
 
さ
ら
に
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
.
op. 
cit.. 
p
a
g
.
1
2
 2

は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
「
不
可
抗
力
」
の
な
か
に
は
、

関
法
第
四
二
巻
第
三
•
四
号



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

い
わ
ゆ
る
海
の
危
険
の
ほ
か
、
船
舶
衝
突
も
含
ま
れ
う
る
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
衝
突
は
、
船
員
の
過
失
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
う

る
が
、
こ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
航
海
上
の
過
失
の
範
疇
に
入
る
の
で
、
運
送
人
は
、
荷
送
人
に
対
し
て
、
責
を
負
わ
ず
、
当
事
者
間
で
は
、
偶
然

の
事
故
(
f
C

rtuito)

と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

(
3
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
2
3
.
 

(
4
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
1
0
は
、
そ
の
見
解
の
提
唱
者
で
あ
る
。
ま
た
、
前
注

(
2
)
も
参
照
の
こ
と
。

(
5
)
 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
7
,
 n
o
t
a
3
8
は、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
の
見
解
を
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
が
運
送
品
に
関
す
る
不
能
に
つ
い
て
の
み
適
用

さ
れ
る
、
と
す
る
点
に
不
満
を
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
運
送
人
は
、
同
条
に
規
定
の
行
為
（
運
送
品
の
供
託
・
売
却
義
務
）
を
あ
ら
ゆ
る
不
能

と
の
関
連
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
B
o
i
も、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o

の
見
解
の
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
い
う

「
（
他
の
）
不
可
抗
力
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
部
分
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
6
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
4
3
 e
 s
e
g
g
.
 
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
と
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
（
と
り
わ
け
、
第
三
項
）
と

の
ち
が
い
を
、
お
よ
そ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
運
送
の
履
行
不
能
の
危
険
は
、

運
送
人
の
負
担
で
あ
る
（
「
船
長
が
、
荷
送
人
の
た
め
、
他
の
船
舶
に
よ
る
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
を
な
す
た
め
の
最
善
善
を
つ
く
し
た
」

こ
と
を
立
証
で
き
な
け
れ
ば
、
割
合
運
送
賃
は
認
め
ら
れ
な
い
）
が
、
後
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
危
険
は
、
荷
送
人
の
負
担
で
あ
る
（
運
送
が
開

始
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
割
合
運
送
賃
は
、
原
則
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
）
、
と
し
て
い
る
。

I
a
n
n
u
z
z
i
,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
4
5
に
よ
り
、
つ
と
に
、

ふ
た
つ
の
規
定
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
表
面
的
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
源
的
な
差
異
が
存
在
す
る
、
と
評
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
4
5
.
 

(8) 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
.
 o
p
.
 cit., 
p
a
g
.
2
4
6
.
 

(9) 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit.. 
p
a
g
.
6
5
.
 

(10) 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

(11) 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
に
よ
り
、
実
際
に
、
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。

(12) 
Boi, o
p
.
 cit., 
p
a
g
.
6
6
.
 

(13)

た
だ
し
、

B
o
i
,
0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
は
、
つ
づ
け
て
、
自
己
の
説
（
通
説
）
の
正
当
性
を
論
証
す
る
た
め
、
航
行
法
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
が
、

航
行
法
第
四
二
九
条
の
説
明
部
分
に
お
い
て
、
船
舶
の
修
繕
の
ケ
ー
ス
に
対
し
て
特
別
の
言
及
を
す
る
、
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
な
い
こ
と
を

三
九
一

（
八
七
九
）



ち
に
終
了
す
る

あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
の
修
繕
の
ケ
ー
ス
に
対
す
る
特
別
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
が
そ
の
ケ
ー
ス

に
対
す
る
排
他
的
規
定
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

B
C
i

の
し
た
よ
う
な
、
立
法
理
由
書
の
一
節
（
そ
れ
も
、
ご

く
一
部
）
の
引
用
に
よ
り
自
説
の
正
当
性
を
論
証
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
、
引
用
し
た
部
分
が
論
証
に
適
し
て
い
る
か
、
筆
者
に
は
疑
問
に

感
じ
ら
れ
た
。

三

I
-
I二

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
お
よ
び
長
期
的
遅
延
の
発
生
が
運
送
契
約
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
逐
一
、
明
示
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
簡
潔
な
規
定
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
九
二

（
八
八

0
)

ま
ず
、
確
定
的
不
能
お
よ
び
長
期
的
遅
延
の
発
生
が
運
送
契
約
の
消
長
に
影
響
を
及
ぽ
す
か
否
か
、
解
釈
上
、
問
題
と
な
り
う
る
。
す

な
わ
ち
、
第
四
二
七
条
一
項
前
段
に
よ
る
と
、
出
帆
前
の
確
定
的
不
能
は
、
契
約
の
当
然
終
了
を
も
た
ら
し
、
同
項
後
段
に
よ
る
と
、
出

帆
前
の
長
期
的
遅
延
は
、
解
除
権
の
発
生
事
由
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
四
二
九
条
二
項
に
お
い
て
は
、
確
定
的
不
能
と
長
期
的

遅
延
と
の
あ
い
だ
に
、
第
四
二
七
条
一
項
に
お
い
て
み
ら
れ
る
差
異
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

学
説
の
多
く
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
関
心
を
有
し
な
い
の
か
、
確
定
的
不
能
と
長
期
的
遅
延
を
分
け
ず
に
、
双
方
の
場
合
と
も
、
簡
単

に
、
「
契
約
は
終
了
す
る

(si
r
i
s
o
l
v
e
)

」
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
筆
者
が
接
し
た
範
囲
で
は
、
わ
ず
か
に

B
r
u
n
e
t
t
i
が
「
契
約
は
、
直

(
3
)
 

(
s
e
n
z
a
'
a
l
t
r
o
 risotto)

」
と
明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
二
九
条
二
項
に
お
い
て
は
、
第
四
二
七
条
一
項
に
お

い
て
と
は
異
な
り
、
確
定
的
不
能
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
遅
延
の
場
合
も
、
契
約
は
、
当
然
終
了
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
、
確
定
的
不
能
お
よ
び
長
期
的
遅
延
が
、
契
約
の
当
然
終
了
を
も
た
ら
す
、
と
い
っ
て
も
、
そ
の
終
了
は
、
遡
及

効
を
有
し
な
い
。
契
約
の
す
べ
て
に
実
行
さ
れ
た
部
分
は
、
有
効
で
あ
る
。
そ
し
て
、
確
定
的
不
能
ま
た
は
長
期
的
遅
延
の
発
生
以
後
、

関
法

主
た
る
債
務
（
運
送
債
務
）
当
然
消
滅
・
必
要
的
積
替



か
つ
て
、

海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

荷
送
人
の
代
理
人
と
し
て
で
は
な
く
、
運
送
人
の
使
用
人
と
し
て
（
た
だ
し
、
荷
送
人
の
た
め
に
）
な
し
た
も
の
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。

運
送
契
約
に
関
連
し
て
生
じ
る
債
務
の
す
べ
て
を
消
滅
さ
せ
る
、
と
い
う
の
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
運
送
人
は
、
確
定
的
不
能
ま
た
は

長
期
的
遅
延
が
発
生
し
て
も
、
直
ち
に
、
運
送
品
の
保
管
義
務
を
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
運
送
人
は
、
確
定
的
不
能
ま
た
は

長
期
的
遅
延
の
発
生
地
点
か
ら
目
的
港
ま
で
の
運
送
義
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。

確
定
的
不
能
ま
た
は
長
期
的
遅
延
の
発
生
に
よ
り
、
（
最
初
の
船
舶
に
よ
る
）
運
送
が
中
止
さ
れ
て
も
、
そ
こ
で
、
別
の
船
舶
に
運
送

品
を
積
み
替
え
て
、
目
的
港
ま
で
運
送
（
転
送
）

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
イ
タ
リ
ア
法
に
お
い
て
、
必
要
的
積
替

(
t
r
a
s
b
o
r
d
o
 n
e
c
e
s
s
i
t
a
t
o
)
 -'J~1"'r-Q0 

:lll!H~I 

I―
+
～
冬
木
―
―
市
k
i」
卜
{
ス
9

レ

r
濯
g
辛
q
A
i
2
ヽ

Z
J
の

広
q
寧

K89鐸
臼
痣
百
た

d
わ
5
＋
'
ヤ
j

め
}
の
皐
巫
華
h
え
d
つ

v

さ
な
い
か
ぎ
り
、
割
合
運
送
賃
を
請
求
し
え
な
い
。
必
要
的
積
替
の
た
め
に
船
長
が
他
の
船
舶
を
傭
船
し
た
場
合
、
そ
の
船
長
の
行
為
は
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
三
項
は
、
そ
の
旨
を
、
明
示
的
に
規
定
し
て
い
た
。
航
行
法
第
四
二
九
条
に
そ
の
旨
を
表
す
文

言
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
当
然
の
こ
と
、
と
了
解
し
て
、
あ
え
て
、
そ
の
文
言
を
挿
入
し
な
か
っ
た
も
の
、

(S) 

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
必
要
的
積
替
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
三
ー
一
ー
三
に
お
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

risolversi

の
訳
語
が
分
か
れ
う
る
点
に
つ
い
て
は
、

(
1
)

た
と
え
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
2
2
 e
 seg. 
な
お
、

照
の
こ
と
。

(
2
)
 
L
e
f
e
b
v
r
e
 D
'
O
v
i
d
i
o
 ,
 
P
e
s
c
a
t
o
r
e
-
T
u
l
l
i
o
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
な
ど
は
、
契
約
が
終
了
す
る
か
否
か
を
論
じ
な
い
で
、
い
き
な
り
、
割
合
運
送
賃

の
説
明
に
入
っ
て
い
る
。

(
3
)
 
B
r
u
n
e
t
t
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
2
1
.
 

(
4
)

運
送
人
が
運
送
品
の
保
管
義
務
を
免
れ
な
い
、
と
い
う
結
論
自
体
に
つ
い
て
、
異
論
は
な
い
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
運
送
人

と
し
て
の
義
務
な
の
か
、
運
送
取
扱
人
と
し
て
の
義
務
な
の
か
、
議
論
が
分
か
れ
う
る
。

三
九
三

-
I
一
の
注

(
l
)
を
参

（
八
八
一
）



国

責

務

説

(
o
b
b
l
i
g
o
)

で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

(
5
)

か
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
第
二
九
六
条
に
つ
い
て
、
船
長
は
、
必
要
的
積
替
を
、
運
送
人
の
代
理
人
と
し
て
な
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
荷
送
人

の
代
理
人
と
し
て
な
す
の
か
、
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
者
は
、
一
九
六
六
年
ニ
―
月
三
一
日
勅
令
六
六
ー
一
〇
七
八
号

第
四
0
条
に
よ
り
、
必
要
的
積
替
の
主
体
が
運
送
人
で
あ
る
旨
を
定
め
た
。
イ
タ
リ
ア
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
規
定
を
削
除
し
、
他
方
、
フ

ラ
ン
ス
は
、
規
定
を
設
け
た
。
ま
っ
た
＜
逆
の
経
過
を
た
ど
っ
た
こ
と
に
な
る
。

三

I-_-――

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
よ
る
と
、
船
舶
の
修
繕
が
不
能
も
し
く
は
長
期
を
要
す
る
か
、
ま
た
は
、
航
海
が
他
の
不
可
抗
力
に
よ
り

中
止
も
し
く
は
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
、
「
船
長
が
、
荷
送
人
の
た
め
、
他
の
船
舶
に
よ
る
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
を
な
す
た
め
の

最
善
を
つ
く
し
た
か
ぎ
り
」
、
運
送
人
は
、
割
合
運
送
賃
の
請
求
を
な
し
う
る
。
同
項
を
反
対
解
釈
す
れ
ば
、
他
の
船
舶
に
よ
る
転
送
を

な
す
た
め
の
最
善
を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
、
割
合
運
送
賃
は
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
理
論
的
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
問

題
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(
1
)

責
務
が
、
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
利
益
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
あ
る
い
は
前
提
で
あ
り
、
責
務
主
体
が
、
そ
れ
を
行
使
す
れ

ば
、
利
益
を
実
現
で
き
る
が
、
行
使
し
な
け
れ
ば
、
利
益
を
実
現
で
き
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
不
都
合
（
た
と
え
ば
、
損
害

賠
償
責
任
）
を
負
う
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
責
務
か
義
務
か
の
問
題
は
、
実
際
に
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
帯
び
る
こ
と
に

な
る
。
義
務
の
不
履
行
は
、
原
則
と
し
て
、
損
害
賠
償
責
任
を
伴
う
か
ら
で
あ
る
。

従
来
の
通
説
的
見
解
お
よ
び
判
例
は
、
責
務
説
を
支
持
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は、

明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
他
の
船
舶
へ
の
積
替
は
、
法
律
に
よ
り
、
運
送
人
に
よ
る
、

関
法

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

必
要
的
積
替
（
転
送
）

の
法
的
性
質

目
的
港
へ
の
転
送
が
、
運
送
人
の
責
務

(
o
n
e
r
e
)

つ
ぎ
の
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
割
合
運
送
賃
の
請
求
の
た
め
の

に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
義
務

三
九
四

（
八
八
二
）



る
通
説
・
判
例
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
、
掘
下
げ
ら
れ
た
反
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
、

C
o
m
,
 

閲

義

務

説

(
C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o

説）

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

な
す
に
す
ぎ
な
い
。
す
る
と
、

と
く
）

海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

で
も
な
け
れ
ば
、
権
限
（
旧
法
の
ご
と
く
）

条
件

(
c
o
n
d
i
z
i
o
n
e
)

ま
た
は
前
提

(
p
r
e
s
u
p
p
o
s
t
o
)

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
運
送
人
に
と
っ
て
、
義
務
（
フ
ラ
ン
ス
法
の
ご

で
も
な
く
、
責
務
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
破
棄
院
一
九
六
一
年
九
月
一
八
日
判
決
・
二

0
二
九
番
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
•
•
•
他
の
船
舶
に
よ

る
そ
し
て
荷
送
人
の
た
め
の
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
は
、
そ
の
履
行
が
運
送
人
の
割
合
運
送
賃
支
払
請
求
権
を
条
件
づ
け
る
責
務
を

つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

1

す
で
に
、
学
説
に
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
が
・
~
他
の
船
舶

に
よ
る
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
の
不
履
行
は
、
運
送
人
に
と
り
~
距
離
に
応
じ
た
運
送
賃
の
請
求
権
の
喪
失
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
契
約
中
で
推
論
さ
れ
る
給
付
を
阻
害
す
る
後
発
的
な
不
可
抗
力
に
基
づ
く
、
目
的
港
で
の
そ
の
運
送
品
に
不
返
還
に
つ

き
、
運
送
品
の
権
利
者
が
こ
う
む
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
債
務
を
も
、
運
送
人
に
、
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い

-2) 

運
送
人
の
負
担
と
な
る
過
失
の
別
の
要
素
が
存
在
す
る
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
）
。
」

破
棄
院
は
、
こ
の
あ
と
、
ほ
と
ん
ど
間
を
お
か
ず
に
、
同
旨
の
判
決
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
、
破
棄
院
が
態
度
を
改
め

た
様
子
は
、
な
い
よ
う
で
あ
る
。

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
1
7
.
 

R
i
v
i
s
t
a
 d
e
l
 diritto 
della n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
e
,
 
1
9
6
2
,
 Il, 
p
a
g
.
2
7
.
 

破
棄
院
一
九
六
一
年
一

0
月
三
一
日
判
決
・
ニ
五
一
八
番
•

G
i
u
s
t
i
z
i
a
 civile, 
1
9
6
2
.
 I.
 

p
a
g
.
1
3
5
.
 

下
級
審
の
同
旨
の
判
決
・
ト
リ
エ
ス
テ
控
訴
院
一
九
六
三
年
六
月
五
日
判
決
•
Diritto m
a
r
i
t
t
i
m
o
,
 
1
9
6
5
,
 p
a
g
.
1
4
2
.
 

従
来
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
規
定
の
運
送
人
の
な
す
転
送
が
責
務
で
あ
る
、
と
す

三
九
五

（
八
八
三
）

運
送
品
の
管
理
に
つ
き
、



通
説
か
ら
の
反
論
に
会
う
こ
と
に
な
る
。

生
し
た
後
発
的
不
能
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
法
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
四
六
四
条
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も

の
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
方
の
認
識
に
一
致
し
て
い
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、

最
初
に
運
送
に
着
手
し
た
船
舶
（
本
船
）
に
よ
る
運
送
の
継
続
不
能
を
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
四
六
四
条
に
い
う
意
味
で
の
契
約
の
解
除

原
因
と
は
し
な
い
で
、
不
能
発
生
地
点
か
ら
目
的
港
ま
で
の
運
送
債
務
を
免
除
す
る
か
わ
り
に
、
目
的
港
ま
で
の
転
送
に
関
す
る
運
送
取

扱
債
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
大
方
の
認
識
に
一
致
し
て
い
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
転
送
に
関
す
る
運
送
取
扱
は
、
運
送
契
約
の
付
属
的
な
給
付
で
は
な
く
、
箇
品
運
送
に
お
い
て
船
積
前
に
な
さ
れ
る
運
送
品

の
保
管
の
よ
う
な
も
の
と
は
異
な
る
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
積
前
の
運
送
品
の
保
管
の
c
a
u
s
a

(
カ
ウ
ザ
・
原
因
）

で
は
な
く
、
運
送
で
あ
る
が
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
み
ら
れ
る
運
送
人
が
な
す
転
送
の
た
め
の
手
配
行
為
の
c
a
u
s
a
は
、
運
送
取

扱
で
あ
り
、
運
送
で
は
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
最
初
の
出
発
点
に
つ
い
て
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
（
三
I
-
|
-
―
―
団
の

1
)
、

固
の

1 関
法

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

（
八
八
四
）

e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
に
よ
り
、
そ
れ
を
義
務
、
と
す
る
見
解
が
呈
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
見
解
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
(
-
―
-
|
-
|
-
）
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
適
用
範
囲
を
限
定
的
に
解
し
、
不
可
抗
力
に
よ

る
船
舶
の
修
繕
不
能
・
長
期
化
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
、
と
し
て
い
る
。
転
送
が
義
務
か
責
務
か
、
と
い
う
議
論
に
、
第
四
二
九
条
二

項
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
考
え
が
影
響
を
及
ぽ
す
か
否
か
、
筆
者
に
は
、
に
わ
か
に
は
、
判
断
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、

C
o
m
e
n
a
l
e
Pinto
自
身

が
そ
の
影
響
の
有
無
を
意
識
せ
ず
議
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
主
張
を
通
説
・
判
例
に
対
す
る
反
論
と
し
て
も
、
さ
し
つ

か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

運
送
取
扱
の
独
立
性

ま
ず
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
は
、
同
項
に
規
定
の
ケ
ー
ス
は
債
務
者
が
履
行
を
開
始
し
た
の
ち
に
発

一
九
六

は
、
寄
託



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

運
送
人
の
な
す
べ
き
給
付
（
運
送
給
付
）
が
、
さ
ら
に
は
、
請
負
人
の
な
す
べ
き
給
付
（
請

{l) 

負
給
付
）
が
、
可
分
か
不
可
分
か
は
、
大
い
に
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
航
行
法
の
分
野
に
お
い
て
は
、
運
送

給
付
の
可
分
性

(
d
i
v
i
s
i
b
i
l
i
t
a
)

は
、
立
法
者
に
よ
り
、
肯
定
さ
れ
る
こ
と
、
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
航
行
法

立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
よ
り
、
運
送
給
付
の
可
分
性
を
承
認
し
た
う
え
で
、
運
送

の
中
止
が
不
可
抗
力
に
よ
る
場
合
、
そ
の
一
部
給
付
（
途
中
ま
で
の
運
送
）
が
荷
送
人
に
と
り
有
益
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
報
酬

の
一
部
請
求
を
認
め
て
い
る
。

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o

は
、
運
送
給
付
の
可
分
性
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
ち
、
興
味
深
い
論
証
を
展
開
し
て
い

閲
の

2

(
1
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
3
 e
 s
e
g
g
.
 -i:fJ
お
、
イ
‘
タ
リ
ア

itに
お
い
て
は
（
も
）
、
運
送
途
中
に
お
け
る
運
送
品
の
他
の
船
舶
へ
の
積

替
は
、
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
（
お
そ
ら
く
、
す
べ
て
の
船
荷
証
券
に
記
載
の
運
送
約
款
が
、
そ
の
積
替
の
自
由
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
）
、

認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
F
r
a
n
c
e
s
c
o
B
e
r
l
i
n
g
i
e
r
i
,
 II 
t
r
a
s
p
o
r
t
o
 m
a
r
i
t
t
i
m
o
,
 G
e
n
o
v
a
 1
9
7
5
,
 p
a
g
.
1
7
)
。
航
行
法
第
四

五
一
条
は
、
代
船
の
自
由
を
認
め
て
い
る
が
、
一
般
に
は
、
出
帆
前
に
か
ぎ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
運
送
し
て
い

た
船
舶
が
確
定
的
に
堪
航
能
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
、
航
海
中
の
積
替
の
自
由
を
認
め
る
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
履
行
不
能
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。

(
2
)
 
T
o
r
r
e
n
t
e
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
4
8
;
 B
 Ci
.
0
 p. 
ciL., 
p
a
g
.
6
5
,
 n
o
t
a
3
4
.
 た
だ
し
、

I
a
n
n
u
z
z
i
,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
4
4

は
、
陸
上
運
送
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア

民
法
第
一
六
八
六
条
に
規
定
の
ケ
ー
ス
は
、
同
法
第
一
四
六
四
条
の
適
用
範
囲
外
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
四
六
四
条
は
、
給
付
が
可

分
性
を
有
す
る
場
合
の
規
定
で
あ
る
が
、
運
送
契
約
の
目
的
で
あ
る
給
付
は
、
運
送
品
の
目
的
地
に
お
け
る
返
還
、
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
分
割

不
能
の
性
質
を
有
す
る
、
と
の
考
え
に
よ
る
。

(
3
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
5
.
 

(
4
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
彼
の
意
見
を
補
足
す
る
と
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
み
ら
れ
る
運
送
取
扱
は
、
契
約
の
c
a
u
s
a

の

観
点
か
ら
す
る
と
、
船
積
前
の
運
送
品
の
保
管
が
運
送
に
吸
収
さ
れ
る
の
と
は
異
な
り
、
運
送
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

義
務
と
し
て
の
運
送
取
扱

三
九
七

（
八
八
五
）



品
運
送
の
給
付
は
可
分
の
も
の
、
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
、

一
般
原
則
に
よ
る
と
、
完
全
正
確
な
履
行
に
先
立
つ
一
部
給

イ
タ
リ
ア
民
法
は
、

一
部
履

彼
は
、
ま
ず
、
「
運
送
の
一
部
給
付
が
、
目
的
港
へ
の
転
送
の
手
配
の
企
て
と
は
無
関
係
に
、
荷
送
人
に
と
っ
て
、
有
益
で
あ
り
う
る

こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
運
送
給
付
の
可
分
性
を
肯
定
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
に
し
て

も
、
運
送
品
が
途
中
ま
で
到
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
荷
送
人
に
、
事
実
上
（
経
済
的
に
）
、
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
ま
で
、

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
利
益
が
、
運
送
中
止
の
の
ち
、
運
送
人
に
よ
り
目
的
港
へ
の
転
送
の
手
配
が
な

さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
存
在
し
う
る
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
。
作
業
が
（
不
可
抗
力
に
よ
り
）
が
途
中
で
中
止
さ
れ
た
場
合
、

一
般
的
に
い
う
と
（
た
と
え
ば
、
同
法
第
一
四
六
四
条
、
第
一
六
七
二
条
お
よ
び
第
ニ
ニ
ニ
八
条
な
ど
）
、

行
さ
れ
た
部
分
が
債
権
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
か
ぎ
り
、
債
務
者
に
報
酬
の
一
部
請
求
権
を
容
認
す
る
傾
向
に
あ
る
、
と
い
い
う
る
。

そ
こ
で
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
は、

た
、
と
し
て
も
、
あ
る
特
定
の
行
為
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
た
と
え
ば
、
積
替
を
し
な
か
っ
た
た
め
、

と
は
、
実
際
に
は
、
そ
の
不
作
為
に
対
す
る
制
裁
を
意
味
す
る
。
」
換
言
す
る
と
、
あ
る
行
為
の
不
作
為
が
制
裁
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

た
と
え
、
別
の
す
で
に
な
し
た
給
付
に
関
す
る
報
酬
請
求
権
の
喪
失
、
と
い
う
か
た
ち
で
の
制
裁
（
だ
け
）
に
よ
る
に
し
て
も
、
そ
の
行

為
の
性
質
は
、
単
な
る
責
務
で
は
な
く
、
義
務
と
い
う
べ
き
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
あ
て
は
め
て
、

港
へ
の
転
送
の
た
め
の
手
配
を
し
な
け
れ
ば
、
通
過
し
た
行
程
に
関
す
る
報
酬
を
否
定
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
海
上
物

付
は
、
債
権
者
に
と
り
有
益
で
あ
る
か
ぎ
り
、
割
合
的
に
、
報
酬
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
運
送
品
の
目
的
港
へ
の

る。

関
法

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

三
九
八

つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
た
と
え
、
相
手
方
に
と
っ
て
有
益
性

(utilita)

が
存
在
し

一
部
給
付
の
報
酬
を
否
定
す
る
こ

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
、
す
な
わ
ち
、
「
航
行
法
第
四
二
九
条
は
、
運
送
人
が
目
的

八
八
六
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

固
の

3

そ
し
て
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
は
、
転
送
義
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
の
定
額
賠
償

(
r
i
s
a
r
c
i
m
e
n
t
o
f
o
r
f
e
t
t
a
r
i
o
)
 

炉
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
1
)

陸
上
運
送
に
つ
き
、

I
a
n
n
u
z
z
i

が
運
送
給
付
の
可
分
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
①
の
1
の
注

(
2
)

で
み
た
。
請
負
給
付
の
可
分
性
に
つ
い
て

は
、
従
来
、
一
般
に
は
、
否
定
的
に
解
さ
れ
て
き
た
が
、
肯
定
す
る
有
力
説
も
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(
C
o
m
e
n
a
l
e
Pinto, 0
 p. 
cit., 

p
a
g
.
2
6
7
,
 n
o
t
a
 5
1

)

。

(
2
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
6
 e
 seg. 

(
3
)

イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
は
、
一
部
履
行
さ
れ
た
部
分
が
債
権
者
（
荷
送
人
）
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

履
打
が
な
さ
れ
た
か
ぎ
り
、
報
酬
の
一
部
請
求
権
を
容
認
す
る
。

(
4
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
7
 e
 seg. 

(
5
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
8
.
 

(
6
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
9
,
 n
o
t
a
 5
3
.
 

(
7
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
8
.
 

運
送
取
扱
義
務
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
が
、
不
可
抗
力
に
よ
る
航
海
の
継
続
不
能
の
発
生
に
際

し
て
、
運
送
人
に
、
真
に
し
て
固
有
の
義
務

(
v
e
r
o
e
 p
r
o
p
r
i
o
 o
b
b
l
i
g
o
)

を
課
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら

三
九
九

（
八
八
七
）

＂ 
一立＂

転
送
の
義
務
と
し
て
の
性
質
を
結
論
づ
け
う
る
、
と
思
わ
れ
る
。
」
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
「
一
部
履
行
の
一
般
原
則
に
よ
る
と
、
運
送
人

は
、
す
で
に
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
を
取
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
は
運
送
継
続
の
不
履
行
の
結
果
で
あ
る
、

と
い
っ
た
ほ
う
が
、
割
合
運
送
賃
の
取
得
は
他
の
手
段
に
よ
る
運
送
の
継
続
の
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
よ
り
、
現
実
に
一
致
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
し
て
機
能
す



団

通

説

(
B
o
i
)

の
反
論

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
運
送
人
が
荷
送
人
の
た
め
に
す
る
運
送
取
扱
が
、
海
上
物
品
運
送
人
の
給
付
の
通
常
の
内

容
で
な
い
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。
そ
の
義
務
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
運
送
人
と
荷
送
人
の
あ
い
だ
で
、
発
生
す
る
か
。
結
論
的
に
い
う

と、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
は
、
更
改
、
そ
れ
も
、
法
定
更
改

(
n
o
v
a
z
i
o
n
e
legale)

に
よ
る
も
の
、
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。

彼
の
論
証
を
要
約
す
れ
ば
、

（
八
八
八
）

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
運
送
人
が
荷
送
人
の
た
め
に
す
る
転
送
の
た
め
の
運
送
取
扱
が
、
運
送
人
の
給
付

の
通
常
の
内
容
で
は
な
い
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。
運
送
と
運
送
取
扱
は
、
た
と
え
、
空
間
的
・
時
間
的
な
隣
接
関
係
に
あ
っ
て
も
、
同
時

的
に
、
併
存
す
る
こ
と
は
な
い
。

(
1
)
 

運
送
取
扱
義
務
が
発
生
す
る
。

一
方
が
他
方
を
吸
収
す
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
運
送
義
務
が
終
了
し
た
時
点
で
、

こ
こ
に
、
履
行
と
は
異
な
る
債
務
の
消
滅
お
よ
び
新
た
な
債
務
（
運
送
取
扱
）

で

2
)

の
発
生
が
み
ら
れ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

（
少
な
く
と
も
、
筆
者
に
は
）
、
「
法
定
更
改
」
な
る
用
語
は
、
馴
染
み
が
う
す
い
が
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
す
で
に
か
な
り
広

(
3
)
 

く
、
そ
の
成
立
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
1
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
7
1
.
 

(
2
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
7
2
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
航
海
の
継
続
不
能
の
結
果
と
し
て
、
法
律
上
当
然
に

(ipuso
jure)
、
運
送
債

務
か
ら
の
運
送
人
の
免
除
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
運
送
債
務
と
転
送
債
務
の
更
改
が
生
じ
る
、
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
法
定
更
改
」
に
馴

染
み
が
う
す
い
た
め
、
論
評
を
避
け
た
い
。

(3) 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
loco cit., 
n
o
t
a
 6
1
.
 

規
定
の
運
送
取
扱
（
必
要
的
積
替
）

っ）よ
,
‘
,
.
 

関
法

本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
引
用
し
て
き
た
B
o
i

の
研
究
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に

の
法
的
性
質
に
つ
き
、
従
来
の
通
説
・
判
例
を
支
持
し
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
研
究
を
紹
介
す
る

四
0
0



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

見
出
し
語
と
し
て
、
「
通
説

(
B
o
i
)

運
送
取
扱
の
付
属
性

の
反
論
」
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

て
い
る
運
送
取
扱
の
独
立
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

B
o
i

は、

a
g
g
i
u
n
t
i
v
o
)

に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
点
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
は
、
前
者
が
後
者
の
特
則

(
d
e
r
o
g
a
)

四
〇

が
、
そ
れ
が
C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
の
研
究
と
相
互
に
う
ま
く
か
み
合
い
う
る
も
の
か
、
若
干
、
疑
問
の
余
地
を
残
す
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、

B
o
i
自
身
、
明
ら
か
に
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
の
研
究
を
反
対
説
と
位
置
づ
け
て
、
反
論
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
所
の

(
1
)

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
の
適
用
範
囲
に
つ
き
、
両
者
に
対
立
が
あ
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
運
送
取
扱
の
法
的
性
質
に
関
す
る
論
証
方
法
自
体

に
つ
き
、
両
者
に
く
い
ち
が
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
は
、
間
の

1
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
規
定
さ
れ

そ
の
運
送
取
扱
を
付
加
的
行
為

(
c
o
m
p
o
r
t
a
m
e
n
t
o
 

両
者
の
認
識
の
ち
が
い
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
と
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
関
係
に
関
す
る
認
識
の
ち
が
い
に
起
因
す

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
こ

で、

B
o
i
は、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o

の
い
う
「
特
則

(
d
e
r
o
g
a
)
」
を
も
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
規
定
を
「
排
除
す
る

(
e
s
c
l
u
d
e
r
e
)
」
意
味
に
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
の
い
う
よ
う
に
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
が
、
運
送
品
の
転

送
の
手
配
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
部
分
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
特
則
を
な
す
、
と
す
る
と
、
民
法
第
一
六
八
六

条
の
適
用
可
能
性
が
排
除
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
運
送
人
の
運
送
品
保
管
義
務
お
よ
び
荷
送
人
に
対
す
る
指
示
請
求
義
務
が
排
除
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
（
仮
定
的
結
論
）
に
対
し
て
、

B
o
i
は
、
運
送
人
の
運
送
品

保
管
義
務
お
よ
び
荷
送
人
に
対
す
る
指
示
請
求
義
務
の
排
除
を
、
受
け
入
れ
る
意
思
が
な
い
。

の
1

、．，c
 

9

9

 

（
八
八
九
）



第
四
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そ
し
て
、
運
送
人
が
な
す
べ
き
運
送
取
扱
が
付
加
的
行
為
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、

（
八
九

0
)

つ
ぎ
の
よ
う
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
律
が
、

運
送
人
に
対
し
て
、
荷
送
人
の
た
め
に
、
運
送
品
の
運
送
を
促
進
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
は
、
決
し
て
、
保
管
義
務
を
消

滅
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
最
善
の
方
法
に
よ
る
運
送
品
の
目
的
港
へ
の
転
送
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
荷

送
人
に
対
し
指
示
を
請
求
す
べ
き
こ
と
か
ら
、
運
送
人
自
身
を
免
じ
る
も
の
で
も
な
い
。
第
四
二
九
条
に
よ
る
運
送
品
の
転
送
は
、
そ
れ

故
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
運
送
品
の
保
護
の
た
め
、
そ
し
て
、
寄
港
先
で
運
送
品
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
運
送
人
に
要
求
さ
れ
る
付
加
的
行
為
、
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
イ
タ
リ

で
は
な
く
、
運
送
人
の
任
務
を
拡
大
す
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
特
則
（
同
条
を
排
除
す
る
も
の
）

し
た
が
っ
て
、

B
o
i
に
よ
る
と
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
が
イ
タ
リ
ア
民
法
一
六
八
六
条
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
海
上

物
品
運
送
人
が
割
合
運
送
賃
を
取
得
で
き
る
場
合
が
広
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

は
、
こ
こ
で
、
損
敗
し
易
い
運
送
品
の
売
却
に
伴
う
割
合
運
送
賃
の
発
生
の
有
無
に
つ
い
て
、
奇
妙
な
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
よ
る
と
、
運
送
品
が
損
敗
し
易
い
物
品
で
あ
っ
た
た
め
、
運
送
人
が
、
転
送
の
手
配
を
せ
ず
、

売
却
し
た
場
合
、
荷
送
人
は
、
割
合
運
送
賃
支
払
の
義
務
が
な
い
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
修
正

す
る
た
め
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
運
送
人
は
運
送
品
の
保
管
・
管
理
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
損
敗
し
易
い
物
品
の
売

却
は
そ
の
義
務
の
ひ
と
つ
の
実
行
形
式
と
み
な
さ
れ
る
、
と
す
る
と
、
（
も
し
、
荷
送
人
か
ら
指
示
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
、

ま
た
は
、
指
示
の
実
行
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
）
事
実
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
運

送
人
が
、
相
当
の
注
意
を
な
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
送
品
の
積
替
の
た
め
の
他
の
船
舶
を
発
見
で
き
な
け
れ
ば
（
損
敗
し
易
い
物
品

の
場
合
、
か
な
り
短
い
で
あ
ろ
う
技
術
的
必
要
時
間
を
も
考
慮
し
て
）
、
運
送
賃
の
請
求
を
排
除
す
る
よ
う
な
第
四
二
九
条
の
規
定
の
違

関
法

（
少
な
く
と
も
、
理
論
的
に
は
）
。
し
か
し
、

B
o
i

四
〇



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

団
の

2

転
送
の
手
配
が
不
可
能
で
あ
っ
た

筆
者
は
、
寡
聞
に
し
て
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
つ
き
、
う
え
に
み
た
よ
う
な
表
面
的
な
解
釈
を
な
す
者
を
知
ら
な
い
。
同
項
は
、

転
送
の
手
配
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
な
か
っ
た
（
お
こ
た
っ
た
）
場
合
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

（
運
送
品
が
損
敗
し
易
い
物
品
で
あ
っ
た
）
た
め
、
し
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
場
合
、
割
合
運

送
賃
請
求
権
を
認
め
な
い
の
で
は
な
い
。
い
っ
た
ん
奇
妙
な
結
論
を
導
き
出
し
て
お
い
て
か
ら
、
そ
れ
を
修
正
す
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
民

法
第
一
六
八
六
条
に
規
定
の
保
管
義
務
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。

(
1
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
4
3
.
 

(
2
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
8
.
 
た
だ
し
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
が
、
ふ
た
つ
の
義
務
を
排
除
す
る
意
思
な
の
か
は
、
明
白
で
は
な
い
。
彼
自
身
が
、
そ
の

よ
う
に
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

B
o
i

が
、
反
対
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
文
に
の
べ
た
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
、
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
特
則

(
d
e
r
o
g
a
)
」
と
い
う
用
語
の
意
味
の
解
釈
に
か
か
っ
て
く
る
。

(3) 
Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
7
 e
 seg. 

(
5
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
8
.
 

(
6
)
 
Boi, OiJ. 
cit., 
p
a
g
.
6
9
.
 

責
務
と
し
て
の
運
送
取
扱

C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o

は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
お
い
て
は
、
運
送
取
扱
義
務
違
反
の
効

果
と
し
て
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
定
額
損
害
賠
償
責
任
が
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も、

B
o
i

の
反
論
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o

の
議
論
と
か
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
女
は
、
義
務
説
に
よ

る
と
、
運
送
取
扱
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
と
損
害
賠
償
責
任
の
ふ
た
つ
を
生
じ
る
、
と
い
う
結
論
に
至
る
は
ず

(
6
}
 

反
は
、
存
在
し
な
い
。
」

四
0
三

（
八
九
一
）



彼
女
は
、
ま
た
、
義
務
説
が
成
立
し
う
る
論
理
を
、
義
務
説
に
か
わ
り
、
呈
示
す
る
こ
と
か
ら
作
業
を
は
じ
め
る
。
そ
の
論
理
を
要
約

す
る
と
、
お
お
よ
そ
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
が
、
契
約
の
当
然
終

了
原
因
に
な
る
か
否
か
、
明
言
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
も
し
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
は
、
契
約
の
当
然
終
了
を
も
た
ら
さ
な
い
、
と

に
そ
っ
て
、
議
論
を
進
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

（
八
九
二
）

で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
説
（
義
務
説
・
筆
者
注
）
に
よ
る
と
、
運
送
人
の
相
当
の
注
意
の
欠
如
は
、
有
効
に

通
過
し
た
行
程
に
関
す
る
運
送
賃
を
請
求
不
能
に
す
る
ほ
か
、
荷
受
人
の
損
害
賠
償
請
求
を
当
然
の
も
の
、
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な

ら
、
割
合
運
送
賃
請
求
権
の
喪
失
が
、
と
り
わ
け
、
荷
受
人
の
損
害
が
取
得
さ
れ
た
運
送
賃
の
額
を
大
き
く
上
回
る
場
合
（
出
帆
直
後
に

発
生
し
た
不
能
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
よ
う
に
）
、
荷
受
人
に
と
っ
て
、
定
額
賠
償
に
等
し
い
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

く
り
か
え
す
が
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
は
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
が
損
害
賠
償
責
任
そ
の
も
の
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
運
送
取
扱
義

務
違
反
の
効
果
と
し
て
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
と
損
害
賠
償
責
任
の
ふ
た
つ
が
生
じ
る
、
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

B
o
i
は
、
義

務
説
が
主
張
し
て
い
な
い
結
論
を
根
拠
づ
け
る
た
め
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
（
荷
送
人
・
荷
受
人
に
と
っ
て
は
、
割
合
運
送
賃
支
払
の
免

除
）
で
も
っ
て
、
荷
受
人
の
損
害
が
填
補
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
損
害
賠
償
額
が
実

（
そ
の
か
わ
り
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
を
め
ぐ
る
余
分
の
紛
争
を
回
避
し
う
る
）
定
額
賠
償
制
度

う
え
に
み
た
論
理
だ
け
で
は
、
義
務
説
に
対
す
る
反
論
と
し
て
不
十
分
、
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

B
o
i
は
、
議
論
の
転
換
を
企
て

る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
取
扱
の
法
的
性
質
の
問
題
の
結
論
は
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
が
、
契
約
の
当
然
終
了
原
因
で
あ
る
か
否
か
、
と

い
う
問
題
の
検
討
を
通
じ
て
、
導
か
れ
る
べ
き
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
彼
女
は
、
義
務
説
の
示
し
た
結
論

の
特
徴
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
ど
ま
る
。

損
害
額
と
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い

関
法

四
0
四



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四
0
五

す
れ
ば
、
運
送
取
扱
が
義
務
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
が
契
約
の
当
然
終
了
原

因
で
は
な
い
、
と
す
る
と
、
運
送
契
約
は
存
続
し
、
運
送
人
の
運
送
義
務
も
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
船
で
の
運
送
継
続
が
不
能
に
な

れ
ば
、
運
送
人
は
、
残
り
の
行
程
の
運
送
（
転
送
）
の
た
め
、
再
運
送
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
転
送
は
、
運
送
契
約

か
ら
生
じ
る
義
務
の
履
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
え
ら
れ
た
結
論
が
不
都
合
な
こ
と
を
、
ふ
た
つ
の
方
向
か
ら
、
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
確
定
的
不
能
(
•
長

期
的
遅
延
）
が
契
約
の
当
然
終
了
（
・
解
除
権
発
生
）
原
因
に
な
る
、
と
い
う
原
則
が
、
航
行
法
第
第
四
二
七
条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の

に
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
が
契
約
当
然
終
了
原
因
に
な
ら
な
い
と
、
不
均
衡
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
荷
送
人
・

荷
受
人
の
損
害
が
割
合
運
送
賃
（
の
喪
失
）
に
よ
り
填
補
さ
れ
え
な
い
場
合
の
あ
り
う
る
こ
と
を
持
ち
出
し
、
そ
の
よ
う
な
重
大
な
不
履

行
に
対
し
て
、
立
法
者
が
、
割
合
運
送
賃
の
額
に
等
し
い
定
額
賠
償
だ
け
を
規
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、

B
o
i

の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
航
海
中
の
確
定
的
不
能
が
、
契
約
の
当
然
終
了
原
因
に
な
る

か
否
か
、
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
(
-
―

-
|
-
I二
）
、
学
説
は
、
義
務
説
も
含
め
て
、
航
海
中
の
確
定
的
不

能
を
契
約
の
当
然
終
了
原
因
、
と
解
す
る
方
向
で
一
致
し
て
い
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

B
o
i

の
論
証
が
義
務
説
に
対
す

る
反
論
と
し
て
有
効
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
残
す
も
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

(
1
)
 
Boi, 0
 p. 
cit.. 
p
a
g
.
7
1
.
 

(
2
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
loco cit. 
e
 seg. 

(
3
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
pag. 72. 

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
e
 seg. -
v
り
か
え
し
、
割
合
運
送
賃
の
額
に
等
し
い
定
額
賠
賠
償
に
伴
う
不
都
合
を
指
摘
す
る
の
で
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
、

to

に
か
わ
り
、
い
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
を
い
う
と
、
荷
送
人
の
実
損
害
額
が
割
合
運
送
賃
の
額
を
下
回
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
と
き
に
も
、

（
八
九
三
）



割
合
運
送
賃
の
額
に
等
し
い
定
額
賠
償
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
5
)

筆
者
に
は
Boi
の
論
証
が
、
支
持
者
が
存
在
し
な
い
（
と
り
わ
け
、
反
対
説
で
あ
る
義
務
説
が
支
持
し
な
い
）
前
提
に
立
ち
、
結
論
を
導
き
出

し
、
そ
れ
を
反
対
説
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
に
批
判
を
加
え
る
、
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

の
3

~. 

c
 

．． 

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

責
務
説
の
論
拠

団
の

2
で
検
討
し
た
B
o
i

の
論
証
が
義
務

(
C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
)

説
に
対
す
る
反
論
と
し
て
妥
当
な
も

の
か
、
疑
問
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
以
下
に
、
彼
女
が
責
務
説
を
支
持
す
る
理
由
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
彼
女
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
お
い
て
も
、
同
第
四
二
七
条
に
お
け
る
と
同
様
、
確
定
的
不
能
が
運
送
契
約
の
当
然
終

了
原
因
で
あ
る
、
と
す
る
と
、
運
送
人
に
課
せ
ら
れ
た
運
送
取
扱
行
為
は
、
元
の
運
送
契
約
の
存
続
を
前
提
と
し
て
必
要
と
す
る
再
運
送

契
約
の
締
結
行
為
に
は
あ
た
ら
な
い
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人
は
、
荷
送
人
の
た
め
、
運
送
取
扱
人
と
し
て
、
目
的
港
へ
の
転
送

の
た
め
の
運
送
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
、
（
元
）

の
運
送
人
（
い
ま
で
は
、
運
送
取
扱
人
）

{
l
}
 

き
、
荷
送
人
に
対
し
て
、
運
送
取
扱
人
と
し
て
の
み
責
を
負
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。

こ
こ
ま
で
は
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
の
主
張
と
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

て
い
る
。
直
接
引
用
し
て
み
よ
う
。
「
い
っ
た
ん
、
最
初
の
運
送
人
、

electio) 

（
八
九
四
）

は
、
そ
の
転
送
区
間
に
つ

い
ま
で
は
、
運
送
取
扱
人
の
責
任
が
、
ま
ち
が
っ
た
選
任

(
m
a
l
a

の
ケ
ー
ス
に
の
み
限
定
さ
れ
る
と
、
運
送
賃
請
求
権
の
喪
失
を
、
運
送
人
に
運
送
品
を
積
替
さ
せ
る
た
め
の
圧
力
手
段
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
定
額
の
損
額
賠
償
責
任
の
形
式
と
し
て
も
規
定
し
て
い
る
法
律
の
規
定
が
、
正
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

こ
こ
で
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
運
送
賃
の
喪
失
は
、
運
送
人
に
運
送
取
扱
を
促
す
た
め
の
手
段
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
定
額
の
損
害
賠

賠
償
責
任
の
形
式
で
も
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
義
務
説
と
ど
う
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

く
り
か
え
す
が
、

B
o
i
に
よ
る
と
、
義
務
説
は
、
確
定
的
不
能
発
生
後
も
運
送
契
約
が
存
続
す
る
、
と
い
う
前
提
に
立
た
な
け
れ
ば
、

関
法

B
o
i
は
、
こ
こ
で
、
注
意
を
要
す
べ
き
発
言
を
し

四
0
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(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

と
こ
ろ
が
、

B
o
i

に
よ
る
と

成
立
し
え
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
運
送
取
扱
が
運
送
契
約
上
の
義
務
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
履
行
に
つ
き
、
割
合
運
送
賃

の
喪
失
、
と
い
う
制
裁
だ
け
で
は
、
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
0
七

（
義
務
説
に
よ
っ
て
も
な
の
で
あ
る
が
）
、
確
定
的
不
能
の
発
生
に
よ
り
、
運
送
契
約
は
終
了
す
る
。
運

送
契
約
の
終
了
に
伴
い
、
運
送
契
約
上
の
債
務
も
消
滅
す
る
か
ら
、
運
送
人
に
残
る
の
は
責
務
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
遵
守
が
割
合
運
送
賃

支
払
請
求
権
の
条
件
（
前
提
）
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
責
務
説
に
よ
る
と
、
運
送
取
扱
は
運
送
契
約
上
の
義

務
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
不
履
行
に
つ
き
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
、
と
い
う
程
度
の
軽
い
制
裁
を
認
め
て
も
、
不
都
合
は
な
い
が
、
義
務

説
に
よ
る
と
、
運
送
契
約
上
の
義
務
違
反
と
い
う
「
重
大
な
不
履
行
が
存
在
す
る
と
き
、
何
故
、
立
法
者
が
、
債
務
不
履
行
に
関
す
る
一

般
原
則
に
よ
ら
ず
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
損
害
賠
償
責
任
を
規
定
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
う
ま
く
説
明
し
え
な
い
は
ず
で
あ

る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

B
o
i

は
、
自
分
自
身
が
責
務
説
に
立
つ
も
の
、
と
い
う
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、
論
証
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
が
責
務
説
に
立

(
4
}
 

つ
も
の
、
と
位
置
づ
け
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
彼
女
は
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
を
定
額
の
損
害
賠
償
責
任
の

形
式
で
も
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
責
務
」
が
、
そ
の
不
行
使
に
、
利
益
の
未
実
現
を
伴
っ
て
も
、
制
裁
を
伴
う
も
の
で
は

な
い
、
と
す
る
と
、
転
送
の
不
実
行
に
、
割
合
運
送
賃
の
喪
失
、
と
い
う
「
制
裁
」
が
伴
う
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
義
務
説
に
立
つ

C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o

と
異
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

Boi. 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
7
4
.
 

Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 
e
 seg. 

Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
7
5
.
 

（
八
九
五
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(a) 

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
に
い
う
割
合
運
送
賃

に
、
省
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
文
言
は
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
の
「
な
さ
れ
た
航
海
に
応
じ
て

「
有
効
に
通
過
し
た
行
程
に
応
じ
て

第
四
二
巻
第
一
―
-
•
四
号

(
4
)
 
Diritto 
marittimo, 
1
9
9
1
,
 p
a
g
.
2
8
9
に
あ
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
D.G.
の
書
評
。

(
5
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
7
6
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
運
送
人
は
、
実
際
に
は
、
割
合
運
送
賃
の
み
を
取
得
し
な
が
ら
、

船
舶
に
関
す
る
損
害
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
他
に
自
己
の
手
段
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
損
害
を
負
担
し
て
い
る
。
そ
の
取
得
が
、
運
送

品
の
目
的
港
へ
の
転
送
の
手
配
に
際
し
て
、
相
当
の
注
意
を
な
す
べ
き
こ
と
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
は
、
う
え
に
み
た
原
則
の

特
則
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
”
制
裁
“
は
、
運
送
賃
の
額
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
荷
送
人
が
こ
う
む
っ
た
実
際
の
損
害
の
賠
償
に

及
ば
ず
、
よ
っ
て
、
対
立
す
る
利
益
の
公
平
な
調
和
の
み
が
考
え
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
」

三
ー
一
ー
四

割
合
運
送
賃

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
割
合
運
送
賃
の
成
否
を
、
運
送
人
が
転
送
の
た
め
の
運
送
取
扱
を
な
し
た
か
否
か
に
か
か
ら
せ
る
だ
け

で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
中
止
さ
れ
た
航
海
に
よ
り
荷
送
人
に
利
益
が
生
じ
た
か
否
か
に
も
か
か
ら
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
賃
は
、

.

l

)

」
支
払
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

(in 
p
r
o
p
o
r
z
1
o
n
e
 d
e
l
 t
r
a
t
t
o
 utJ m
e
n
t
e
 p
e
r
c
o
r
s
o
 

）
」
と
異

(in 
p
r
o
p
o
r
z
1
0
n
e
 d
e
!
 v
i
a
g
g
i
o
 fatto 

な
っ
て
い
る
。
「
有
効
に

(
u
t
i
l
m
e
n
t
e
)
」
の
一
語
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
、
割
合
運
送
賃
が
変
わ
っ
た
の
か
、
以
下

説
が
対
立
し
て
い
た
。
立
法
者
は
、
そ
の
簡
略
な
文
言
に
よ
り
、

周
知
の
よ
う
に
、
「
な
さ
れ
た
航
海
に
応
じ
て
」
に
つ
い
て
、
学

(
I
)
 

い
わ
ゆ
る
距
離
（
航
海
マ
イ
ル
）
主
義
の
採
用
を
意
図
し
た
、
い
わ
れ

て
い
る
。
学
説
の
多
く
は
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
、
船
舶
の
航
海
距
離
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
「
な
さ
れ
た
航
海
」
か
ら
荷
送
人
（
傭
船

者
）
に
生
じ
た
利
益
の
ほ
う
、
と
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
立
法
者
・
割
合
運
送
賃
の
伝
統
に
し
た
が
う
有
力
学
説
も
、
存

関
法

四
0
八

（

八

九

六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

合
運
送
賃
の
成
否
を
、
運
送
人
が
転
送
の
た
め
の
運
送
取
扱
を
な
し
た
か
否
か
に
、
そ
し
て
、
中
止
さ
れ
た
航
海
に
よ
り
荷
送
人
に
利
益

が
生
じ
た
か
否
か
に
か
か
ら
せ
る
文
言
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
規
定
の
も
と
で
は
、
転
送
契
約
の
運
送
賃
が
割
合
運
送
賃
の
計

算
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
、
と
解
し
て
も
、
そ
れ
は
、
な
か
ば
、
当
然
の
こ
と
に
属
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
l
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
3
 e
 seg. 

(
2
)
 
D
a
r
i
o
 G
u
i
d
i
,
 II 
c
o
n
t
r
a
l
t
o
 di 
n
o
l
e
g
g
i
o
 e
 po
l
i
z
z
a
 di 
carico, R
o
m
a、M
e
s
s
i
n
a
1
9
2
2
,
 p
a
g
.
3
4
4
.
 

(
3
)
 
B
r
u
n
e
t
t
i
,
 Diritto m
a
r
i
t
t
i
m
o
 p
r
i
v
a
t
o
 italiano, 
vol.3 ,
 1. 
T
o
r
i
n
o
 1
9
3
5
,
 p
a
g
.
6
3
7
.
 

(
4
)
 
G
u
i
d
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
3
4
6
 ;
 Br
u
n
e
t
t
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
6
5
.
 
一
八
八
二
年
商
法
第
五
七
0
条
二
項
に
よ
り
、
最
初
の
船
舶
の
船
長
が
、
転
送
の

た
め
、
他
の
船
舶
を
傭
船
し
た
場
合
、
そ
の
傭
船
は
、
荷
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
一
因
に
な
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

(
5
)
小
町
谷
•
前
掲
・
五
二
八
頁
。
同
旨
・
村
田
治
美
「
割
合
運
賃
法
論
」
海
法
会
誌
復
刊
五
号
一
四
二
頁
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
転
送
契
約
の
運
送
賃
が
（
最
初
の
契
約
の
運
送
人
に
支
払
わ
れ
べ
き
）
割
合
運
送
賃
の
計
算
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
、
と

一
致
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
有
力
説
は
、
「
途
中
港
か
ら
陸
揚
港
ま
で
の
運
送
が
可
能
な
る
限

り
、
荷
送
人
は
運
送
契
約
に
於
て
定
め
た
運
送
賃
と
、
途
中
港
か
ら
陸
揚
港
ま
で
の
運
送
賃
と
の
差
額
を
支
払
ふ
べ
く
、
後
者
が
前
者
よ

り
高
額
の
場
合
に
は
、
割
合
運
送
賃
の
支
払
を
要
し
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
る
と
、
途
中
港
か
ら
陸
揚
港
ま
で
の
運
送

賃
が
決
ま
ら
な
い
か
ぎ
り
、
割
合
運
送
賃
の
額
は
、
決
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
荷
送
人
は
、
途
中
港
か
ら
陸
揚
港
ま
で
の
運
送
賃
の
大
小
を
問
わ
ず
、
割
合
運
送
賃
の
全
額
を
支
払
わ
な

す
る
点
で
は
、

で

3
)

在
し
た
。

四
0
九

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
は
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
と
異
な
り
、
割

（
八
九
七
）



語
に
よ
り
、

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

い
わ
ゆ
る
積
荷
主
義
を
採
用
し
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

主
義
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は、

（
八
九
八
）

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
「
有
効
に

(utilmente)
」
の
一
語
を
挿
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
な
意
味
で
の
距
離
主
義
に
伴
う
弊
害
（
荷
送
人
に
と
り
利
益
が
あ
っ
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
航
海
し
た
距
離
の
み

に
応
じ
て
割
合
運
送
賃
を
決
め
る
）
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
き
、
規
定
の
文
言
上
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
も
の
、

と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
同
項
が
純
粋
な
意
味
で
の
距
離
主
義
を
維
持
し
て
い
る
、
と
解
す
る
説
を
み
な
い
。
し
か
し
、
同
項
が
、
そ
の
一

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
い
う
運
送
賃
は
、
現
在
も
、
多
く
の
学
説
に
よ
り
、

八
八
二
年
商
法
の
も
と
に
お
け
る
と
同
様
、
「
n
o
l
o
p
r
o
p
o
r
z
i
o
n
a
l
e
」
と
称
さ
れ
る
ほ
か
、
「
n
o
l
o
di 
d
i
s
t
a
n
z
a
」
な
る
用
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
用
語
は
、
航
行
法
の
立
法
者
自
身
が
使
用
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
用
語
か
ら
う
け
る
印
象
は
、
ま
さ
し
く
、
距
離

つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
有
効
に
通
過
し
た
行
程
に
応
じ
て
、
運

送
賃
を
計
算
す
べ
き
、
と
い
う
の
は
、
「
船
舶
が
た
ど
る
べ
き
で
あ
っ
た
も
っ
と
も
短
い
航
路
に
よ
る
、
出
帆
港
と
中
間
港
の
あ
い
だ
の

実
際
の
距
離
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、
物
理
的
に
進
ん
だ
航
海
の
マ
イ
ル
数
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
債
権
者
に
と
り
”
有
効

に
通
過
し
た
“
行
程
を
意
味
す
る
の
は
、
前
者
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
船
舶
が
出
帆
港
に
帰
っ
て
く
れ
ば
、
運
送
賃
は
、
ま
っ

一
部
の
有
益
性
す
ら
な

（
第
四
三

0
条
。
何
故
な
ら
、
こ
の
場
合
、
航
海
は
、
債
権
者
に
と
り
、

-2) 

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
と
は
異
な
る
）
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
距
離
主
義
の
残
像
を
み
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
容

易
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、

い
わ
ゆ
る
船
舶
主
義
（
ド
イ
ツ
法
）
と
異
な
る
こ
と
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
、
積
荷
主
義
を

ま
た
、

R
u
s
s
o
も
、
「
有
効
に
」
の
挿
入
に
よ
り
、
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
が
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
の
規
定
と
大
き
く
異

肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

た
く
、
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

団
の
1

距
離
主
義
か
ら
の
不
完
全
な
離
脱

閲
航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
に
い
う
割
合
運
送
賃

関
法

四
一
〇



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四

な
っ
て
し
ま
う
、
と
は
考
え
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
有
効
に
、
と
い
う
副
詞
は
、
荷
送
人
が
契
約
の
締
結
に
よ
り
予
定
し
た
目
的
に

で
は
な
く
、
契
約
自
体
か
ら
生
じ
る
客
観
的
目
的
に
関
連
し
た
有
効
性
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
場
所
か
ら
他
の
場
所
へ
の
運
送
品
の
移
転
の

意
味
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
目
的
に
と
り
無
益
に
通
過
し
た
行
程
（
た
と
え
ば
、
離
路
）
に
重
き
が
お
か
れ
る
べ

き
で
は
な
い
が
、
運
送
品
を
半
ば
ま
で
近
づ
け
る
の
に
役
立
っ
た
行
程
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、

B
o
i

の
主
張
は
、
む
し
ろ
、
割
合
運
送
賃
の
算
出
に
際
し
て
の
荷
送
人
が
え
た
有
効
性
の
強
調
に
、
こ
と
ば
を
換
え

れ
ば
、
距
離
の
も
つ
重
要
性
の
否
定
に
、
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o

ほ
ど
、
距
離
の
も

つ
意
義
を
認
め
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
第
四
二
九
条
の
文
言
か
ら
、
運
送
人
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
運
送
賃
は
、

通
過
し
た
マ
イ
ル
数
に
よ
り
計
算
さ
れ
う
る
、
と
か
、
最
初
に
約
定
さ
れ
た
報
酬
か
ら
第
二
の
運
送
人
に
転
送
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
対

価
を
控
除
し
て
計
算
さ
れ
う
る
、
と
い
う
考
え
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
荷
送
人
が
出
帆
港
か
ら
接
岸
し
た
港
ま
で
の
運
送
品

の
移
転
の
結
果
え
た
有
効
性
は
、
多
く
の
要
素
を
基
礎
に
し
て
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

B
o
i

に
よ

れ
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
が
設
定
し
た
船
舶
が
出
帆
港
に
帰
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
割
合
運
送
賃
は
、
当
然
、
否
定
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
船

舶
が
途
中
ま
で
到
達
し
て
い
た
場
合
に
も
、
割
合
運
送
賃
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
彼
女
も
、
ザ
何
送
人
が
え
た
有
効

性
の
判
断
の
基
礎
と
な
る
多
く
の
要
素
（
諸
般
の
事
情
）

の
な
か
に
、
船
舶
が
到
達
し
た
場
所
の
地
理
的
位
置
が
入
る
こ
と
を
否
定
し
な

い
。
む
し
ろ
、
最
初
に
、
そ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。
や
は
り
、
航
行
距
離
を
度
外
視
し
て
の
割
合
運
送
賃
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

(
1
)

航
行
法
立
法
理
由
書
第
二
四
一
＿
一
番
（
旅
客
運
送
に
お
け
る
割
合
運
送
賃
に
関
す
る
第
第
四
0
五
条
お
よ
び
第
四
0
六
条
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

る
）
に
み
ら
れ
る
。
同
第
二
五
五
番
は
、
第
四
二
九
条
が
第
四
0
五
条
お
よ
び
第
四
0
六
条
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

(
2
)
 
Fiorentino, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
4
6
,
 n
o
t
a
 10. 

（
八
九
九
）



「
運
送
人
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
運
送
賃
は
•
•
•
•
•
•
最
初
に
約
定
さ
れ
た
報
酬
か
ら
第
二
の
運
送
人
に
転
送
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た

対
価
を
控
除
し
て
計
算
さ
れ
う
る
、
と
い
う
考
え
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
」
、
と
す
る
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
考
え
は
、
い
に
お

よ
う
な
規
定
（
船
長
が
転
送
の
た
め
に
締
結
し
た
契
約
は
、
荷
送
人
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
、
と
解
す
る
）
を
伴
っ
て
い
な
い
。
明
白

な
規
定
の
形
式
の
ち
が
い
が
存
在
す
る
以
上
、
割
合
運
送
賃
の
計
算
に
あ
た
り
転
送
の
た
め
の
運
送
賃
を
控
除
す
る
、
と
考
え
る
余
地
も

あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
も
、
以
前
と
同
様
の
計
算
方
法
が
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
船
長
が
転
送

-＇ニ

の
た
め
に
な
す
行
為
を
運
送
取
扱
、
と
理
解
す
る
か
ぎ
り
（
責
務
と
し
よ
う
か
、
義
務
と
し
よ
う
力
、
変
わ
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。

若
干
問
題
に
な
り
う
る
の
は
、
運
送
人
が
転
送
の
た
め
の
船
舶
に
自
己
の
船
舶
を
選
択
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
運
送
人

は
、
転
送
の
た
め
の
運
送
賃
を
市
場
価
額
に
よ
り
設
定
し
う
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
に
つ
き
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o

が
明

示
的
言
及
を
な
し
て
い
る
。
彼
は
、
最
初
の
運
送
契
約
で
定
め
ら
れ
た
条
件
で
の
運
送
賃
の
支
払
が
な
さ
れ
る
べ
き
、
と
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
荷
送
人
か
ら
み
る
と
、
運
送
賃
の
市
場
価
額
が
高
騰
し
て
も
、
差
額
の
追
加
支
払
を
要
し
な
い
か
わ
り
、
逆
に
下
落
し
て
も
、

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
明
ら
か
に
、

当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

い
て
み
た
よ
う
に
、

田
の

2

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

R
a
f
f
a
e
l
e
 R
u
s
s
o
,
 In 
t
e
m
a
 di 
c
l
a
u
s
o
l
a
 "
n
o
l
o
 a
c
q
u
i
s
i
t
o
 a
d
 o
g
n
i
 e
v
e
n
t
o
"
,
 R
i
v
i
s
t
a
 del diritto 
della n
a
v
i
g
a
z
1
o
n
e
,
 
1
9
5
7
 II, 
p
a
g
.
3
3
0
.
 

Boi. 0
 p. 
cit .. 
p
a
g
.
7
9
.
 

本
文
に
お
い
て
、
「
当
然
」
と
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
、
出
帆
港
に
お
け
る
運
送
品
の
価
格
の
変
動
を
考
慮
の
外
に
お
い
て
い
る
。

割
合
運
送
賃
の
計
算

関
法

（九
0
0
)

田
の
1
に
お
い
て
み
た
B
0
1

の
こ
と
ば
の
な
か
に
注
目
す
べ
き
一
節
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
に
つ
い
て
も
、
大
方
の
支
持
を
え
て
い
た
。
そ
の
規
定
の
形
式
か
ら
す
れ
ば
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
二
項
と
異
な
る
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
ま
た
、
同
三
項
の

四



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

(
1
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
4
7
,
 n
o
t
a
 1
2
.
 

(
2
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, op. cit., 
p
a
g
.
2
6
2
.
 

(
3
)
 
C
o
m
e
n
a
l
e
 Pinto, 0
 p. 
cit. 
｀
 
loco cit. 
e
 seg. 
こ
れ
は
、
他
の
論
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
に
よ
る

と
、
運
送
人
が
自
己
の
船
舶
に
運
送
品
を
積
替
え
た
場
合
、
契
約
は
存
続
し

(op.
cit., 
p
a
g
.
1
1
7
)
、
ま
た
、
運
送
人
は
、
合
意
し
た
運
送
賃
請

求
権
を
維
持
す
る
た
め
に
、
自
己
の
費
用
お
よ
び
危
険
で
転
送
し
う
る

(op.
cit., 
p
a
g
.
1
4
7
)
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

C
o
m
e
n
a
l
e
P
i
n
t
o
 

説
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
運
送
手
段
が
変
わ
る
だ
け
で
あ
り
、
運
送
人
の
な
す
給
付
自
体
に
は
変
化
が
な
く
、

報
酬
に
も
変
化
が
な
い
、
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
運
送
取
扱
契
約
の
独
立
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
、
請
負
に
お
け
る
作

業
の
可
分
性
を
肯
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
航
海
が
中
止
さ
れ
た
時
点
で
、
最
初
の
契
約
は
終
了
し
て
お
り
、
た
と
え
、
同
一
の
運
送
人
が
転
送
を

な
そ
う
と
も
、
そ
の
契
約
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
余
地
も
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
運
送
人
は
、

転
送
契
約
に
つ
き
、
他
人
が
そ
れ
を
引
き
受
け
た
場
合
に
荷
送
人
が
支
払
う
べ
き
額
の
運
送
賃
を
、
荷
送
人
に
請
求
し
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
実
例
を
知
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

三
ー
一
ー
五

積
替
費
用
・
危
険
の
負
担

航
行
法
第
四
二
九
条
二
項
は
、
必
要
的
積
替
に
伴
う
費
用
お
よ
び
危
険
を
、
運
送
人
ま
た
は
荷
送
人
の
い
ず
れ
が
負
担
す
べ
き
か
、
明

示
的
に
、
規
定
し
て
い
な
い
。
明
示
的
規
定
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
運
送
契
約
・
請
負
契
約
あ
る
い
は
双
務
契
約
一
般
に
関
す
る
一
般
規

定
•
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

差
額
を
利
得
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

い
ち
早
く
明
確
な
回
答
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
積
替
の
費
用
お
よ
び
そ
の
作
業
の

危
険
は
、
反
対
の
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
、
不
堪
航
が
不
可
抗
力
に
よ
る
に
し
て
も
、
作
業
の
請
負
契
約
に
お
い
て
は
、
作
業
の

四
一
三

（九
0
I

)

 



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

（
九
〇
二
）

四
一
四

(
1
)
 

よ
り
大
き
な
負
担
の
危
険
は
債
務
者
に
か
か
る
、
と
す
る
一
般
原
則
に
よ
り
、
運
送
人
に
か
か
る
。
」
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、

"
C
a
s
u
m
 sentit d
e
b
i
t
o
r
"

の
原
則
に
か
な
っ
た
結
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
運
送
人
・
船
長
に
課
せ
ら
れ
た
運
送
品
の
処
分

義
務
を
根
拠
に
、
積
替
費
用
・
危
険
を
運
送
人
の
負
担
、
と
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、

S
o
i
は、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
の
主
張
（
積
替
費
用
・
危
険
を
運
送
人
の
負
担
と
す
る
）
が
、
必
要
的
積
替
が
割
合
運
送
賃

を
請
求
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
運
送
契
約
・
請
負
契
約
に
関
す
る
一
般
原
則
に
適
合
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と

を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
主
張
は
、
（
陸
上
）
運
送
人
の
費
用
償
還
請
求
権
を
認
め
た
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
三
項
に
照
ら
す
と
、

か
な
ら
ず
し
も
、
正
当
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
運
送
人
は
、
第
二
の
行
程
に
つ
き
、
荷
送
人
の

運
送
取
扱
人
と
し
て
行
動
す
る
、
と
す
る
と
、
な
お
さ
ら
、
積
替
費
用
を
運
送
人
・
運
送
取
扱
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
つ
き
、
効
果
的
な

正
当
性
の
証
明
が
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
出
帆
前
の
確
定
的
不
能
に
つ
き
、
契
約
が
運
送
品
の
船
積
後
に
終
了
す
る

場
合
、
陸
揚
費
用
の
負
担
を
荷
送
人
と
し
て
い
る
航
行
法
第
四
二
七
条
二
項
と
の
あ
る
種
の
対
応
の
維
持
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
」
た
し
か
に
、
運
送
人
が
運
送
取
扱
人
と
し
て
転
送
区
間
の
運
送
契
約
を
荷
送
人
の
た
め
に
締
結
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
契
約
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
荷
役
の
「
費
用
」
を
荷
送
人
の
負
担
と
す
べ
き
、
と
い
う
主
張
に
、
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
出
帆
前
・
船
積
後
の
解
除
（
終
了
）
に
伴
う
陸
揚
費
用
の
負
担
と
同
列
で
論
じ
て
よ
い
も
の
か
、
若
干
疑
問
が
残
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
引
用
し
た
B
o
i
の
主
張
の
結
論
部
分
を
よ
く
み
る
と
、
荷
役
の
「
危
険
」
に
つ
い
て
は
、
明
示
的
論
及
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
に
至
る
ま
え
、
す
な
わ
ち
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
の
主
張
に
対
す
る
批
判
の
部
分
に
お
い
て
は
、
「
費
用
と
危
険
」
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
結
論
部
分
に
お
い
て
も
、
「
費
用
・
危
険
」
と
も
に
荷
送
人
の
負
担
、
と
い
う
意
図
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
航
行
法

{
6
)
 

第
四
二
七
条
二
項
は
、
陸
揚
「
費
用
」
を
荷
送
人
に
課
し
て
は
い
る
が
、
「
危
険
」
を
も
荷
送
人
に
課
し
た
規
定
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

関
法



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四
一
五

B
o
i

は
、
同
項
が
陸
揚
「
費
用
」
を
荷
送
人
に
課
し
た
規
定
で
あ
る
、
と
い
っ
て
は
い
る
が
、

1

筆
者
の
み
す
ご
し
で
な
け
れ
ば
I

「
危
険
」
を
も
荷
送
人
に
課
し
た
規
定
で
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、
彼
女
は
、
「
費
用
」
を
荷
送
人
に
課
し
、

「
危
険
」
を
運
送
人
に
課
す
意
図
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
、
彼
女
は
、
不
明
確
さ
を
残
し
た
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

(
1
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
1
 7
 e
 seg. 

(
2
)
小
町
谷
•
前
掲
・
七
―
二
頁
。

(
3
)
 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
8
4
.
 

(
4
)
 
B
o
i
,
 o
p
.
 cit., 
p
a
g
.
8
5
.
 

(
5
)

船
積
港
で
す
る
陸
揚
と
途
中
の
寄
港
先
で
の
積
替
で
、
費
用
の
差
が
な
け
れ
ば
問
題
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
者
は
、
運
送
人
と

荷
送
人
の
関
係
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
、
転
送
を
引
き
受
け
た
運
送
人
が
加
わ
る
。
こ
の
点
が
、
船
積
港
で
の
陸
揚
と
寄
港
先
で
の
積
替
と
を
対

応
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
障
害
に
な
ら
な
い
の
か
、
筆
者
に
は
、
疑
問
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(
6
)

お
そ
ら
く
、
反
対
説
を
み
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
 
B
o
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
5
2
 e
 6
4
 

三
ー
ニ

一
時
的
不
能

航
海
中
の
一
時
的
不
能
は
、
ニ
ー
三
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
出
帆
前
の
一
時
的
不
能
と
同
じ
く
、
航
行
法
第
四
二
八
条
に
よ
り
、
規

律
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
お
よ
ぴ
第
二
項
前
段
が
、
出
帆
前
の
一
時
的
不
能
と
共
通
の
規
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
航
海
中
に

一
時
的
不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
出
帆
前
に
一
時
的
不
能
が
発
生
し
た
と
同
様
、
契
約
は
存
続
し
、
運
送
賃
の
増
減
は
な
さ
れ
ず
、
唯
一
、

荷
送
人
に
運
送
品
の
一
時
的
陸
揚
権
限
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
項
お
よ
ぴ
第
二
項
前
段
に
つ
い
て
は
、
出
帆
前
の
一
時
的
不
能
に
つ
い
て

る。

（九

0
三）



担
保
提
供
義
務
を
課
し
て
い
る
。

航
海
中
の
一
時
的
不
能
の
場
合
、
航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
後
段

に
よ
り
、
荷
送
人
は
、
再
船
積
ま
た
は
損
害
賠
償
義
務
の
履
行
の
た
め
の
適
当
な
担
保

(
i
d
o
n
e
a
c
a
u
z
i
o
n
e
)

を
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
時
的
に
せ
よ
、
運
送
品
が
陸
揚
さ
れ
れ
ば
、
運
送
人
は
、
運
送
品
の
占
有
（
所
持
）
を
失
い
、
よ
っ
て
、
そ
の

う
え
に
有
す
る
先
取
特
権
を
失
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
後
段
は
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
排
除
・
緩
和
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
危
険
は
、
運
送
品
の
一
時
的
陸
揚
が
航
海
中
に
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
ま
た
、
出
帆
前
に
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
変
わ
り
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
段
は
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
荷
送
人
は
、
運
送
品
の
一
時
的
陸
揚
に
伴
う

航
行
法
の
立
法
者
が
、
何
故
、
航
海
中
の
一
時
的
陸
揚
の
場
合
に
だ
け
担
保
提
供
義
務
を
課
し
、
出
帆
前
の
一
時
的
陸
揚
の
場
合
に
は

い
、
と
さ
れ
て
い
る
。

(a) 

航
海
中
の
一
時
的
不
能
の
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
義
務

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

(
1
)
 

論
じ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
に
つ
い
て
も
、
妥
当
す
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

（九
0
四）

同
項
後
段
が
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
に
固
有
の
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
第
四
二
九
条
一
項
も
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
に

つ
い
て
、
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
第
四
二
八
条
二
項
後
段
お
よ
び
第
四
二
九
条
一
項
に
つ
い
て
、
分
析
す
る
。

(
1
)

航
行
法
第
四
二
八
条
一
項
は
、
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
一
項
と
異
な
り
、
運
送
賃
に
関
す
る
明
示
的
言
及
を
し
て
い
な
い
。

Boi,
0
 p. 

cit., 
p
a
g
.
9
9

に
よ
る
と
、
こ
の
こ
と
が
さ
さ
や
か
な
欠
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、

「
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
」
と
し
て
お
け
ば
、
当
然
、
運
送
賃
の
増
減
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
推
論
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
航
海
中
の
一
時

的
不
能
に
つ
い
て
は
、
運
送
賃
に
関
す
る
明
示
的
言
及
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

―――ーニー一
関
法

荷
送
人
の
担
保
提
供
義
務

四
一
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四
一
七

義
務
を
課
さ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
再
船
積
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
運
送
人
が
他
の
荷
送
人
を
発
見

し
う
る
可
能
性
は
、
航
海
途
中
に
お
け
る
よ
り
、
船
積
港
に
お
け
る
ほ
う
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、

出
帆
前
の
一
時
的
陸
揚
の
場
合
に
は
、
運
送
人
の
保
護
を
、
そ
れ
ほ
ど
、
考
え
な
く
て
よ
い
、
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

運
送
品
の
う
え
に
有
す
る
先
取
特
権
を
失
う
危
険
あ
る
い
は
他
の
荷
送
人
を
発
見
し
え
な
い
危
険
は
、
出
帆
前
の
一
時
的
陸
揚
の
場
合
に

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
二
項
が
、
出
帆
前
の
一
時
的
陸
揚
の
場
合
に
も
、
荷
送
人
に
担
保
提

(
1
)

こ
こ
に
い
う
「
適
当
な
担
保

(
i
d
o
n
e
a
c
a
u
z
i
o
n
e
)
」
は
、
筆
者
の
考
え
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
、
文
言
上
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
金
銭
で

な
く
と
も
、
た
と
え
ば
、
銀
行
の
保
証
な
ど
で
も
よ
い
、
と
解
釈
さ
れ
う
る
。
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
二
項
に
お
い
て
は
、
「
適
当
な
」

の
修
飾
語
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
担
保

(
c
a
u
z
i
o
n
e
)

を
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
往
時
、
「
担
保

(
c
a
u
z
i
o
n
e
)
」
が
金
銭

で
あ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
き
、
議
論
が
あ
っ
た
の
か
、
箪
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

(
2
)

立
法
趣
旨
は
、
一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
二
項
と
航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
後
段
と
で
、
異
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
に
関
し
て
、

P
r
o
s
p
e
r
o
 
Ascoli• 

D
e
l
 c
o
m
m
e
r
c
i
o
 m
a
r
i
t
t
i
m
o
 e
 della n
a
v
i
g
a
z
i
o
n
e
,
 Torif!O 
1
9
2
3
,
 p
a
g
.
4
8
7
 e
 seg. 

(
3
)
 
Boi, op. 
cit., 
l
o
c
o
 cit., 
n
o
t
a
 7
9
.
 

保
証
金
の
額

航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
後
段
は
、
簡
略
な
規
定
で
あ
り
、
荷
送
人
に
、
「
適
当
な
担
保
」
を
供
す
べ
き
義
務

を
課
す
旨
を
定
め
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
簡
略
さ
が
、
種
々
の
疑
問
の
要
因
と
な
り
う
る
。
と
り
わ
け
、
担
保
提
供
の
法
的
性
質
（
担
保

提
供
は
、
再
船
積
し
な
い
場
合
の
損
害
賠
償
額
の
予
約
か
、
単
な
る
担
保
の
差
し
入
れ
に
す
ぎ
な
い
の
か
）
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
、

大
き
な
対
立
が
生
じ
う
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
、
実
践
的
に
、
保
証
金
の
額
に
つ
い
て
論

じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
後
段
は
、
「
適
当
な
担
保
」
と
し
て
保
証
金
を
供
す
る
場
合
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
運
送
賃
の
全
額
あ
る
い
は
半

(b) 
供
義
務
を
課
し
て
い
た
の
は
、
正
し
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

も
、
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

（九
0
五）



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

額
に
相
当
す
る
額
を
供
す
べ
し
、
と
い
う
か
た
ち
の
規
定
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

問
題
と
な
り
う
る
。

い
く
ら
の
額
の
保
証
金
を
供
す
べ
き
か
が
、

L
e
f
e
b
v
r
e
 D
'
O
v
i
d
i
o
 ,
 
P
e
s
c
a
t
o
r
e
 ,
 
T
u
l
l
i
o
は
、
す
ノ
で
に
み
た
よ
う
に
（
ニ
ー
三
ー
三
注
（
2
）
）
、
再
船
積
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
荷
送

人
が
運
送
人
に
支
払
う
べ
き
も
の
は
運
送
賃
で
あ
る
、
と
し
、
第
二
項
前
段
が
、
損
害
賠
賠
償
に
つ
き
論
じ
て
い
る
の
は
、
不
正
確
、
と

し
て
い
る
。
ま
た
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
も
、
出
帆
前
の
一
時
的
不
能
に
つ
い
て
、
再
船
積
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
は
、
「
正
し

く
は
、
航
行
法
第
四
三
二
条
に
基
づ
く
、
約
定
の
運
送
賃
支
払
義
務
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
第
四
二
八
条
二
項
前
段
に
い
う
「
損
害

賠
償
義
務
」
を
（
解
除
）
運
送
賃
支
払
義
務
、
と
解
す
る
立
場
に
よ
る
と
、
同
後
段
に
い
う
担
保
提
供
義
務
も
、
な
か
ば
必
然
的
に
、

（
解
除
）
運
送
賃
支
払
義
務
、
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は
、
後
段
に
い
う
担
保
提
供
義
務
に
つ
き
、
「
運
送

賃
の
全
額
が
、
ま
だ
、
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
」
履
行
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

前
段
に
い
う
「
損
害
賠
償
義
務
」
を
文
字
ど
お
り
、
「
損
害
賠
償
義
務
」
と
解
す
る
に
し
て
も
、
保
証
金
の
額
の
算
定
に
つ
き
、
第
四

三
三
条
の

（
類
推
）
適
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
航
海
中
止
に
よ
り
運
送
人
が
こ
う
む
る
損
害
は
、
多
く
の
場
合
、
運

送
賃
の
喪
失
で
あ
ろ
う
か
ら
、
航
海
途
中
に
お
け
る
任
意
解
除
に
準
じ
て
、
第
四
三
三
条
に
基
づ
き
、
保
証
金
の
額
を
、
運
送
賃
の
全
額

お
よ
び
運
送
人
が
負
担
し
た
偶
然
的
費
用
の
合
計
額
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
考
え
に
対
し
て
は
、
ふ
た
つ
の
疑
問
が
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
再
船
積
が
な
さ
れ
ず
、
運
送
人
が
保
証
金
全
額

を
受
け
取
っ
た
の
ち
、
他
の
荷
送
人
と
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き
運
送
契
約
を
締
結
で
き
た
場
合
、
そ
の
契
約
の
運
送
賃
相
当
額
を
控
除

し
て
、
保
証
金
の
額
は
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
事
実
、
空
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
の
運
送
契
約
の
運
送
賃

相
当
額
を
控
除
す
べ
き
、
と
す
る
有
力
説
も
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
証
金
の
支
払
の
時
点
で
、
再
船
積
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

関
法

四
一
八
（
九
〇
六
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

ど
う
や
ら
、
保
証
金
の
額
は
、

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き
、
他
の
、
し
か
も
、
あ
と
か
ら
締
結
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
運
送
契
約
の
運
送
賃
を
控
除
し
て
、
保
証
金
の
額

を
算
出
す
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
可
能
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
保
証
金
の
支
払
の
時
点
で
、

い
っ
た
ん
、
運
送
賃
の
全
額
お
よ
び
運
送
人
が
負
担
し
た
偶
然
的
費
用
の
合
計
額
を
支
払
っ
て
お
き
、
の
ち
に
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き

運
送
契
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
契
約
の
運
送
賃
相
当
額
を
、
先
の
契
約
の
荷
送
人
に
返
却
す
る
、
と
い
う
手
順
も
考
え
ら
れ
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
手
順
に
も
、
実
際
上
の
困
難
が
つ
き
ま
と
い
そ
う
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
疑
問
は
、
よ
り
、
根
源
的
な
も
の
、
と
い
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
二
八
条
二
項
後
段
に
お
け
る
保
証
金
の
額
の
算
定
に
つ

き
、
第
四
三
三
条
の

け
る
「
担
保
（
保
証
金
の
額
）
」
の
算
定
に
つ
き
、
解
除
運
送
賃
の
規
定
（
同
法
第
五
六
五
条
お
よ
び
第
五
六
七
条
）
に
準
拠
す
る
こ
と

を
否
定
し
た
有
力
学
説
が
存
在
し
た
。

A
s
c
o
l
i
で
あ
る
。
彼
は
、
形
式
的
論
拠
と
実
質
的
論
拠
を
あ
げ
て
、
論
証
し
た
。
ま
ず
、
形
式
的

論
拠
は
、
「
保
証
す
る
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
、
立
法
者
が
、
再
船
積
し
な
か
っ
た
荷
送
人
に
、
運
送
賃
の
全
額
ま

た
は
半
額
の
支
払
を
課
す
意
思
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
規
定
し
た
は
ず
で
あ
り
、
「
保
証
す
る
」
と
い
う
文
言
も
使
用
し
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
。
実
質
的
論
拠
と
し
て
、
偶
然
の
事
故
・
不
可
抗
力
に
よ
る
一
時
的
履
行
不
能
の
場
合
に
再
船
積
し
な

か
っ
た
荷
送
人
に
は
、
任
意
性
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

妨
げ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
同
等
に
扱
い
、

四
一
九

や
む
を
え
ず
再
船
積
し
な
か
っ
た
荷
送
人
に
、

任
意
解
除
し
た
荷
送
人
が
支
払
う
べ
き
運
送
賃
と
同
額
の
金
銭
支
払
義
務
を
課
す
の
は
、
正
当
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
主
張
は
、
航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
後
段
お
よ
び
第
四
三
三
条
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
妥
当
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
時
的
に
陸
揚
が
な
さ
れ
た
場
所
ま
で
の
割
合
運
送
賃
に
相
当
す
る
額
と
運
送
人
に
生
じ
る
費
用
の
合

（九
0七）

一
方
、
任
意
解
除
は
、
出
帆
ま
た
は
航
海
の
継
続
が
、

一
時
的
に
す
ら
、

類
推
）
適
用
を
認
め
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。
か
つ
て
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
二
項
に
お



第
四
二
巻
第
三
•
四
号

（
第
二
項
が
修
繕
不

（九
0
八）

(
1
)

同
項
前
段
の
「
損
害
賠
償
義
務
」
を
文
字
ど
お
り
解
釈
す
る
か
、
運
送
賃
支
払
、
と
解
す
る
か
が
、
こ
こ
に
も
影
響
し
て
く
る
も
の
、
と
思
わ

れ
る
。

(
2
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 op. cit., 
p
a
g
.
1
1
0
 e
 seg. 

(
3
)
 
F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 op. cit., 
p
a
g
.
1
2
3
.
 

(
4
)
 
L
e
f
e
b
v
r
e
 D
'
O
v
i
d
i
o
-
P
e
s
c
a
t
o
r
e
-
T
u
l
l
i
o
,
 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

(
5
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
0
2
.
 

(
6
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
l
o
c
o
 cit. 

(
7
)
 
Ascoli, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
4
8
8
 e
 seg. 

(
8
)

現
在
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
な
す
者
が
存
在
す
る
の
か
、
筆
者
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、

A
s
c
o
l
i

の
い
う
よ
う
に
、
不

可
抗
力
に
基
づ
く
一
時
的
履
行
不
能
の
場
合
に
お
け
る
運
送
品
の
陸
揚
・
再
船
積
の
不
履
行
と
、
任
意
解
除
で
は
、
少
な
く
と
も
、
荷
送
人
の
側

か
ら
す
れ
ば
、
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
、
と
い
い
う
る
。

(
9
)
 
Boi, op. cit., 
l
o
c
o
 cit. 

三
ー
ニ
ー
ニ

航
行
法
第
四
二
九
条
一
項
の
存
在
理
由

航
行
法
第
四
二
九
条
一
項
は
、
航
海
中
に
、
不
可
抗
力
に
よ
る
船
舶
修
繕
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
契
約
が
存
続
し
、
そ
し
て
、
荷
送

人
は
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
航
行
法
の
立
法
者
が
こ
の
規
定
を
設
け
た
理
由
は
、
か
な
ら
ず

し
も
、
明
白
で
は
な
い
。
同
項
は
、
船
舶
修
繕
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
契
約
が
存
続
す
る
旨
を
明
示
し
て
い
る

能
・
長
期
化
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
航
海
中
の
一
時
的
不
能
に
関
す
る
規
定
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論

は
な
い
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
項
を
独
自
に
設
け
な
く
と
も
、
第
四
二
八
条
が
、
不
可
抗
力
に
よ
る
船
舶
修
繕
の

計
額
、
と
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

関
法

四
二

0



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四

（
運
送
人
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
基
づ
く
一
時
的
不
能
の
範
疇
に
入
る
）
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。

後
者
の
規
定
に
よ
る
と
、
荷
送
人
は
、
修
繕
が
終
わ
る
の
を
待
っ
か
、
待
つ
の
が
嫌
で
あ
れ
ば

能
に
際
し
、
陸
揚
さ
れ
た
運
送
品
の
再
船
積
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
第
四
三
三
条
（
運
送
賃
の
全
額
支
払
）

一
八
八
二
年
商
法
第
五

航
行
法
の
立
法
者
が
第
四
二
九
条
一
項
を
独
自
に
設
け
た
の
は
、
そ
の
本
来
的
な
必
要
性
の
結
果
で
は
な
く
、

(
2
)
 

七
0
条
一
項
の
継
承
を
意
図
し
た
か
ら
、
と
考
え
る
の
が
、
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
航
行
法
の
立
法

者
は
、
第
四
二
九
条
一
項
を
規
定
す
る
に
あ
た
り
、
「
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
し
て
、
荷
送
人
は
、
運
送
賃
減
額
請
求
権
を

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
一
項
が
、
傭
船
者
（
荷
送
人
）
に
、
修
繕
を
「
待
っ
か
ま
た
は

全
額
の
傭
船
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
部
分
を
、
忠
実
に
、
継
承
す
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
合
意
さ
れ
た
）
運
送
賃
を
全
額
支

払
っ
て
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
同
様
に
前
者
の
「
荷
送
人
は
、
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
」
を
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
航
行
法
第
四
二
八
条
二
項
に
つ
い
て
み
た
よ
う
に
、
不
可
抗
力
に
よ
る
一
時
的
履
行
不

の
適
用
を
排
除
し
、
割
合
運

送
賃
相
当
額
の
支
払
が
な
さ
れ
る
べ
き
、
と
す
る
と
、
第
四
二
九
条
一
項
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
割
合
運
送
賃
相
当
額
の
支
払
が
な
さ

れ
る
べ
き
、
と
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
る
と
、
第
四
二
九
条
一
項
に
お
い
て
は
、

(
1
)
 
Boi, op. 
cit., 
p
a
g
.
1
0
3
.
 

(
2
)

新
し
い
立
法
が
古
い
法
律
の
伝
統
を
継
承
す
る
こ
と
自
体
は
、
一
概
に
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
新
し
い
立
法
と
い
え
ど
も
、
古
い
法

律
と
の
連
続
性
を
完
全
に
断
ち
切
っ
て
、
成
立
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

(3)

航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
立
法
理
由
書
第
二
五
五
番
か
ら
は
、
判
断
で
き
な
い
。
第
四
二
八
条
一
項
に
お
い
て
は
、

「
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
」
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
運
送
賃
請
求
権
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
一
方
、
第
四
二
九
条
一
項
に
お
い
て
は
、

な
し
て
い
た
運
送
人
に
対
す
る
配
慮
が
、
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。

有
し
な
い
」
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

ケ
ー
ス

（九
0
九）

一
八
八
二
年
商
法
第
五
七

0
条
一
項
が
特
別
に



一
ー
一
の
注

(
4
)

に
あ
り
。

目
的
港
が
封
鎖
さ
れ
入
港
で
き
な
い

四
ー
一
確
定
的
不
能

四
到
着
時
の
不
能

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

四ニニ

（九一

0
)

「
契
約
は
、
有
効
の
ま
ま
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
に
せ
よ
、
運
送
賃
請
求
権
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お

い
て
、
「
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
」
と
い
う
消
極
的
表
現
を
、
「
全
額
の
傭
船
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
積
極
的
意
味

に
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

(
4
)

も
し
、
割
合
運
送
賃
も
一
部
的
な
給
付
に
対
す
る
報
酬
、
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
（
航
行
法
第
四
二
八
条
と
第
四
二
九
条
を
同
等
に
扱
う
こ
と
に

反
論
が
あ
り
え
よ
う
が
）
、
「
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し
な
い
」
は
、
割
合
運
送
賃
相
当
額
の
支
払
義
務
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

運
送
契
約
の
履
行
を
不
能
と
す
る
出
来
事
は
、
船
舶
の
目
的
港
へ
の
到
着
目
前
の
時
点
に
お
い
て
も
、
発
生
し
う
る
。
到
着
時
の
確
定

的
不
能
に
つ
い
て
は
、
航
行
法
第
四
三

0
条
が
規
定
を
設
け
て
い
る
。
同
条
が
予
測
す
る
ケ
ー
ス
は
、
船
舶
は
堪
航
能
力
を
維
持
し
て
い

る
が
、
目
的
港
が
封
鎖
さ
れ
入
港
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
到
着
時
の
不
能
は
、
船
舶
自
体
に
つ

い
て
も
、
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
目
的
港
を
目
前
に
し
て
、
船
舶
が
堪
航
能
力
を
失
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
場
合
、
む
し
ろ
、
問
題
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
運
送
は
、
実
質
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
い
る
。
運
送
人
は
、
運
送

品
を
船
舶
か
ら
卸
し
、
別
の
運
送
手
段
で
、
目
的
港
ま
で
運
べ
ば
足
り
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
船
舶
は
堪
航
能
力
を
維
持
し
て
い
る
が
、

関
法

（
目
的
港
で
陸
揚
で
き
な
い
）

よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
航
行
法
の
立
法
者
は
、
ー
|
'
排
他
的
に
で
は

な
い
に
し
て
も
、
主
と
し
て
1

後
者
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
、
立
法
作
業
し
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

と
し
た
こ
と
は
、
航
行
法
立
法
理
由
書
（
第
二
五
五
番
）
に
よ
り
、
明
白
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
い
く
つ
か
の
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

一
八
八
二
年
商
法
第
第
五
五
三
条
は
、
ま
ず
、
そ
の
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
の
具
体
例
と
し
て
、
目
的
港
の
封
鎖
を
あ
げ
、
そ
し
て
、

「
そ
の
港
へ
の
入
港
を
妨
げ
る
偶
然
の
事
故
も
し
く
は
不
可
抗
力
が
発
生
し
た
場
合
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
い

る
。
航
行
法
第
四
三

0
条
は
、
そ
の
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
の
具
体
例
の
呈
示
を
し
て
い
な
い
。
「
不
可
抗
力
」
を
広
く
（
自
然
の
作
用

な
ど
に
限
定
し
な
い
で
）
解
釈
す
れ
ば
、
そ
の
な
か
に
「
目
的
港
の
封
鎖
」
も
含
ま
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
具
体
的
に
、
呈
示
す
る
必
要
が

な
い
、
と
い
い
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
は
、
立
法
形
式
が
簡
略
化
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
は
、

そ
し
て
、
荷
送
人
か
ら
指
示
を
え
ら
れ
な
い
か
、
指
示
が
実
行
不
能
の
と
き
に
、
船
長
に
は
ふ
た
つ
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
条
に
お
い
て
は
、
船
長
は
、
「
荷
送
人
の
利
益
」
だ
け
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
つ
の
選
択
肢
を
選
択
す
れ
ば
足
り

一
方
、
航
行
法
第
四
三

0
条
に
お
い
て
は
、
「
船
舶
お
よ
び
運
送
の
利
益
」
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
つ
の
選
択
肢
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
運
送
人
の
利
益
保
護
が
計
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
ひ
と
つ
の
改
良
で
あ
ろ
う
。

に
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
目
的
港
の
封
鎖
•
そ
の
他
の
不
可
抗
力
に
よ
り
、
入
港
不
能
に
な
っ
て
も
、
契
約
は
、
終
了

い
る
。
航
行
法
第
四
三

0
条
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

と
こ
ろ
が
、
航
行
法
第
四
三

0
条
に
つ
い
て
、

こ。t
 

り
進
化
し
た
、
と
い
い
う
る
。

と
は
、
事
実
で
あ
る
。

航
行
法
の
立
法
者
が
、

四

I
-
|
-
契
約
の
存
続
(
-
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
の
原
則
の
維
持
）

(
l
)
 

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
を
ス
マ
ー
ト
な
も
の
に
改
良
し
、
航
行
法
第
四
三

0
条
と
し
て
再
生
さ
せ
よ
う
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
よ

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
に
つ
き
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
欠
陥
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
簡
単

四
二
三

（
九
―
一
）



囚
契
約
存
続
の
有
無

航
行
法
第
四
三

0
条
は
、

航
行
法
第
四
三

0
条
が
内
蔵
す
る
欠
陥

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

う
え
に
み
た
よ
う
に
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
航
行
法
第
四
三

0
条
に
お
い
て
、

（
九
―
二
）

関
法

し
な
い
。
船
長
は
、
荷
送
人
（
傭
船
者
）
に
対
し
て
指
示
を
求
め
、
そ
の
指
示
が
実
行
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
、
指
示
を
え
ら
れ
な
い
か
、
指
示
が
実
行
不
能
で
あ
れ
ば
、
近
く
の
港
に
行
く
か
出
帆
港
に
戻
る
か
、
荷
送
人
の
利
益
に

か
な
う
ほ
う
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
示
に
し
た
が
う
か
、
近
く
の
港
に
行
く
か
、
出
帆
港
に
戻
る
か
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

運
送
人
は
、
運
送
賃
（
傭
船
料
）
全
額
の
支
払
請
求
権
を
有
す
る
が
、
航
海
距
離
の
延
長
に
伴
う
運
送
賃
の
増
額
請
求
権
は
、
認
め
ら
れ

な
し

う
、
と
し
た
に
も
か
か
わ
が
ず
、
航
行
法
第
四
三

0
条
に
つ
い
て
、
新
に
、
欠
陥
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

(
l
)

「
目
的
港
の
封
鎖
の
場
合
ま
た
は
そ
の
港
へ
の
入
港
を
妨
げ
る
偶
然
の
事
故
も
し
く
は
不
可
抗
力
が
発
生
し
た
場
合
、
船
長
は
、
指
団
を
受
け

取
ら
な
か
っ
た
か
ま
た
は
指
図
が
実
行
不
能
と
の
き
、
他
の
近
く
の
港
に
寄
港
す
る
か
、
出
帆
し
た
港
に
帰
る
か
し
て
、
荷
送
人
の
利
益
に
と
り

最
善
の
方
法
で
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
2
)

ほ
か
に
、
航
行
法
第
四
三
0
条
は
、
同
第
四
二
九
条
と
同
じ
く
、
長
期
的
遅
延
を
確
定
的
不
能
と
同
等
に
扱
っ
て
い
る
。

(
3
)

到
着
時
の
確
定
的
不
能
は
、
出
帆
前
ま
た
は
航
海
中
の
そ
れ
と
異
な
り
、
契
約
を
終
了
さ
せ
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

Ascoli,

0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
4
8
9
.
 

(
4
)
 
Ascoli, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
4
9
1
 ;
 Br
u
n
e
t
t
i
,
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
2
5
8
.
 

四
ー
一
ー
ニ

つ
ぎ
の
四
ー
一
ー
ニ
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
と
同
様
、
船
舶
の
到
着
時
に
確
定
的
不
能
が
発

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
の
原
則
を
維
持
し
よ

四
二
四



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

四
二
五

生
し
た
場
合
、
契
約
が
存
続
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
明
示
的
に
規
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
が
、
ま
ず
、
航
行
法
第
四
三

0
条
の
欠
陥
、

と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
ー
一
で
の
べ
た
よ
う
に
、
同
条
の
適
用
が
予
測
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
船
舶
が
堪
航
能

力
を
維
持
し
て
い
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
ら
、
契
約
を
終
了
さ
せ
る
必
要
性
に
乏
し
い
、
と
思
わ
れ
る
。
航
行
法
第
四
三

0
条
も
、

二
年
商
法
第
五
五
三
条
と
同
様
、
契
約
の
存
続
を
黙
示
的
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
る
、
と
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
が

存
続
す
る
か
否
か
に
つ
き
明
示
的
な
言
及
を
欠
く
点
は
、
解
釈
で
補
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
致
命
的
な
も
の
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

人
は
、
到
着
時
に
確
定
的
不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
採
ろ
う
と
、
運
送
賃
の
全
額
請
求
が
認
め
ら
れ
る
（
む
し
ろ
、

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
三
条
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
（
四

I
-
|
-
）
、
運
送

運
送
賃
の
増
額
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
）
、
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
目
的
港
に
お
け
る
通
商
禁
止
の
場
合
に
運
送
賃
の
全
額
支
払

を
義
務
づ
け
て
い
た
第
五
七
二
条
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
条
は
、
不
可
抗
力
の
発
生
に
よ
り
船
舶
が
目
的
港
を
目

前
に
し
な
が
ら
出
帆
港
に
帰
ら
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
関
す
る
原
則
的
な
規
定
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
航
行

法
は
、
同
条
に
対
応
す
る
規
定
を
有
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
航
行
法
は
、
船
舶
が
目
的
港
を
目
前
し
な
が
ら
出
帆
港
に
帰
ら
ざ
る
を

え
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
原
則
的
な
規
定
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
到
着
時
に
確
定
的
不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
運
送
人

一
八
八
二
年
商
法
施
行
当
時
と
同
様
、
運
送
賃
の
全
額
を
請
求
し
う
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

B
r
u
n
e
t
t
i
な
ど
は
、
航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
を
忠
実
に
守
り
、
運
送
人
に
運
送
賃
の
全
額
取
得
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
、

運
送
人
に
割
合
運
送
賃
の
み
を
認
め
る
説
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。
航
行
法
第
四
三

0
条
は
、
運
送
賃
に
つ
き
規
定
を
欠
い
て
い
て
も
、

よ、＇ 

運
送
賃
の
全
額
請
求
の
可
否

Boi, 0
 p. 
cit.. 
p
a
g
.
8
5
.
 

（
九
一
三
）

一
八
八



(
l
 

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
（
こ
こ
で
は
、

（
九
一
四
）

運
送
品
が
近
く
の
安
全
な
港
に
陸
揚
さ
れ
る
場
合
に
は
、
実
際
上
は
、
ほ
と
ん
ど
、
欠
陥
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
運
送
品
が
近

く
の
安
全
な
港
に
陸
揚
さ
れ
た
場
合
、
運
送
人
に
、
運
送
賃
全
額
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
似
す
る
額
の
支
払
請
求
権
を
認
め
て
も
、
不
公
平

い
わ
ゆ
る
n
e
a
r
条
項
を
考
慮
し
て
い
な
い
）
。

航
行
法
第
四
三

0
条
の
欠
陥
は
、
船
舶
が
出
帆
港
に
帰
っ
て
き
た
場
合
に
、
あ
ら
わ
な
も
の
と
な
る
。
も
し
、
運
送
人
に
運
送
賃
の
全

額
取
得
を
認
め
れ
ば
、
荷
送
人
は
、
航
海
に
よ
り
、
利
益
を
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
、
時
間
の
無
駄
を

し
た
う
え
に
、
運
送
賃
を
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
ま
っ
た
く
、
運
送
賃
の
取
得
を
認
め
な
け
れ
ば
、
と

り
わ
け
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
に
運
送
人
が
こ
う
む
る
不
利
益
は
、
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
目
的
港
へ
の
入
港
不
能
・
出
帆
港
へ
の

帰
還
の
原
因
が
、
船
舶
に
か
か
わ
り
な
く
、
運
送
品
に
の
み
か
か
わ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
運
送
品
の
属
す
る
種
類
の
物
品
が
通
商
禁
止

(
4
)

（

5
)
 

に
な
っ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。

Brunetti, 
M
a
n
u
a
l
e
 cit ,
 
,
 pa

g
.
2
2
2
 ;
 Ma
r
i
o
 C
a
s
a
n
o
v
a
,
 
A
p
p
u
n
t
i
 
di 
diritto 
della 
navigazione, 
Ed. 
riveduta, 
G
e
n
o
v
a
 (:El~~ 

不＇甲

9
.

p
a
g
.
1
0
6
.
 

(
2
)
 
L
e
f
e
b
v
r
e
 D
'
O
v
i
d
i
o
 ,
 
P
e
s
c
a
t
o
r
e
‘
T
u
l
l
i
o
.
 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
6
1
2
.
 

(
3
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
8
7
.
 

(
4
)
 
Boi, 0
 p. 
cit., 
loco cit. 

(
5
)

本
文
で
み
た
不
合
理
は
、
出
帆
港
へ
の
帰
還
を
荷
送
人
が
命
じ
た
場
合
と
船
長
が
選
択
し
た
場
合
に
分
け
、
前
者
で
は
運
送
人
の
運
送
賃
請
求

権
を
認
め
、
後
者
で
は
否
定
す
る
、
同
様
に
、
出
帆
港
へ
の
帰
還
の
原
因
が
運
送
品
に
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
に
分
け
、
前
者
で
は
運
送

人
の
運
送
賃
請
求
権
を
認
め
、
後
者
で
は
否
定
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
緩
和
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

(Boi,
0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
8
8
)
 0

し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
技
巧
的
な
解
決
が
、
明
文
の
規
定
な
し
に
、
正
当
化
さ
れ
う
る
か
、
疑
問
を
覚
え
る
。

関
法

四
二
六



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

け
で
、
そ
れ
以
上
の
論
述
を
し
て
い
な
い
。

を
お
い
て
い
な
い
。

が
う
か
、
近
く
の
港
に
行
く
か
、
出
帆
港
に
戻
る
か
、

四
二
七

一
様
に
、
適
用
さ
れ
う
る
か
に
つ
き
、
疑

到
着
時
に
確
定
的
不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
運
送
人
は
、
荷
送
人
の
指
示
に
し
た

い
ず
れ
か
を
の
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
、
運
送
賃
に
含
ま
れ

て
い
な
い
超
過
費
用
が
必
要
に
な
り
う
る
。
こ
の
超
過
費
用
を
だ
れ
が
負
担
す
べ
き
か
に
つ
き
、
航
行
法
第
四
三

0
条
は
、
明
示
的
規
定

た
と
え
ば
、

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
は
、
作
業
の
よ
り
大
き
な
負
担
の
危
険
は
債
務
者
に
か
か
る

(ii
r
i
s
c
h
i
o
 della m
a
g
g
i
o
r
e
 o
n
e
r
o
s
i
t
a
 dell' 

0
 p
e
r
a
 g
r
a
v
a
 s
u
l
 
d
e
b
i
t
o
r
e
)
、
と
す
る
請
負
の
一
般
原
則
に
し
た
が
い
、
反
対
の
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
、
運
送
人
の
負
担
、
と
す
る
だ

こ
れ
に
対
し
て
、

B
o
i
は
、
そ
の
原
則
が
、
海
上
物
品
運
送
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、

問
を
呈
し
て
い
る
。
彼
女
は
、
請
負
の
一
般
原
則
よ
り
も
む
し
ろ
、
イ
タ
リ
ア
民
法
第
一
六
八
六
条
三
項
の
適
用
可
能
性
に
つ
き
、
検
討

す
べ
き
、
と
し
て
い
る
。
も
し
、
出
帆
港
に
戻
っ
た
場
合
、
割
合
運
送
賃
を
請
求
し
え
な
い
、
と
す
る
と
、
運
送
人
の
負
担
が
き
わ
め
て

重
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
同
項
の
適
用
可
能
性
を
肯
定
し
よ
う
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
的
港
の
近
く
の
港
に

陸
揚
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
運
送
賃
と
費
用
の
双
方
の
取
得
を
認
め
る
と
、
運
送
人
に
予
期
せ
ぬ
利
益
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る

の
で
、
同
項
の
適
用
を
疑
問
視
し
て
い
る
。

海
上
物
品
運
送
契
約
は
、
請
負
契
約
の
一
下
位
類
型
で
あ
る
か
ぎ
り
、
当
然
、
請
負
の
一
般
原
則
の
適
用
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
海

上
物
品
運
送
契
約
は
、
同
じ
請
負
契
約
の
一
下
位
類
型
で
あ
る
陸
上
物
品
運
送
契
約
と
関
連
性
・
類
似
性
が
強
い
。
そ
の
意
味
で
、

な
り
請
負
の
一
般
原
則
に
論
拠
を
求
め
る
よ
り
さ
き
に
、
同
項
の
海
上
物
品
運
送
へ
の
適
用
可
能
性
を
検
討
し
た
B
o
i

の
主
張
に
説
得
力

を
感
じ
う
る
。

団
運
送
人
に
よ
る
超
過
費
用
の
負
担
の
有
無

（
九
一
五
）

い
き



四
ー
ニ
—
二

到
着
時
に
一
時
的
不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
出
帆
前
・
航
海
中
の
一
時
的
不
能
の
発
生
を
契
約
の
終
了
（
解
除
権
の
発
生
）
原
因
と
し

て
い
な
い
航
行
法
第
四
二
八
条
一
項
お
よ
び
第
四
二
九
条
一
項
に
し
た
が
い
、
契
約
は
存
続
し
、
荷
送
人
は
運
送
賃
減
額
請
求
権
を
有
し

な
い
、
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
荷
送
人
は
、
不
能
が
終
わ
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
遅
延
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
え
な

ー
航
行
法
は
、

四
ー
一

(
1
)
 

(
2
)
 

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

F
i
o
r
e
n
t
i
n
o
,
 op. cit., 
p
a
g
.
1
2
5
 e
 seg. 

Boi, op. cit., 
p
a
g
.
9
0
 e
 seg. 

一
時
的
不
能

四
ー
ニ
ー
一

規
定
の
不
存
在

一
八
八
二
年
商
法
と
同
様
、
到
着
時
の
一
時
的
不
能
に
つ
い
て
、
明
示
的
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。
航
行
法
の
立
法
者
は
、

到
着
時
の
一
時
的
不
能
が
、
特
別
の
立
法
を
要
す
る
ほ
ど
の
重
大
な
影
響
を
契
約
に
及
ぽ
す
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
、
明
示
的
規
定
を
お

か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
到
着
時
の
一
時
的
不
能
が
、
契
約
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
が
あ
り
え
て
も
、
す
で
に
検

討
し
た
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
の
規
定
の
趣
旨
を
し
ん
し
ゃ
く
す
れ
ば
、
妥
当
な
解
決
が
え
ら
れ
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
到
着
時
の
一
時
的
不
能
に
つ
い
て
の
明
示
的
規
定
の
欠
如
は
、
航
行
法
の
欠
陥
で
は
な
い
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
八
＿
一
年
商
法
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
同
じ
、
と
思
わ
れ
る

(Boi,
op. 
cit., 
p
a
g
.
4
 7
 e
 segg.) 

関
法

契
約
の
存
続

四
二
八
（
九
一
六
）



海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能

し
か
し
、
第
四
二
八
条
二
項
の
類
推
適
用
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
目
的
港
に
入
港
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
と

き
、
た
と
え
、
保
証
金
の
支
払
が
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
荷
送
人
に
運
送
品
の
一
時
的
陸
揚
権
限
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
実
際

Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
0
5
 e
 seg. 

一
八
八
二
年
商
法
第
五
五
二
条
一
項
参
照
（
ニ
ー
三
の
注

(
2
)

に
あ
り
）
。

Boi, 0
 p. 
cit., 
p
a
g
.
1
0
5
 e
 p
a
g
.
4
7
 e
 seg. 

四
二
九

わ
れ
わ
れ
は
、
航
行
法
の
海
上
物
品
運
送
契
約
の
履
行
不
能
に
関
す
る
規
定
（
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条）

ら
の
規
定
を
め
ぐ
る
学
説
の
状
況
を
、
あ
る
程
度
詳
細
に
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

の
内
容
お
よ
び
そ
れ

航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
を
一
覧
し
た
だ
け
で
も
、
履
行
不
能
が
生
じ
る
段
階
（
出
帆
前
・
船
積
後
、
航
海
中
お
よ
び
到

着
時
）
ご
と
に
、
そ
し
て
、
不
能
の
程
度
（
一
時
的
不
能
、
長
期
的
遅
延
お
よ
び
確
定
的
不
能
）
に
応
じ
、
き
め
細
か
く
、
運
送
人
と
荷

送
人
の
利
益
を
調
整
し
よ
う
、
と
す
る
航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条

の
規
定
は
任
意
規
定
で
あ
る
の
で
、
航
行
法
の
立
法
者
の
意
思
は
、
運
送
約
款
に
よ
り
、
た
や
す
く
排
除
さ
れ
う
る
（
事
実
、
排
除
さ
れ

て
い
る
）
。
し
か
し
、
航
行
法
の
立
法
者
は
、
そ
れ
を
充
分
に
承
知
の
う
え
で
、
あ
え
て
、
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
立
法

作
業
の
あ
と
を
省
察
し
た
だ
け
で
も
、
航
行
法
の
立
法
者
の
苦
心
の
あ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
実
際
に
は
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
確
固
た
る
正
義
感
情
を
規
定
の
か
た
ち
で
表
明
す
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

む
す
び
に
か
え
て

上
、
そ
れ
を
認
め
る
実
益
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

（
九
一
七
）



し
い
在
り
方
を
示
す
も
の
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

定
の
解
釈
を
な
す
、
と
い
う
基
本
的
姿
勢
に
お
い
て
、

第
四
二
巻
第
三
•
四
号

究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

四
三
〇

（
九
一
八
）

航
行
法
の
立
法
者
は
、
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
三

0
条
の
立
法
に
あ
た
り
、
そ
の
責
務
に
忠
実
で
あ
っ
た
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ

ま
た
、
学
説
に
目
を
転
じ
る
と
、
任
意
法
で
あ
る
航
行
法
第
四
二
七
条
か
ら
第
四
一
―

1
0
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
最
近
ま
で
、
詳
細
な
研

わ
れ
わ
れ
が
本
稿
に
お
い
て
つ
ね
に
参
照
し
た
ふ
た
つ
の
研
究

(
C
o
m
e
n
a
l
e
 P
i
n
t
o
と
B
o
i
)

は
、
丁
寧
に
、
航
行
法
の
規
定
の
解
釈
を
な
し
、
そ
の
あ
と
、
航
行
法
の
規
定
を
修
正
す
る
約
款
に
つ
い

て
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ふ
た
つ
の
研
究
は
、
意
見
を
異
に
す
る
部
分
を
多
く
有
し
な
が
ら
も
、
約
款
の
分
析
に
先
立
ち
航
行
法
の
規

一
致
し
て
い
る
。
約
款
の
有
効
性
（
の
限
界
）
に
つ
い
て
判
断
を
す
る
場
合
、
最

終
的
に
は
、
法
律
の
規
定
（
に
示
さ
れ
た
正
義
）
に
戻
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
ふ
た
つ
の
研
究
は
、
約
款
研
究
の
正

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
の
べ
た
よ
う
に
、
履
行
不
能
に
よ
る
海
上
物
品
運
送
契
約
の
終
了
お
よ
び
解
除
に
関
す
る
法
律
の
規
定
（
航

行
法
の
規
定
に
か
ぎ
ら
ず
、
わ
が
国
の
商
法
の
規
定
な
ど
も
含
め
て
）
と
約
款
の
隔
た
り
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
運
送
人

に
大
幅
な
契
約
解
除
・
打
切
権
を
与
え
る
約
款
や
運
送
打
切
後
の
運
送
品
の
転
送
義
務
を
排
除
し
た
約
款
な
ど
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
う

し
た
約
款
の
合
理
性
・
有
効
性
（
の
限
界
）
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
機
会
を
持
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
た
め
に
不
可

欠
な
作
業
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
る
べ
く
早
く
、
約
款
を
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

ふ
た
つ
の
研
究
の
約
款
を
分
析
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

゜
、つ

関
法

（
一
九
九
二
年
七
月
ニ
―
日
脱
稿
）




